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中文提要
第十七屆全國學生創意戲劇比賽的創意呈現（日譯）	 石　光　生／山下　一夫（譯）

此文為〈第十七屆全國學生創意戲劇比賽的創意呈現〉（《中國城市戲曲研究》第二十一輯，

2023年，5頁－ 31頁）之日譯。

從九十四（2005）學年度開始，中華民國教育部著手舉辦全國學生創意偶戲比賽，第十屆

起更名為「全國學生創意戲劇比賽」，今年已完成第十七屆決賽，成果亮麗。全臺灣小學、國

中至高中職的學生都可以以學校為單位，在上學期向各縣市教育局報名初賽。比賽分傳統偶戲、

現代偶戲與舞臺劇（即是話劇）這三大類。作品長度為十至二十分鐘之間。各縣市於年底前舉

辦初賽後，獲得優勝的團隊才得以晉級全國決賽。全國賽則於翌年四月舉行，以今年的決賽來

說，這三類計有超過百餘隊參加，堪稱是全世界最大的學生創意戲劇競賽。

本文擬探討第十七屆全國學生創意戲劇比賽傳統偶戲類、現代偶戲類與舞台劇類這三類榮

獲特優作品的創意，並分析作品能奪得特優的主因。

關鍵字：創意偶戲、創意戲劇、創意戲劇比賽、傳統偶戲、現代偶戲、舞台劇

改革開放初期的江南傳統曲藝：海寧縣評彈團殷小虹相關史料簡介

	 佐藤　仁史、高　飛、陳　明　華

本文整理了蘇州著名評彈藝人殷小虹（1932-2015）在改革開放初期收到的江南各地客戶、

同行寄來的 33 張明信片。 這些明信片披露了 1979年 10月至 1984年 7月期間客戶的姓名、

演出場所的名稱（多數為書場）、書場負責人的姓名以及收發明信片時的地點（其中大部分是各地書

場）。 這些信息與其他各種史料結合起來，使我們能夠從一個具體的角度了解改革開放初期地

方社會與傳統曲藝之間的關系及其轉變。

關鍵詞：評彈、殷小虹、江南、改革開放、書場

台灣皮影戲《崔文瑞》與海陸豐地區《張四姐下凡》	 山下　一夫

台灣皮影戲《崔文瑞》、海豐白字戲《張四姐下凡》以及陸豐皮影戲《張四姐下凡》，均改

編自弋陽腔《天緣記》，演宋時張四姐下凡故事。通過對文本的分析發現，這三者是從同一文

本中分離出來，其中台灣皮影戲《崔文瑞》在相對較早的階段就已經分化，而陸豐皮影戲《張

四姐下凡》是海豐白字戲《張四姐下凡》的基礎上獲得了作為偶戲的特徵。就《崔文瑞》而言，

可以說台灣皮影戲跟接近於人演的海豐白字戲，而不是同為偶戲的陸豐皮影戲。

關鍵詞：台灣皮影戲、海豐白字戲、陸豐皮影戲、《崔文瑞》、《張四姐下凡》、《天緣記》
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清代北京之岳飛故事戲	 千田　大介

因為岳飛是抗金英雄，演其故事有觸犯清朝禁忌之可能性，這問題影響到岳飛故事戲之發

展。清朝初、中期北京，崑腔演岳飛故事戲寥寥可數，如《如是觀》之〈刺字〉、《東窗事犯》

雜劇之〈掃秦〉、《奪秋魁》中〈水戰〉、〈擒么〉等幾齣而已。道光以後之花部戲目以及京劇傳

統劇目，則有不少岳飛故事戲，係根據小說《說岳全傳》改編的武戲，其內容多為岳家軍平定

賊寇或宋將戰金兵而被打敗。雅部演〈刺字〉、〈掃秦〉兩齣戲不見於花部戲目中，前者在民國

時期改為皮黃，後者則被京劇吸收後仍唱崑腔。樊梨花故事有幾種京腔傳奇，與其相比岳飛故

事戲的演變過程較單純，小說與戲曲之繼承關係也很明顯。

關鍵詞：岳飛故事、京腔、花部、《說岳全傳》、英雄傳奇



[1] （訳者注）本稿は石光生「第
十七屆全國學生創意戲劇比
賽的創意呈現」（『中国都市芸能
研究』第二十一輯，2023年，pp.5-

31）の日本語訳である。2022

年に台湾で開催された学生人
形コンテストの紹介と分析を
行った本論文は、台湾におけ
る学校人形劇の状況を知る材
料を提供するとともに、本邦
における学生人形コンテスト
のあり方にも参考になるもの
と思われる。
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台湾で開催された第 17回全国	
学生創作演劇コンテストについて

石　光生（山下　一夫　訳）[1]

一、はじめに

2010年に高雄市と合併するまで、高雄県は影絵人形劇（皮影

戯）・糸操り人形劇（傀儡戯）・手遣い人形劇（木偶戯）の 3大人

形劇がすべて分布している県であった。高雄県大社郷の東華皮

影戯団の 5代目の張徳成が、1989年に台湾教育部から栄誉あ

る「重要民族芸師」の称号を贈られたのも、高雄県が持つ人形

劇の裾野の広さや厚みを背景としている。また 1994年 3月 13

日に完成した高雄県皮影戯館は、そうした人形劇の保存・普

及・研究の重責を担っていった。

しかし伝統的な人形劇は、皮影戯館成立以前からすでに観客

を失いつつあった。そこで高雄県文化局は、伝統的な影絵人形

劇の上演を積極的に進めるほか、影絵人形劇を根付かせ、近代

化を推進するため、1993年に「高雄県影絵人形劇推進育成プ

ロジェクト（高雄県皮影戯推広暨紮根工作計画）」を始動させた。こ

のプロジェクトの目標は次の通りである。

一、皮（または紙）で作る影絵人形の製作方法を、小中学

校の美術の授業のカリキュラムに組み込む。

二、皮（または紙）で作る影絵人形の劇団を組織し、小中

学生に集団行動で求められる団結精神を育成する。

三、演劇鑑賞教育を進めることで、小中学生がイマジネー

ションの領域を広げ、さらにそこから潜在的な創作能力

も刺激する。
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四、情操教育・芸術教育を進めることで、五育をバランス

良く行うという教育の理想を達成する。 （石光生 1994：31）

上の目標のうち、「演劇鑑賞教育を進めることで、小中学生

がイマジネーションの領域を広げ、さらにそこから潜在的な創

作能力も刺激する」という部分は、創意工夫の要素を奨励する

という意味を含むことになる。ここから高雄県文化局は、全

国の公的部門の中で最も影絵人形劇の近代化の創意工夫を進

めている公的機関と言えるだろう。このプロジェクトのもとで、

1993年に全県教師影絵人形劇研修が行われ、続いて「小中学

校影絵人形劇コンテスト（国中小校園皮（紙）影戯比賽）」が開催

された。その後さらに部門が増やされて全国大会となり、現在

第 24回まで開催されている。

こうした、高雄県文化局が行ってきた伝統的人形劇近代化の

実験は、すでに多くの蓄積がある。2000年に行政院文化建設

委員会がクリエイティブ産業の推進を提唱した後、教育部が

2003年 1月 15日の「台国字第 092006026号令」で言語科目・

保健体育科目・生活課程・総合活動科目・芸術人文科目の指導

要領を公布し、さらに 2005年度に第 1回「学生創作人形劇コ

ンテスト（学生創意偶戯比賽）」が開催された。当時の教育部が

設定した目標は次の通りである。

芸術教育法と小中 9年一貫指導要領の芸術・人文科目部

分を、各段階の学校の芸術教育に適用し、人形劇教育を

行うことで、生徒が芸術と人文を統合させる力を高め、

芸術教育における創作や創造の要素を増強する。

 （新竹生活美學館 2008:14）

この人形劇コンテストは、現行の「小中 9年一貫指導要領の

芸術・人文科目部分」を組み合わせ、「人形劇教育を行うこと
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で、生徒が芸術と人文を統合させる力を高め、芸術教育におけ

る創作や創造の要素を増強する」ことに重点があるのである。

したがってここで強調されるべき点は、教員と生徒が協同で人

形劇の創作や創造を行い、音楽・舞踏・美術と組み合わせ、舞

台芸術の様々な側面を実際に体験・上演することであった。

学生創作人形劇コンテストの参加対象は小学生から高校生で、

参加団体は小学生・中学生・高校生の 3部門に分かれる。また

人形劇は以下の 3種である。

一、手遣い人形劇部門。指人形劇や手袋人形劇など、手袋

人形を手で操作するものがこれに属する。内容は上演効

果を重視し、またそれ以外の創意工夫も考慮する。

二、影絵人形劇部門。皮影絵人形劇や紙影絵人形劇など、

およそ人形をスクリーンに投影して上演を行うものがこ

れに属する。内容は上演効果を重視し、またそれ以外の

創意工夫も考慮する。

三、総合人形劇部門。糸操り人形劇・棒操り人形劇・総合

人形劇など、第一部門・第二部門に属さないもの、また

は内容や形式が 2種類以上に跨がるものがこれに属する。 

   （新竹生活美學館 2008:17）

第 5回まで開催された後、伝統的人形劇団体の参加を奨励・

保障するために、諮問委員会は人形劇の種類を「伝統」と「近

代」の 2つに分け、前者を手遣い人形劇・糸操り人形劇・影絵

人形劇の 3部門とし、後者は元々の手遣い人形劇・影絵人形

劇・総合人形劇の 3部門を残した（國立台灣藝術教育館 2014：24）。

この分類は伝統の側が重視する美的感覚と、近代の側が重視す

る創意工夫の両方に配慮したものである。各県市教育局は必ず

毎年 12月以前に予選を終え、その後 4月・5月の間に決勝戦

を行う。参加を望む団体は得意な人形劇の部門を自分で選び、
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10分～ 20分の長さで自分たちのアイディアを存分に発揮する

作品を製作して、県市レベルの予選に参加し、優勝者は県市の

代表として国立台湾芸術教育館主催の決勝に参加する。

第 10回（2014年）の際、「12年国民基本教育」が施行されて、

国民の義務教育が高等学校まで延長され、また高校生のための

「芸術生活」の教科書も作られた。諮問委員会はこれに基づき、

近代的舞台演劇もコンテストの部門に加える決議を行い、コン

テストの名称も「学生創作演劇コンテスト（学生創意戯劇比賽）」

に変更した。そのねらいは主に以下の通りである。

芸術教育法と 12年国民基本教育指導要領の芸術・人文

科目部分によって、各段階の学校の芸術教育を活性化さ

せ、それによって生徒が演劇の創意工夫を学び、芸術と

人文を統合させる力を高めるため、学生演劇コンテスト

を実施する。 （國立台灣藝術教育館 2014:14）

これに基づき、コンテストでは「三、舞台演劇部門。民国

103年度には高校生部門を実施し、民国 104年度にはさらに小

中学校生部門も追加する」ということになり、舞台演劇部門が

加えられた。

本稿は、2022年 4月に南投県文化演芸庁で開催された第 17

回決勝の上演内容を対象に、入賞作で示された創意工夫のあり

方について検討を行うとともに、コンテストによる演劇教育の

意義と働きについて分析を行うものである。

二、伝統的人形劇部門

（一）手遣い人形劇部門の作品 [2]

番号 学校 演目 備考
1 宜蘭県立孝威国民小学 『温暖世情』

2 雲林県立石榴国民小学 『斑鳩媽祖護石榴』

3 嘉義市立志航国民小学 『沈香打洞』

[2]   （訳者注）国民小学は小学校、
国民中学は中学校、高級中学
は高等学校、高級工業職業学
校は工業高等学校、高級商業
職業学校は商業高等学校、高
級工商職業学校は商工高等学
校、高級家事職業学校は家政
高等学校、高級農業職業学校
は農業高等学校に相当する。
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4 高雄市立港和国民小学 『鳳山県令曹公』

5 高雄市立興糖国民小学 『驚世婚約――周乾戦桃花』

6 新北市立三芝国民中学 『火焔山悟空借扇』

7 新北市立崇林国民中学 『沈香劈山救母』

8 雲林県立西螺国民中学 『精忠報国岳飛伝』

9
高雄市立中正高級工業
職業学校

『烏魚拝媽祖』

宜蘭県立孝威国民小学の『温暖世情』（暖かい世間）の内容は

次の通りである――孝行者の阿宝が、重い病のお祖母さんを助

けるため、山の奥深くで薬草の珍珠草を採ってくることにした。

山奥では山賊が阿宝を襲ってきたが、阿宝の志に感動して一緒

に薬草を探し、土地公の助けも得て、珍珠草を見つけることが

できた。家に帰ると、山賊がお祖母さんの慈悲深い様子を見て

義理の孫となることを申し出て、お祖母さんは喜んで引き受け

た。――この劇は「百善は孝を先となす（あらゆる善行の中で親

孝行が一番である）」という昔からの道徳を宣揚していて、とて

も感動的である。

雲林県立石榴国民小学の『斑鳩媽祖護石榴』（斑
キジバト

鳩と媽祖が石

榴を護る）は、善と悪の戦いの話を描いている。――お腹を空

かせた斑鳩の群れが稲を食べてしまうので、お爺さんが追いは

らおうとして媽祖に祈ったところ、媽祖が現れ、斑鳩を調伏し

て自分の眷属にする。一方、石榴山の石猫虎が修行で妖怪にな

り、人間に化けて旅人を食べていた。農民の李文旦が大八車に

文旦を載せて通りかかったところ、石猫虎に襲われ、李文旦と

車夫は必死で逃げ出したが、いよいよという時に斑鳩の一群が

悪い虎の妖怪を取り囲んだ。早朝に果樹が荒らされたことで、

村長が村人に恨まれていたが、李文旦が悪い虎の妖怪の仕業だ

と伝えたため、村の腕っぷしを集めて退治に赴いた。しかし虎

は強く、捕まえることができなかった。それを見た媽祖が虎を

調伏し、人々のために害悪を取り除いた。

嘉義市志航国民小学の『沈香打洞』（沈香の修行）は、古典戯



[3] 物語は次の通りである――天
界の仙人である花嶽聖母が人
間界に降り、劉錫と夫婦と
なって、沈香を産む。しかし
花嶽聖母の兄の二郎神楊戩は、
自分の妹が天界の掟を破った
ことを知り、花嶽聖母を黒雲
洞に幽閉して、風・火・雨に
晒される苦しみを与え、永遠
に生まれ変わることができな
いようにする。この時、海
外の散仙である東方朔が天
意を知って沈香を弟子に取
り、百八変の神術と一竜二虎
九牛の力を授け、さらに開山
神斧を与え、下山して母親を
救うよう命じた。沈香は天界
に行って伯父の楊戩をなじり、
戦いを挑んで負けるが、楊戩
の言い分には従わなかった。
なすすべのない沉香に向かっ
て、東方朔は母親が幽閉され
ている場所を教える。そこで
沈香は開山神斧を持って華山
に行き、山を割って母親を助
け出した。
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曲の『宝蓮灯』に由来しており、またこの話は唐代の戴孚の

『広異記』に遡ることができる [3]。『沈香打洞』は多くのバー

ジョンがあるが、志航国民小学が用いたのは長義閣木偶戯団

の黄錦章の編になるもので、主な登場人物は天仙花嶽聖母・沈

香・二郎神楊戩・東方朔・孫悟空である。この劇のテーマは母

親の慈愛と子どもの孝行という徳目である。この学校の上演の

特徴は、伝統的な人形で物語を展開しながらも、かなり柔軟な

内容にしていることで、劇中では歌を一曲歌っている。最大の

創意工夫は、銅鑼・太鼓・梆子といった伝統的な楽器に西洋の

楽器を融合させた演奏で、これによって大きな効果を上げてい

る。

高雄市立港和国民小学の『鳳山県令曹公』（鳳山県令の曹公）

の内容は次の通りである――清朝道光年間に、鳳山県令に任命

された曹謹が海を渡って鳳山にやってくる。しかし鳳山では日

照り続きで田畑は荒廃し、飢饉が発生して、人々が苦しんでい

た。そこで職人に用水路を作らせ、澄清湖から水を引いて灌漑

を行うことを計画する。曹謹自らが工事の監督にあたるが、人

夫たちは黒竜母子の抵抗に遭う。そこで曹謹は廟からの提案を

もとに、儀礼を行って障碍を取り除き、用水路を完成させる。

開通式典には知府自ら参加し、曹謹に用水路をどう名付けるか

を聞いたが、曹謹が返事をするより前に、知府は「曹公圳」と

命名した。

新北市立三芝国民中学の『火焔山悟空借扇』（火焔山にて悟空

が扇を借りる）は、呉承恩の『西遊記』の第 59回から第 61回の、

三蔵法師一行が天竺に向かう途中に火焔山を通り過ぎる、よく

知られた話を上演したものである。劇中の創意工夫としては、

孫悟空・猪八戒・土地の神・鉄扇公主・牛魔王の会話で、「地

球暖化（地球温暖化）」・「瀆職罪（職権乱用罪）」・「頭好壮壮（魚

を食べると頭が良くなる）」・「BBQ［焼肉］（BBQ［焼肉］）」・「拝哥

（バイデンのアニキ）」といった現代的表現を使うことで、若い観
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客にも楽しめ、また解りやすくしていることである。上演を始

めて 17分半目のところで、牛魔王が急に法会に行く時間だと

言い、さらに悟空が「あ、牛のアニキが行っちまうので、芝居

はこれで終わりです、審査員の皆様、観客の皆様、申し訳あり

ませんが、本日はここまでです。西遊記のお話は、来年またこ

こから続きをやります。皆様どうぞごきげんよう、一家団欒で

ありますように」と言って終わり、面白い作りになっている。

新北市立崇林国民中学の『沈香劈山救母』（沈香山を劈
ひら

いて母

を救う）は、原作をベースにしながら、さらに物語の語り手で

道化役の加添伯を加え、この人物のナレーションで幕を開ける。

沈香の師匠の東方朔は霹靂大仙に変えているが、他の人物や物

語の内容はおおむね原作どおりである。最後は加添伯が子ども

たちに親孝行を薦めて終わり、「百善は孝を先となす（あらゆる

善行の中で親孝行が一番である）」がテーマになっている。

雲林県立西螺国民中学の『精忠報国岳飛伝』（精忠報国岳飛伝）

は、宋の岳飛が岳家軍を率い、楊家軍の後裔で九竜山に割拠す

る楊再興を帰順させる物語である。内容は次の通りである――

部将の牛皐が軽率な出兵を行って敗退したため、岳飛自ら出陣

することとなったが、楊再興の非凡な能力を見て喜び、日を改

めて一対一で勝負する約束をした。そして約束の日になったが、

岳雲が牛皐の薦めで楊再興を討とうと出陣してきたため、楊再

興は納得がいかず、兵を収めて山に帰ってしまった。岳飛は

怒って岳雲を斬ろうとしたが、諸将が許すよう説いたため、王

貴に命じて岳雲を捕らえ、謝罪させることとした。一方、楊再

興の母は大義を理解し、我が子に大宋に帰順するよう勧め、ま

た殺手鐧を岳飛に贈って、我が子が降参させられるようにした。

岳飛は大いに喜んで殺手鐧の練習に励み、ついに楊再興に勝っ

て大宋に帰順させた。――この劇は忠と孝とを両方とも全うさ

せるという内容で、立ち回りが見事な上に、台詞もはっきりし

ており、また人形の操作も良く、管楽器の場面と打楽器の場面
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をよくコントロールしていて、最後は「四空仔」の曲で締めく

くっている。

高雄市立中正高級工業職業学校の『烏魚拝媽祖』（烏
ボ ラ

魚が媽祖

に弟子入りする）の内容は次の通りである――修行によって妖怪

となった烏魚大王が、眷属を率いて高雄の旗後（旗津）を襲い、

百名の童男童女を海への生け贄にして、神通力を得る。2人の

漁師が黒水溝で暴風雨に遭うが、一条の赤い光に救われ、旗後

までたどり着く。村長が漁師たちを連れて媽祖廟に行ってお参

りをすると、千里眼と順風耳が願いを聞き入れ、童男童女に変

身して下界に降り、原因を探る。すると妖怪の子分が 2人を見

つけて、烏魚大王のもとに連れて行こうとするが、童女は妖怪

と勝負して、もし負けたら従うと言う。そして子分は勝負に負

け、大王のところに戻ってその旨報告すると、大王は怒って童

女たちのもとに行き、元の姿に戻った千里眼と順風耳と戦って

負かしてしまう。そこで媽祖は、千里眼に托塔天王李靖のとこ

ろに行って「天羅」と「地網」の法宝を借りてくるように言い、

また順風耳には媽祖の避水珠を持って行くように言って、烏

魚大王を誘い出して捕えさせた。すると烏魚大王は漁師たちが

烏魚を乱獲していることに腹を立てたのがそもそもの理由だと

言ったため、媽祖は烏魚大王に解決を約束した。ちょうど媽祖

廟会が開かれ、たいへんな賑わいを見せる中、人々は烏魚が媽

祖を拝んでいるのを見て驚く。すると空から媽祖が現れ、漁民

たちに烏魚を乱獲してはいけないと説いた。――この劇は（煌

びやかな光や音楽などを用いた）「金光偶」で上演され、生態系の

バランスと民間信仰の重要性を強調している。

（二）影絵人形劇部門の作品
番号 学校 演目 備考
1 嘉義県立大南国民小学『拍手戦士』
2 台北市立大理国民小学『你古早孩子都在耍啥』
3 新竹県立大肚国民小学『天穿神話』
4 台中市立益民国民小学『元元的発財夢』
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5 高雄市立竜肚国民中学『化蚕』
6 台南市立新興国民中学『西拉雅的夜空』

嘉義県立大南国民小学の『拍手戦士』（拍手戦士）は、漢人の

村人と原住民部落との間の和解の問題を描いている。内容は次

の通りである――村に阿建という知恵者がおり、普段は寡黙で、

いつも拍手をしていた。ある日、恐妻家の鉄雄が井戸に水を汲

みに行ったところ、うっかり井戸に落ちてしまったので、人々

は阿建に助けを求めた。阿建はすぐさま道具を出して井戸の上

に掛け、鉄雄を救い出した。数ヶ月後、日照りが続いて農作物

がすべて枯れてしまい、村を飢饉が襲った。阿建は拍手をしな

がら考え、隣の村の山中にイノシシが出るので、捕まえようと

皆に言った。すると瓜坊が現れたが、阿建が瓜坊を殺すのを阻

止しようとしたところ、親のイノシシがやって来て人々を襲い

始めたので、皆次々と逃げ出した。阿建は原住民に捕まってし

まうが、酋長が阿建に雨乞いをするよう言い、もし成功したら

娘の柔柔を嫁がせると約束した。そこで阿建が拍手をして雨乞

いをすると、空から雨が降ってきたので、阿建は妻を娶った。

台北市立大理国民小学の『你古早孩子都在耍啥』（あなたの以

前の子どもたちは何をして遊んでいたか）の内容は次の通りである

――小光がスマホゲームばかりするので、お母さんに没収され

てしまい、とても悲しんでいた。それを知ったお爺さんが、阿

宝と小光の兄弟に話を説いて聞かせる。強い光の後、お爺さん

と孫の 3人は、民国 40年代のテレビが無かった時代に飛んで

いた。当時の娯楽は、手遣い人形劇・歌仔戯・影絵人形劇な

ど、伝統演劇の野外上演だった。まず台湾語で手遣い人形劇と

歌仔戯を上演したあと、次に中国語で影絵人形劇『孫悟空鬧東

海』（孫悟空東海を鬧がす）の一段を上演し、最後はお爺さんが孫

にネットで台湾の影絵人形劇を見るように言って終わる。

新竹県立大肚国民小学の『天穿神話』（天を穿つ神話）は、客

家の文化である旧暦正月二十日の天穿節の由来を述べる。内容
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は次の通りである――お婆さんが麻
おもち

糬を作って孫たちに食べさ

せたあと、今日は男は田を耕さず、女は機織り仕事をせず、丸

一日休むと言う。なぜなら、盤古の天地開闢で天に開いた穴を、

女媧が五色石を使って塞いだ日だからだと言うが、孫たちは女

媧が誰だか知らないと言うので、それではその話を見ていこう、

ということになる。すると今度は中国語での上演に変わり、盤

古の天地開闢の話が語られた後、影絵人形劇で女媧が泥から動

物と人間の男女を作る場面が上演される。続いて、火神の祝融

と水神の共工が戦い、負けた水神が怒って天柱不周山を突いた

ため、天地が崩れて大洪水が起こり、黒竜が人間を食べ始める。

これを見た女媧は、すぐに神亀と一緒に黒竜を退治し、さらに

補天を行うため、火神・水神・神亀に命じて不周山まで五色石

を探しに行かせる。神亀は五色石を見つけるが、石柱を支えよ

うとして犠牲になり、人間界に生まれ変わる。――この劇の創

意工夫は幾つかある。第一に、前半の客家語による上演、特に

天穿神話の部分で、エスニック・グループの母語教育という

教育部の方針に応えると同時に、後半の中国語での上演によっ

て観客が劇全体の内容を理解できるようにしていることである。

第二に、この演目は中華民族の神話に基づいていて、また善悪

の分別という人として大事なあり方を描いており、正しい教育

観に依っていることである。

台中市立益民国民小学の『元元的発財夢』（元元がお金持ちに

なる夢）の内容は次の通りである――羊飼いの元元は、お金持

ちになることを夢見ていた。小百合が、それならお金持ちに

なったあとはどうするのかと尋ねると、元元は美しいお姫様と

結婚するのだと言う。さて、元元が羊の世話をしていると、不

思議なランプにつまづく。元元は 3回願い事を言ってみたが、

反応がないので、怒って捨ててしまう。すると火璃竜が現れ、

羊たちを売り飛ばせば次の一歩に進むことができると言う。そ

こで元元は羊たちを庄屋に売り、火璃竜を呼ぶと、現れた火璃
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竜が耳を 1つ差し出し、これでネズミたちの話を聞くように言

う。そこで聞いてみると、ネズミたちは王子がお姫様に鳥を 1

羽贈って求婚する話をしていた。元元は小百合を連れて琉璃鳥

を捕まえに行き、小百合がやめるように言ったのにもかかわら

ず、捕まえて王子に売りとばし、千金を手に入れる。しかし元

元は満足せず、火璃竜が今度は元元に眼を与える。元元は眼を

付けて小百合を連れお姫様に求婚に行く。お姫様は百合の花を

気に入ったが、仮面を被っている元元は正体がばれて、王宮か

ら追い出されてしまう。そこで元元は夢から醒め、苦労せずに

結果だけを手に入れようとしたことを後悔する。

高雄市立竜肚国民中学の『化蚕』（蚕への変身）の内容は次の

通りである――客家の子どもの王小雪・晏廷・阿穎は、お互い

幼なじみだった。小雪は小さい頃から小白という名前の白馬に

乗っていたが、大人になったある日、小雪の父親が商売に出た

きり戻ってこなくなったため、小雪は心配で病気になってし

まった。父親は家に帰る途中、山賊に襲われて荷物を奪われた

上に、人質として捕まってしまい、欲張りな山賊が身代金を要

求してきた。家族はお上に訴えたが、役人は山賊を恐れて捜査

をしようとしなかった。その時、小雪の母親が小雪の父親を助

けてくれた人に小雪を娶らせるという誓いを立てる。すると厩

が崩れて、中から小白が飛び出し、山に向かって行って父親を

救い出して、山賊を退治した。小雪は小白に餌を与えたが、小

白は食べようとしなかった。小雪の父親は人間と馬の結婚を認

めなかったばかりか、小白を射殺して皮を剥いだ。ある夜、狂

風が吹き荒れ、馬の皮が空に舞い上がり、小雪をぐるぐる巻き

にすると、山の奥へ飛んで行ってしまった。人々が探すと、小

雪は繭の中から出てきた。その後、人々は心を込めて機織りを

した。――この劇は、胸を打つストーリーであるとともに、比

較的珍しい、人と馬の恋の物語になっている。

台南市立新興国民中学の『西拉雅的夜空』（西
シ ラ ヤ

拉雅の夜空）は、
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オランダ人が安平を攻めた時に、西
シ ラ ヤ

拉雅族が勇敢に抵抗した史

実に基づいている。内容は次の通りである――物語は、烏山頭

で人々が漁業と狩猟の生活を謳歌する場面から始まる。長老が

広場で、3日後に夜祭りを開催するが、その前に成人の儀式を

執り行うので、山で狩りをするように、と言う。瓦
ワ ジ

吉は涙
レイ ワ

娃

と恋人同士で、布
ブル ン

倫と争って勝利を収めて第一の勇士となっ

た。公廨で女性シャーマンが一族とともに阿立祖に招福と駆邪

を祈ったところ、阿立祖は 12月に災いが来るだろうと預言す

る。烏山頭では涙娃と万
ワンメイ

妹が流れ星を見て、涙娃が願い事を唱

える。瓦吉もやって来て加わるが、村に火の玉が落ちるのを目

撃する。長老は、オランダ人が道場に火を放った、皆は財産を

供出し、女を 1人、人身御供に差し出す必要があると言う。瓦

吉は若者たちを率いて戦いに出るが戦死し、涙娃は自分からオ

ランダ人への人身御供になることを申し出る。オランダ人は涙

娃を美しいと言って、船に押し込み、涙娃は故郷を遠く離れて

いった。――この劇は、阿立祖崇拜・成人の儀式・公廨の夜祭

り・女性シャーマンなど、台湾の西拉雅族の文化的特色を備え

ている。

（三）、糸操り人形劇部門の作品
番号 学校 演目 備考
1 高雄市立三埤国民小学 『呂洞賓揣頭脚師仔』
2 高雄市立梓官国民小学 『卓大人伝奇』
3 澎湖縣立七美国民小学 『七美、七美』
4 高雄市立阿蓮国民中学 『一差二錯三巧福』

高雄市立三埤国民小学の『呂洞賓揣頭脚師仔』（呂洞賓が一番

弟子を探す）は、八仙の一人の呂洞賓が蓬萊島にやって来て弟

子を取る話を描いている。内容は次の通りである――物語は、

漢鍾離と呂洞賓が将棋を打っている場面から始まる。呂洞賓

は心を乱して、将棋に負けてしまう。呂洞賓が弟子を取ること

を望んでいるのをを知った漢鍾離は、蓬萊島に行くことを勧め

る。そこで呂洞賓は占い師に身をやつし、艋舺から左営城外ま
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でやって来る。道端で休んでいると、2人の強盗に荷物を奪わ

れそうになるが。林阿義に助けられる。呂洞賓は、市場で林阿

義が魚を買っているのに出くわし、隠れて見ていると、人々が

口々にかれの親孝行を褒めるのが聞こえた。林阿義は家に帰っ

て魚を料理し、母親に食べさせるが、重病の母親は食べるのを

拒み、息子は仙人と縁があると言って亡くなる。呂洞賓は餅売

りの男に扮装し、一片は一分の値段だが、二片、三片は無料だ

と言ったところ、人々は争って三片を求めたが、林阿義だけは

お金を払って一片を買った。すると欲張った人々はみなお腹を

壊したが、林阿義は修行のため呂洞賓と一緒に天界に昇って

いった。――この劇の創意工夫は、師匠が良い弟子を見つける

というプロットの中に、有毒な成長促進剤を食べたブタの肉の

流通という時事問題を折り込み、演劇の批判的精神を体現して

いることである。

高雄市立梓官国民小学の『卓大人伝奇』（卓大人伝奇）は、高

雄市梓官区城堭廟の初代城堭爺である卓肇昌の物語である。卓

肇昌は旧城の出身で、小さい時に牛の面倒の手伝いでいつも悶

着を起こし、そのせいで王船で Covid-19の疫病を祓う際の担

ぎ手が足りなくなったこともあった。困った土地公と温王爺は、

卓肇昌は文曲星の生まれ変わりなので、きちんと育てて欲しい、

と卓肇昌の母親に申し入れた。成人後、卓肇昌は挙人となり、

都に上って科挙を受けようとするが、横柄な口をきいて悪鬼を

怒らせたため、行けなくなってしまった。後に仙人の導きで善

を行い、郷里に福をもたらし、亡くなった後は城堭爺として祀

られた。――この劇の創意工夫は、地方の道教信仰を発揚しつ

つ、王船送りの習俗にコロナウイルスの時事問題を盛り込んだ

ことで、その上に中華文化の城堭信仰や、人々の団結精神を説

いた内容は、賞讃に値するものと言えよう。

澎湖県立七美国民小学の『七美、七美』（七美、七美）は、明

の嘉靖年間に倭寇が大嶼島に侵入した際、島の 7人の美女が井
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戸に身を投げて死んだ話を描いてい

る。内容は次の通りである――幼なじ

みの蔡欽と昭君は成人後に夫婦となっ

た。ある夜、倭寇が襲来して島民を殺

害し、昭君や思君など 7人の美女が貞

節を守るため井戸に身を投げて死んだ。

程なくして井戸から七本の木が生えて

きて、良い香りがする白い花を咲かせ

た。1949年に第 4代県長となった劉

燕夫の命で塚が立てられ、また 7人の美女の貞婦を記念して大

嶼郷を七尾郷と改名した。

高雄市立阿蓮国民中学の『一差二錯三巧福』（一に遣い、二に

間違い、三に福来たる）は、数百年前の疫病の被害を描いている。

内容は次の通りである――たくさんの難民が大陸の西南山中の

山賊寮村に避難した。そこは土地が肥沃で、収穫も豊かであっ

た。大富豪の馮某が薬屋を開き、大きな利益を上げていた。難

民の阿浪はお腹を空かせた老母を背負って馮某のもとへ行っ

たが、追い払われてしまう。しかし通りかかった馬家麵館で女

店主に無料で施しをされる。阿浪の母親はようやくお腹いっぱ

い食べることができたが、倒れてしまう。阿浪は馮某の薬屋へ

行って薬を買おうとしたが、途中の山道で海霸と王波という 2

人の賊が虎に扮して金総管を襲っているのに出くわす。阿浪

は金某を助けるが、実は 2人の賊は、虎に扮して金某から薬を

取り上げようとしていたのだった。金某はその隙に逃げ出すが、

3人は義兄弟となる。王波は馬家麵館に忍び込んで煮込み卵を

盗み出すが、阿浪がこれは薬膳ではないと言い、3人で一緒に

麵館に行って詫びを入れる。3人は麵館の菊姐に感化され、こ

れから善行に励むことを決意する。

図 1　澎湖七美国民小学の『七美、七美』
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三、近代的人形劇部門

（一）、手遣い人形劇部門の作品
番号 学校 演目 備考
1 桃園市立文山国民小学 『白脚黒猫夢想有一個家』
2 新竹市立三民国民中学 『「消」「逝」』

3 屏東県私立南栄国民中
学 『媽祖伝』

4 新北市立新北高級中学 『真愛人間』

桃園市立文山国民小学の『白脚黒猫夢想有一個家』（白い脚の

黒猫が家に住むことを夢みる）は、白い脚の黒猫の Luckyが大きく

なるまでの数奇な運命を描いている。内容は次の通りである―

―Luckyが産まれた時、母猫は難産のために亡くなってしまっ

た。白い脚の黒猫だったため、お祖母さんは孫の阿明に飼う

ことを許さなかった。しかし土地公廟の鼠たちが食べ物をく

れたので、Luckyは生き延びることができ、鼠たちとも友だち

になった。Luckyは岸辺で鼠たちが魚釣りをしているのを見て、

自分もやってみようと思ったところ、足を滑らせて海に落ちて

しまうが、幸いにも人魚姫に助けられる。次に密漁漁船の網に

かかってしまうが、鼠たちに救い出される。台風の夜、漁船

の海賊たちは遭難してしまうが、Luckyは鼠たちと一緒に船長

を助け出し、また阿明はお父さんと再会し、Luckyを飼うこと

を許される。――この劇の創意工夫は人間・猫・鼠の三角関係

の再構築にある。動物愛護を主軸に、迷信打破にまで話を広げ、

善悪をはっきりさせたテーマは、深い教育的意義を有している。

新竹市立三民国民中学の『「消」「逝」』（「消」「逝」）は、中学

校で頻繁に起こっているいじめの問題を扱っている。内容は次

の通りである――あるクラスの不良生徒が女性の担任教員に逆

らい、下品な言葉で侮辱した。担任教員は林級長に、クラスの

秩序をきちんと管理するよう言ったが、うまく行かなかった。

次に公民の女性教員の授業でも、同じように不良生徒が侮辱

したため、林級長に不良学生の学務課での処分を依頼した。夜、
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不良生徒は林級長を屋上まで連れ出して暴行を加え、追い込ま

れた林級長は飛び降り自殺をする。林級長の母親は、我が子が

死んだのを知ってひどく心を痛め、いじめ反対運動を展開し、

学校と保護者たちの事なかれ主義を批判する。――この劇の創

意工夫は、教育制度が生徒間のいじめの問題を解決できないこ

とを批判するところにあり、またスクリーンに投影された凶暴

で残虐な場面は、見る者の胸に強く突き刺さる。

新北市立新北高級中学の『真愛人間』（愛する世間）の内容は

次の通りである――小真と小胖はクラスメートだった。小真

は絵の才能があったが、お父さんが失業し、お母さんも病気に

なったため、小真はお母さんにご飯の作り方を習った。程な

くしてお母さんが亡くなると、小真は家に帰って晩ご飯を作る。

お父さんが仕事を終えて帰宅すると、晩ご飯ができていること

に驚く。母の日の朝、小真はお母さんが好きだった紫の薔薇を

花屋に買いに行った。店主は小胖のお母さんで、息子のクラス

メートだと知っていたため、小真にタダであげようとしたが、

小真のお父さんがやって来て花の代金を払い、小真を墓まで連

れて行って、亡き妻を偲んだ。小真はお母さんを思い、大声で

泣いた。親を慕う娘の気持ちに、天地も一緒に悲しんだ。

屏東県私立南栄国民中学の『媽祖伝』（媽祖伝）は、林黙娘の

出生から媽祖になるまでを描いている。

林黙娘は小さい頃から頭が良く、お兄

さんは勉強が苦手だったが、彼女は七

歳の時に弁当を届ける傍ら、先生が論

語を読むのを聞いて暗唱してしまっ

た。程なくして玄天道長が林黙娘に会

い、道縁があることを知って、彼女に

密法を授け、学ぶように言った。お母

さんが林黙娘に布を被せると眠ったが、

夢の中で林黙娘の魂は海まで飛んでい

図 2　新北市立新北高級中学の『真愛人間』
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き、船で魚を捕っているお父さんと 2人のお兄さんが 2匹の妖

怪に襲われているのを見た。なんとか上の兄を救い出したとこ

ろで目が覚め、2匹の妖怪と話し合おうと決心する。話し合い

は腕比べに発展し、2匹の妖怪は降参して配下となり、千里眼

と順風耳になった。かれらは林黙娘の父親が遠く離れた小島で

無事にいることを、法力によって知る。――この劇の創意工夫

は、楽隊が演奏する様々な楽曲をそれぞれの場面と組み合わせ

ることで、良い効果を上げていることである。

（二）影絵人形劇部門の作品

影絵人形劇部門の入賞作とその内容は次の通りである。
番号 学校 演目 備考
1 花蓮県立水璉国民小学 『艶火春泥』
2 花蓮県立靜浦国民小学 『海泣』
3 台中市立信義国民小学 『小魔球』
4 新竹県立宝山国民小学 『解救。大冒険 !!』
5 南投県立爽文国民小学 『狼来了』
6 桃園市立芭里国民小学 『森林裡的糖果屋』
7 台南市立海佃国民中学 『異情』
8 台中市立清泉国民中学 『第三個願望』
9 宜蘭県立文化国民中学 『黒髮』
10 彰化県立秀水国民中学 『等不及成為獅子王』

11 高雄市私立中山高級工
商職業学校 『蛻変』

花蓮県立水璉国民小学の『艶火春泥』（艶火春泥）は、清の総

兵である呉光亮が原住民の薩
サ キ ザ ヤ

奇莱雅族と葛
ク バ ラ ン

瑪蘭族を虐殺した

「タコボワン事件」（Takubuwa a kawaw）と、薩奇莱雅族の「火神

祭」の由来を述べている。全劇は 11幕に分かれている。内容

は次の通りである――最初に長老が登場し、上演が始まる。薩

奇莱雅族の頭目のコモド・パリク（Komod Pazik）とイセプ・カ

ナサウ（Icep Kanasaw）が結婚する。清の総兵が軍を率いて薩奇

莱雅族を火攻めにしてきたので、頭目と妻は一族を遠くに避難

させ、自分たちは残って清と戦う。夫婦は清の総兵に処刑され

るが、長老が最後に、薩奇莱雅は艶火の中から甦る春泥である、

と言って終わる。――この劇の創意工夫は、大スクリーンでフ
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ルカラーの叙事詩を上演し、また上演

者が紙の人形の頭を被って清軍や原住

民を演じるところにあり、また中国語

で上演することで観客に話を理解させ

ており、火の光の効果も良くできてい

る。

花蓮県立静浦国民小学の『海泣』

（海泣）は、阿
ア ミ

美族と海岸の清掃の話で

ある。内容は次の通りである――海洋

汚染のせいで海竜太子が病気になった

ため、海竜王は怒って人類に復讐することを決意する。小学校

の先生が生徒たちを海岸に連れて行って一緒に清掃を行うが、

馬耀は掃除が嫌いで、拾ったゴミをばら撒く。すると阿美族の

海神にぶつけてしまい、蟹将に捕らえられる。馬耀が失踪して

3日目、女性シャーマンが馬耀の家で占いを行い、海を指さす。

一方、海竜王は馬耀を尋問し、傷ついた鯨やオットセイを証人

として連れてくる。馬耀が処刑されそうになった時、海神が法

力で馬耀を逃がすが、実はすべて海神と海竜王が仕組んだ芝居

だった。馬耀は環境保護の大切さをようやく理解する。――こ

の劇の創意工夫は、頭に被る様々な人物や海洋生物の着ぐるみ

を非常に精巧に作っており、また環境保護のテーマも強く打ち

出していることである。

台中市立信義国民小学の『小魔球』（小魔球）は、小魔球が

人々の願いを叶える話である。内容は次の通りである――小魔

球が小智に願い事はないかと言うと、小智は拒んで逃げた。小

魔球が次に里長に会うと、オフィスと住居が狭く、住民に満

足なサービスができないので、大きな屋敷が欲しい、と言っ

た。そこで大きな屋敷を用意すると、里長は喜んだが、住んで

みると広すぎて、オフィスや食堂、トイレに行くのに迷ってし

まい、怒って屋敷を放棄した。小魔球が次に会った美鳳は、グ

図 3　花蓮県立水璉小学の『艶火春泥』
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ルメが大好きで、食べきれないほどの美食を所望した。ところ

が美鳳は、腹いっぱい食べすぎ、もう食べたくない、と言った。

続いて小魔球は、配達員の阿宝に会った。阿宝は自転車で食べ

物を届けていたが、車があればもっと早くお客さんに食べ物を

届けられるのに、と言った。小魔球がフェラーリをプレゼント

すると、阿宝は届け先の場所を通り過ぎてしまい、車を放棄し

た。小智が子どもたちを連れてくると、里長は大きな屋敷に子

どもたちを住まわせ、美鳳は子どもたちに美食を食べさせ、阿

宝は車でたくさんのワクチンを取ってきたので、皆は満足した。

――この劇の創意工夫は、3つのスクリーンを運用し、順調な

場面転換を行っていることである。一致団結して疫病と戦うこ

とや、大事に物を使うこと、物資を節約することなどがテーマ

として強調されている。上演の特色としてラップを使っている

ことが挙げられ、例えば小魔球の台詞に次のようなものがある。

「今日のお前はとても lucky、luckyにも会ったのが me、それと

は違うよ google meet、お前にあげるさ what you need。（今天你很

lucky，lucky遇到 me，不是 google meet，賜給你 what you need。）」

新竹県立宝山国民小学の『解救。大冒険 !!』（助けよう。大冒

険 !!）は、2044年に北極の氷が溶け、蚊によってウイルスが全

世界に拡散したため、科学者たちが薬を探しに行く話である。

内容は次の通りである――小孔明は人類が疫病で大きな被害に

遭うことを予測する。果たして人々は疫病に罹り始め、流言飛

語が飛び交う。非政府組織（NGO）が、科学者や様々な分野の

人材を集め、夜明珠という薬を探すキャラバンを組織する。か

れらはギザのピラミッドでお札を見つけ、また南米のジャング

ルで麻酔剤を作る薬草を見つける。そしてマリアナ海溝で夜明

珠を発見し、疫病の問題を解決する。――この劇の創意工夫は、

大型スクリーンを物語の上演に用い、上演者が頭にかぶり物を

被って出演している点である。広い構図の中で、人形の造形は

細やかで、かつ多様である。人類による大地と海洋の汚染に対



 

[4]  （訳者注）「異情 yìqíng」（異なる
思い）は、中国語で同音とな
る「疫情 yìqíng」（コロナ禍）
と掛けた表現である。
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する批判というテーマは、観客に反省を促すに足る内容となっ

ている。

南投県立爽文国民小学の『狼来了』（狼が来た）は、狼と 3匹

の子豚の話である。内容は次の通りである――冒頭の場面では、

3匹の子豚を襲った罪で狼が牢屋に入れられている。そして場

面は変わり、放課後、クラスメートたちが狼に、一緒に図書館

に行ってゲームをしよう、と言う。しかし狼は、翌日がお祖母

さんの誕生日なので、家に帰ってケーキを作る、と言って断る。

狼は一生懸命ケーキを作り始めるが、砂糖が見あたらなかった。

そこで長男の子豚に砂糖を借りに行ったが、長男の子豚はエビ

の胡椒炒めを作っていたため、狼はアレルギーを発症し何度も

くしゃみをして、長男の子豚の草の家を吹き飛ばしてしまった。

次に狼は次男の子豚のところに砂糖を借りに行ったが、木屑に

反応してまたもくしゃみをしてしまい、木の家を吹き飛ばして

しまった。三男の子豚はレンガの家の中にいて、警察に通報し

たため、狼は逮捕された。テレビのニュースはこの事件につい

て、狼が殺人犯だとデタラメを報じたが、警察の入念な調査の

結果、狼は自由の身となり、また砂糖 1袋をプレゼントされた。

狼はケーキを作るという願いを叶えた。――この劇の創意工夫

は、フェイクニュースを伝える台湾のメディアを批判している

ところにあり、十分な教育的意義がある。照明と音楽も、良い

効果を上げている。

台南市海佃国民中学の『異情』（異情 [4]）は、コロナウィルス

（Covid-19）の話である。内容は次の通りである――気象観測家

が流星の落下を観測し、災難がやってくることを予測する。咳

や発熱の症状が出てから診察するという現代医療の対処療法と、

昔の医者の治療方法が対照され、現代と昔の疫病の状況が交互

に展開する。昔の場面では、お上が城内を封鎖し、城外に木造

の小屋を建てて感染者を収容する様子が描かれ、現代の場面

では、医療スタッフが防護服を着て Covid-19の患者の治療に



[5]  （訳者注）「愛拚才会贏」（努力
すればきっと勝てる）は、陳百
潭の作詞・作曲、葉啓田の歌
で、1988年に発表され大ヒッ
トした台湾語曲で、カラオケ
などでもよく歌われる。
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あたり、スタッフの努力でウイルスを撃退する様子が展開され

る。――この劇の特徴は、フロアに接する大スクリーンを設置

し、演技する学生たちに後ろから光を当てて上演を行うと同時

に、人形劇も自然に挿入していることである。ウイルスとの戦

いについて、昔の場面は大陸で実施された都市封鎖政策を象徴

している。冒頭では、「ペストと戦う唯一の方法は、誠実さと

いうことです」という、フランスの実存主義作家であるカミュ

の『ペスト』の名言が引用されている。

台中市立清泉国民中学の『第三個願望』（3つ目の願い）は、

独居老人が老年層のコミュニティへ段々と前向きに溶け込んで

いく様を描いた話である。内容は次の通りである――阿勇は、

蜘蛛の巣が張った古い家に独りで住み、リクライニングチェ

アに座ってテレビを見ていた。しかしテレビの受信状態が悪化

し、映らなくなってしまった。そこに阿文が訪ねてきて、理事

長主催の大根抜きの活動への参加を約束させられる。そこで阿

勇が畑に行くと、何人もの老人たちが大根を抜いていたが、阿

勇はそれを見て何も言わず家に帰ってしまった。数日後、阿勇

はカラオケに誘われるが、人々が「愛拚才会贏」[5]を歌って

いるのを見て、一緒に歌うかどうか考えた末に、結局家に帰っ

てしまった。帰宅後テレビをつけたが、やはり受信状態が悪く、

テレビを叩いたところ、よろめいて倒れ、頭を打ってしまった。

ちょうどそこに理事長が訪ねてきて、急いで救急車を呼んで病

院に担ぎ込んだ。病院側は阿勇が貧血で倒れただけだと言い、

数日で退院となった。家に帰るとたくさんの人々が祝いに来て

くれ、何か願いはないかと言われたので、阿勇は 2つ目の願い

として、台湾のコロナ禍が早く終わって欲しい、と言った。続

いて清泉国民中学の先生と生徒が老人をインタビューする画面

が映り、最後に阿勇が独り暮らしの阿美おばさんを訪ねる場面

になって、善行の循環が起きていることが示される。――この

劇の創意工夫は、教員と生徒が実際に学校の外に行き、老人た



 [6]  （訳者注） 『孟子』巻第一・梁
恵王章句上に見える言葉。
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図 4　台南市海佃国民中学の『異情』

ちの生活に関心を持ち、重要な部分は

劇の中に織り込むことで、大きな効果

を上げている点である。内容は、「吾

が老を老として以て人の老に及ぼす

（自分の家の年長者を敬い、それを他人の家

の年長者にまで広げる）」[6]という古訓を

体現している。また左・右・中央の 3

つのスクリーンを弾力的に用いること

で、同時にいくつもの美しい画面を展

開している。

宜蘭県立文化国民中学の『黒髪』（黒髪）は、かかしが本当の

愛を探し求める話である。内容は次の通りである――黒髪のか

かしが母親の魔法で口がきけるようになり、美少女の姿に変身

して自分でものも考えるようになる。しかし本当の女性にな

るにはアウディのキスが必要だった。黒髪はアウディの父親

のクチンを探しあて、かれは吝嗇な成り上がりの社長だった

が、黒髪が尋ねてきた理由を知り、黙って許す。アウディは失

恋して海辺でヤケ酒を飲み、海に飛び込んで自殺しようとして

いたところを、黒髪に止められる。黒髪はアウディに、ガール

フレンドのファファを一緒に探しに行ってあげると言い、ファ

ファの住んでいるところを突き止める

が、ファファには別に恋人ができてお

り、黄色いリボンを窓の外に掛けると

いう約束を果たしていなかった。黒髪

はアウディにここを立ち去ろうと言う。

黒髪は家に帰った後、ブレスレットを

母親に返したが、母親は彼女に黄色い

リボンを与え、黒髪の願いが叶ったこ

とを祝った。――この劇の創意工夫

は、青少年が直面する問題を助け合い

図 5　宜蘭県立文化国民中学の『黒髪』
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で解決していくというテーマが示されていること、頭にかぶり

物を被って上演を行ったり、ブルーライトの投射を基本としな

がら黄色いリボンや赤い炎など様々な色を用いてアクセントを

付けていることである。そのため、上演全体が見て楽しいもの

になっている。

彰化県立秀水国民中学の『等不及成為獅子王』（ライオンキン

グになるのを待てなくて）は、好奇心旺盛なライオンの子どもが

サーカスに入れられてしまうが、最後には自由の身になる、と

いう話である。内容は次の通りである――ライオンキングがラ

イオンの子どもと大草原を歩いていると、サーカスのスタッフ

募集の紙が飛んできた。ライオンの子どもが独りで上演を見に

行き、人さらいのキツネに騙されて団長に売り飛ばされる。団

長は動物虐待の常習犯だったため、ライオンの子どもは動物

たちを集め、車でアフリカの大草原に逃げるが、悪い団長たち

に囲まれてしまう。そこにライオンキングが百獣を率いて現れ、

サーカスの動物たちを助け出す。

（三）、総合人形劇部門の作品

総合人形劇部門の入賞作とその内容は次の通りである。
番号 学校 演目 備考
1 高雄市立竹囲国民小学 『仙魔聖戦』
2 嘉義県立大郷国民小学 『尚好的安排』
3 彰化県立潭墘国民小学 『狂想曲』
4 宜蘭県立礁渓国民小学 『渓奇！二竜伝説』
5 新北市立豊年国民小学 『黒色竜宮』

6 桃園市立長庚国民小学 『超級智慧王――人生不卡関』
7 屏東県立南栄国民中学 『火鳥』
8 台北市立桃源国民中学 『黒狗兄回来囉』
9 台南市立後壁国民中学 『飛越・夢的国度』

10 新北市私立樹人高級家
事商業職業学校

『Oh my God! 我的衣櫃有怪
獣』

11 桃園市私立至善高級中
学 『神霊虹橋』

桃園市立長庚国民小学の『超級智慧王――人生不卡関』（ク

イズ王ゲーム――人生にクリアできないステージはない）は、3人の小



[7] （訳者注）著名な台湾語歌謡で、
幾つかのバージョンが存在す
るが、中でも作中で挙げられ
ている編曲・許石、作詞・呂
訴上のものが代表的である。

[8] （訳者注）「山頂黑狗兄」は、
1930年にレスリー・サロニー
（Leslie Sarony）がヨーデルを
アレンジして作った『The 

Alpine Milkman』が、日本で
『山の人気者』のタイトル
でカバーされ、1934年に中
野忠晴とリズムボーイズの
レコードがヒットしたもの
を、さらに洪一峰が 1957年
に台湾語でカバーした曲であ
る。台湾ではよく知られた歌
となっている。
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学生が誤ってクイズ王ゲームの世界に入ってしまい、3ステー

ジをクリアしてようやく現実世界に戻る、という話である。内

容は次の通りである――ステージ 1はクラシック音楽で、出題

者のリサが音楽を流すと、小張がすぐにベートーベンの「運

命」だと答えてクリアする。次に 2曲目が流れ、小張は許石が

編曲し、呂訴上が作詞した「草蜢仔弄鶏公」（バッタが雄鶏をか

らかう）[7]だと答えてクリアし、鍵を手に入れて次のステージ

に進む。ステージ 2は国語で、3人はステージをクリアできな

いガリ勉に遭遇する。出題者の語堂が「花と鳥」の図を示すと、

ガリ勉はデタラメを答えるが、辰辰は孟浩然の「春暁」だと答

えてクリアする。次に語堂が五言詩の最初の 2句を言うと、ガ

リ勉はまたもデタラメを答えてふざけるが、幸いにも辰辰が

李白の「夜思」だと答え、2本目の鍵を手に入れて次のステー

ジに進む。ステージ 3は数学で、クリアしたのにもかかわらず、

ストーリーが反転し、ガリ勉が魔法使いとなり、3人に危害を

加えてきた。そこにクイズ王連盟の守護神であるドラが現れて、

ガリ勉を倒し、魔法使いの村に戻るよう言う。3人はようやく

現実世界に帰ってくる。――この劇の創意工夫は、場所や場面

に必要な絵を背景として投影し、上演者もみな特徴的な人物の

扮装をすることで、総合人形劇としていることである。音楽も

よくマッチしており、場面の雰囲気の効果を上げている。また

音楽・唐詩・数学の出題も教育的意義を現している。

台北市立桃源国民中学の『黒狗兄回来囉』（黒犬のアニキが

帰ってきたぞ）は、ある野良犬の悲哀を描いている。内容は次の

通りである――黒犬のアニキは、「山頂的黒狗兄」（山の上の黒犬

のアニキ）[8]を歌いながら、純台湾産の犬こそが最も健康で美

しいと自負していた。ご主人様に抱えられて家に帰ると、プー

ドル・マルチーズ・ダックスフント・ハスキーが黒犬のアニキ

をバカにし、またお互いケンカしていた。ある時、犬のモデル

が選ばれることになり、管理員がドッグレースを企画した。犬
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たちは自分が選ばれようと闘志を燃やす。レースが始まると、

管理員は参加者を 1匹ずつ紹介していくが、次々と負けていき、

最後には犬たちを全員安楽死させるほかなくなる。ラストシー

ンでは、犬たちが 1匹ずつ断末魔の叫びを上げる。――この劇

の創意工夫は、様々な犬の人形を作って操作し、また上演者が

色々な犬のかぶり物を被って演技する様が、いずれも生き生き

としていて、真に迫っている上に、歌や踊りを組み合わせ、リ

ズミカルではっきりとしたテンポになっていることである。最

も心を打つのはもちろん、ペットは大事にしようと、観客が反

省を促される部分である。

屏東県立南栄国民中学の『火鳥』（火の鳥）は、イワン王子が

大魔王と戦い、美月姫を助ける話である。内容は次の通りで

ある――ハンターに捕らえられた火の鳥を王子が助けたとこ

ろ、火の鳥は王子に 3枚の羽根を与え、困った時にはいつでも

助けに来ると告げる。大魔王が姫を誘拐し、林檎の木の上に縛

り付けるが、王子が側近とともに姫を救出する。姫は捕まった

経緯を話し、一緒に逃げる計画を立てるが、王子たちは大魔王

と戦って負けてしまう。そこで王子が 1枚目の羽根を取り出し

て助けを求めると、火の鳥がやってきて、王子を逃がす。大魔

王は千年の烏の妖怪で、王座の下に隠されている卵を壊さない

と勝つことができないため、王子は王宮に忍び込んで卵を見つ

け、2枚目の羽根を取り出して火の鳥に壊させた。烏は逃げ出

したが、火の鳥は力が尽きてその場に倒れた。王子は 3枚目の

羽根を取り出して火の鳥を救い、王子と姫は幸せな日々を送っ

た。――この劇の創意工夫は、善は悪に勝つという明確なテー

マのもと、中国と西洋の大衆的な音楽を伴奏に用い、上演者の

台詞が明瞭で、人形操作もスムーズであり、照明の切替も適切

であることである。

台南市立後壁国民中学の『飛越・夢的国度』（飛べ・夢の国境）

は、タイムスリップの設定を用いて現代の中学校のいじめの問
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題を描いている。内容は次の通りである――物語は、宋と金が

対峙して岳飛の軍勢が勝利を収め、失われた国土の多くを回復

した、というナレーションから始まる。しかし宋の高宗は奸計

を盲信し、十二道の金牌で岳飛を呼び戻す。岳飛は仕方なく 2

人の将とともに大軍を率いて南に引き返すが、途中で暴風雨に

遭い、現代の台湾にタイムスリップする。そこではちょうど 2

人の男子生徒が、告げ口をした女子生徒の娜娜を責め立て、痛

い目に遭わせようとしていた。男子生徒は時代劇の撮影だと思

い込み、自分も参加しようとする。岳飛たち 3人が女子生徒を

助け出すと、友だちの阿虎もやって来る。岳飛が自分の正体を

明かすと、娜娜は岳飛に決して南へ戻ってはいけない、良くな

いことが起きると言う。そこに主任教員の偉哥が現れ、生徒多

立ちを学校に連れて行って処罰を与えようとしたので、岳飛は

偉哥を小突いて追い払う。岳飛は生徒たちを学校まで送ってい

くと、2人の将とともに急いで時空の道に戻り、自分自身の未

来に立ち向かっていく。――この劇の創意工夫は、糸操り人形

と手遣い人形の上演を行い、山場が何度もあること、歴史上の

人物は自分の運命を変えることができないが、現代の人間は学

習によって良い方向に変え、問題を解決し、いじめをやめさせ

ることができるという、明確なテーマを示していることである。

新北市私立樹人高級家事商業職業学校の『Oh my God! 我的

衣櫃有怪獣』（Oh my God! 私のタンスに怪獣がいる）は、家庭内性加

害の問題を扱っている。内容は次の通りである――ある男がベ

トナム人女性と結婚し、娘が生まれ、家族睦まじく暮らしてい

た。しばらくしてベトナム人女性の前夫が、息子が病気だと

言って金銭を要求してきた。男はお金を渡さなかったので、ベ

トナム人女性はアルバイトでその分のお金を稼いだ。娘はそん

な母親に不満で、父親と親しくなっていったが、そんな娘に何

と父親は性加害を働いた。そんな中、母親が天使の格好をして

放課後に娘を迎えに行き、2人の距離が縮まって和解し、お互



[9] （訳者注）シリクは 泰
タイヤル

雅語で
メジロチメドリのこと。 泰

タイヤル

雅族はこの鳥を使って鳥占い
を行う。
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い助け合うようになった。――この劇の創意工夫は、投影・手

遣い人形・上演者の 3者を組み合わせて、家庭内性加害の事件

を描いていることで、緊張感のあるリズム・照明・音響の組み

合わせも適切で、上演者の手脚の動きや人形の操作も優れてい

る。

桃園市私立至善高級中学の『神霊虹橋』（神の虹の橋）は、

泰
タイヤル

雅族の原住民文化の伝承を題材にしている。内容は次の通り

である――お爺さんとお婆さんが自分たちの孫に、ここは泰
タイヤル

雅

族の土地であり、男の子は狩りを、女の子は機織りをできるよ

うになって、始めて大人の仲間入りをするのだ、と話す。そこ

でまず、女の子たちに機織りを学ばせた後、お爺さんが孫の男

の子を連れて山に狩りに行き、孫が良い狩人になるよう祖先の

霊に祈りを捧げる。そしてシリク鳥で占いし [9]、狩りの吉凶

を聞いたところ、吉が出たので、孫は狩りに赴き、イノシシ

を捕らえ棒にぶら下げて帰ってくる。次は女の子の顔の刺青

で、お祖母さんがシリク鳥で占いをすると、やはり吉が出たの

で、女の子は勇敢にも刺青師の針に耐え、大人の女性として認

められる。日本軍が台湾を侵略して来たので、孫の男の子は一

族を山の奥深くに避難させた後、腕の立つ若者たちを率いて勇

敢に戦い、壮烈な最期を遂げる。孫の男の子は祖先の霊が集う

虹の橋の先に行こうとしたが、両手に

血が着いているが、顔に刺青がないと

言って、蟹の精によって川に落とされ、

ワニの餌にされそうになるが、忍びな

く思った祖先の霊に助けられる。時は

移り、台湾では高速鉄道が通り、携帯

電話が普及する中、孫の男の子は虹の

橋の先で女の子を迎える。――この劇

の創意工夫は、紙の箱で造ったイノシ

シ・日本軍・シリク鳥などの頭部を上

 図 6　桃園市私立至善高級中学の『神霊虹橋』
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演者が被り、明瞭な台詞に泰
タイヤル

雅族の歌や踊りを組み合わせ、優

れた効果を上げていることである。

四、舞台演劇部門の作品

舞台演劇部門の入賞作とその内容は次の通りである。
番号 学校 演目 備考
1 新竹市立茄苳国民小学 『老樹之歌』
2 宜蘭県立竜潭国民小学 『我是猫也』
3 新竹県立宝山国民小学 『童話冒険』
4 台中市立葫蘆墩国民小学 『Time's Up』

5 台北市立静心高級中学附
設国民小学 『神奇玩具屋』

6 新北市立江翠国民中学 『完全特優手冊』
7 宜蘭県立呉沙国民中学 『冬之慶牛生（歌仔戯）』

8 台中私立磊川華徳福実験
教育学校附設国民中学 『真相・相』

9 新竹市立育賢国民中学 『当梁祝遇上茱羅記』
10 台中市立黎明国民中学 『京城謝少』
11 宜蘭県立復興国民中学 『如何折好一架紙飛機』
12 桃園市立南崁国民中学 『教室裡的范特西 Fantasy』
13 台北市私立華岡芸術学校 『Baby Shock』
14 高雄市私立中華芸術学校 『明路』

15 台東市国立台東高級商業
職業学校 『Nia'a'izang 長・程』

16 新北市私立荘敬高級工業
家事職業学校 『探母』

新竹市立茄苳国民小学の『老樹之歌』（古い木の歌）は、青蛙

たちの成長の物語で、上演は舞踏と歌唱を主軸に展開する。内

容は次の通りである――青蛙たちが楽しそうに池で歌って踊っ

ていると、急に雹が降ってきたので、慌ててハスの葉の下に隠

れようとする。しかし緑青蛙が大きなハスの葉を独占し、入っ

てこようとする青蛙たちを追い出したため、皆の怒りを買って

絶交される。意気消沈した緑青蛙が山の上に向かって歩いて行

くと、樹齢 500年の大きな木に出会う。古い木は緑青蛙に、種

が鳥によってここまで運ばれ、芽を出して生長し、鳥・ウサ

ギ・リスなどの小動物が住み着いて賑やかになったことを説い

て聞かせる。そこで緑青蛙は急いで青蛙たちのもとに戻って謝

る。青蛙たちとともに山の上に行ってみると、古木は夜の雷雨
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で倒れてしまっていた。しかし古い木から新芽が出ているのを

見つけたので、蛙たちは動物たちと一緒に一生懸命に水をやり、

新しい生命が生長するのを楽しみに待った。――この劇の創意

工夫は、大自然における生命の循環を説くことで、命を大切に

すること、生き物をいたわることを強調し、また上演は歌舞に

近いが、リズムも良く、かつらや扮装も人物の特徴にマッチし

ていることである。

宜蘭県立竜潭国民小学の『我是猫也』（吾輩は猫である）は、5

歳の黒猫の黒金が、最初は鼠を見たこともなかったのに、最後

は鼠の天敵にまで成長していく、心の変化を描いている。内容

は次の通りである――黒金は小さい時からお金持ちの女性に飼

われ、毎日お腹いっぱい食べており、鼠を見たことがなかった。

しかし執事が猫を飼う仕事が面倒なことに嫌気がさし、こっ

そり黒金を売り飛ばした。鼠害に悩まされていた阿福が購入し、

黒金に鼠を捕まえさせようとした。鼠たちは空腹で弱っている

黒金に、主人が飼っている魚を指して、あれが鼠だと嘘をつき、

信じた黒金は一口で魚を食べてしまい、阿福に追い出された。

黒金は街をさすらう野良猫となったが、幸運にもお爺さん猫と

その孫に出会い、お爺さん猫から武術を習って、鼠たちを退治

した。阿福は黒金が手柄を立てたのを知り、すぐに家に連れて

帰った。――この劇は黄春明の『我是猫也』を、著作権の許可

を取って改編したもので、創意工夫としては、上演者が猫や鼠

に扮する姿が非常に写実的で、扮装や化粧がすばらしく、また

演技も十分面白いことである。

新竹県立宝山国民小学の『童話冒険』（童話の冒険）は、お母

さんを治す薬草を赤ずきんが森へ採りに行く話である。内容は

次の通りである――赤ずきんはお医者さんから、お母さんの病

気を治すには森で奇蹟果という薬草を採ってこなければならな

いと聞き、友だちのかかし・ブリキ・ライオンと一緒に森へ向

かう。ライオンが荷物の見張り番をしている間に、残りの 3人
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が焚き木を採りに行った際、狼に赤ずきんが食べられそうに

なったが、ライオンが悲鳴を聞いて駆けつけたため事なきを得

る。翌日、一行は湖を船で移動することになったが、ブリキは

水を怖がって船に乗らなかった。すると 3人は水の妖怪に襲わ

れ、湖の中に落ちたが、幸いにもブリキに助けられる。しかし

岸に上がったところで、ブリキが倒れてしまう。ブリキはぜん

まいが湖に落ちてしまったのだが、すると湖の神が現れ、落と

したのは金のぜんまいか、それとも銀のぜんまいかと聞いて

きた。かかしが、どちらでもない、錆びたぜんまいだと答える

と、湖の神は錆びたぜんまいを出してブリキを助け、さらに金

のぜんまいと銀のぜんまいをかかしに与えた。一行はさらに進

み、森に到着したが、守護者の魔竜に財宝をだまし取られた上

に、薬草を採りに行くのを封じられた。4人は作戦を練って魔

竜を倒し、力を合わせて奇蹟果を採ってきて、赤ずきんのお母

さんの病気を直した。――この劇の特徴は、登場人物の扮装が

よく似合っていて、人目を引くデザインになっていることであ

る。さらに重要なのは、愛・勇気・犠牲・誠実さといった、人

である以上必ず持っているべき美徳を強調していることである。

新竹市立育賢国民中学の『当梁祝遇上茱羅記』（梁山伯と祝英

台がロミオとジュリエットに出会う時）は、東西の 2大恋愛悲劇が

現代において合体する話である。内容は次の通りである――

2組の合唱隊がそれぞれ東西の 2大恋愛悲劇のあらすじを述べ

た後、舞台は育賢書院に移る。ここでは梁山伯・祝英台・ロミ

オ・ジュリエットが学んでいた。先生が唐詩の出題をした時に、

祝英台はロミオを、梁山伯はジュリエットを好きになってしま

う。先生は怒り、ウイルス感染症の流行を理由に長期休暇の開

始を宣言する。祝英台の両親が書院にやって来た際、祝英台は

父親にロミオが好きだと伝え、母親もロミオが気に入る。また

梁山伯は父親にジュリエットが好きだと伝えるが、ジュリエッ

トの両親が書院に来た時に英語を喋り、梁山伯の両親は聞き取
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れなかったため、ジュリエットが通訳をした。そのうち双方が

諍いを始めたので、月下老人がキューピット・ヴィーナス・パ

ンドラを連れて登場し、事態を収めようとした。月下老人が法

術を使うと、皆は目が覚めたが、親たちはけんかを続けたので、

月下老人は再び法術を使い、ようやく平静を取り戻した。――

この劇は、東西の 2大恋愛悲劇を反転させ、中国文化の洗礼を

経て、たいへん面白い大団円の喜劇に変えている。演出家の力

量は賞賛に値し、舞台の様々な要素も整っていて、上演者も全

力であたることで、非常に良い成績を上げた。まさにこの劇の

脚本で言っているように、「心に美しさがあれば、見る人や物

事は美しさで満たされる」のである。

台中市立葫蘆墩国民小学の『Time's Up』（Time's Up）は、生徒

が時間を守る大切さについて描いている。内容は次の通りであ

る――クララは弁論大会に向かう途中、交通渋滞に巻き込まれ

て遅刻したため、クラスメートたちに非難され、誰にも相手に

されなくなった。クララがうなだれてその場を離れたところ、

皇后と 2人のお姫様がシンデレラを罵倒しているのを目撃する。

うなだれたシンデレラをクララが慰めたところ、シンデレラは

魔法使いと一緒に童話管理修正委員会に行き、時間の調整をし

てくれるよう交渉する、と言う。委員会の国王はシンデレラや

委員たちの議論を聞いていたが、アリ

ババと 40人の盗賊の戦いがもうすぐ

始まるという知らせが来たため、ウサ

ギが人々を引き連れ、金銀財宝が隠さ

れている洞窟の外まで行き、待ち伏せ

することになった。アリババは財宝を

見つけたが、盗賊たちが洞窟にやって

来たため、ウサギたちが迎え撃った。

正義が勝ち、アリババも順調に逃げ延

びた。すると目覚まし時計が鳴って、

図 7　台中市立葫蘆墩小学の『Time's Up』
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クララはお母さんに起こされた。クララは悪夢を見ていただけ

だと知り、急いで弁論大会へと向かった。――この劇の創意工

夫は、時間厳守というテーマに 2つの有名な童話をくっつけて

喜劇にしたことで、生徒たちに時間を守ることの大切さを説い

ている。

台北市立静心高級中学附設国民小学の『神奇玩具屋』（ふし

ぎなおもちゃ屋）は、両親が弟ばかり贔屓することに不満を持っ

たお姉さんのシャーシャが、弟と一緒に部屋でおもちゃで遊ば

ないことを決め、オルゴールを抱いて寝た。すると音楽が鳴り

響き、人形たちが次々と目を覚ました。音楽の妖精が皆を取り

なして、皆は家族で、またシャーシャは皆の女主人である、と

言った。また、大魔王が 3人の女泥棒の人形を遣わせてきたの

で、皆に気をつけるように、とも言った。女泥棒たちはシャー

シャがよい子ではないのを嫌い、シャーシャの手脚を縛り上げ

た。しかし音楽の妖精は皆と力を合わせて戦い、逆に 3人の女

泥棒を縛り上げた。すると 3人の女泥棒は、戻って大魔王に責

められるのを怖がり、一斉に泣き出した。シャーシャは皆に彼

女たちを引き取って世話をしようと提案し、投票の結果全員が

賛成した。目覚まし時計が鳴り、シャーシャはドアをノックす

る音で目が覚めた。そこにいたのは弟で、人形で遊ぼうと言っ

てきたので、良いよ、と言った。――この劇のテーマは、子ど

もたちのおもちゃの取り合いという問題で、様々な人形を劇の

ストーリーの中に配置することで、すばらしい効果を上げてい

る。

新北市立江翠国民中学の『完全特優手冊』（完全優勝マニュア

ル）は、全国コンテストで佳作しか取れなかったある中学校の

演劇部が、優勝するためにどんな新作を作るかを考える話であ

る。内容は次の通りである――上演が佳作に留まったことで、

演劇部全体に暗い雰囲気が漂っていた。部長・舞台監督・部員

たちは、失敗の原因を検討していた。審査委員が「脚本の内容
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が浅く、台詞は深みが足りず、何が言

いたいのか分からない」と評したこと

を挙げ、脚本が駄目だったからだ、と

言う者もいた。また、ミスキャンパス

の某が服装や道具にお金を使いすぎた

からだとか、あるいはミスキャンパス

の某が監督を呼ぶのにお金を使いすぎ

たからだ、と言う者もいた。しかし紛

糾するだけで結論が出なかったため、

部長は倉庫に資料を探しに行ってし

まった。舞台監督は部員たちに、良い成績を出さないと廃部に

されてしまうかもしれない、と告げる。4人の部員が次々と立

ち去っていく中で、部長が箱を抱えて戻ってきた。中には演劇

部の昔の資料と、上演したことのない台本が入っていた。する

と不思議にも、マクベスの妻・ジュリエット・ハムレットとい

う、シェイクスピアの作品の 3人の登場人物が現れ、自分たち

の物語を自分たちで上演させて欲しいと言った。部長が同意す

ると、彼らによるすばらしい上演が始まった。――この劇の脚

本は非常に創意工夫に溢れている。コンテストの限界・審査委

員のデタラメさ・学校の援助不足などを批判した上で、団員が

自分たちの力で努力して向上していくにはどうしたら良いかを

描いている。さらに重要なのは、この劇はメタシアターの特徴

を兼ね備えることで、非の打ち所のない上演を実現しているこ

とである。

台中市立黎明国民中学の『京城謝少』（都の謝家の若旦那）は、

謝家の若旦那が、悔い改めて生まれ変わるまでを描いている。

内容は次の通りである――謝家の若旦那は酒と博打が大好きで、

いつも悪友の楊と陳を家に呼び、酒を飲み博打をしていた。謝

家の父親が帰宅すると 2人はすぐにどこかに消え、若旦那は部

屋で勉強しろと叱責される。若旦那は今まで何人もの先生を

図 8　新北市立江翠国民中学の『完全特優手冊』



[10] （訳者注）『孟子』巻十二・告
子章句下に見える言葉。
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怒らせて辞められていた。父親は若旦那に、王府が六女の婿取

りの相手にお前を選んだと言ったが、若旦那は家を出るのを嫌

がった。若旦那は城西の店に飯を食べに行き、女店主がお勘定

を求めると、若旦那はお金を持っていなかったので、城東の謝

家にもらいに行くように言った。そこで店は人を遣ったが、お

金を払ってもらえなかったため、若旦那に店員の服を着せ、勘

定の代わりに半月の間働かせることにした。ある日、王府の六

女が下女と一緒に店に食事にやって来て、若旦那の働きぶりを

観察した。また別の日、楊と陳も店にやって来て、若旦那が病

気だということなので、もうタダで飯を食ったり酒を飲んだり

できない、と話した。六女と下女は再び店にやって来て食事を

した。謝家の母親と使用人も、田舎者に扮装してやって来て、

息子が真面目に働いているのを見て満足した。謝家の父親が店

にやって来て、息子を家に連れて帰ろうとした。女店主が釈明

すると、父親は息子と引き換えに銀を一錠渡したが、若旦那は

あと 2日あるからと言って帰るのを拒んだ。母親が父親に息子

の意見を尊重しなさいと言って怒った。六女が進み出て謝家の

両親に挨拶し、話は大団円に終わった。――この劇の創意工夫

は、「天のまさに大任を斯の人に降さんとするや、必ず先ずそ

の心志を苦しめ、その筋骨を労す（天が大きな任務をその人に与え

ようとする時は、必ずまずその心を苦しめ、その筋骨を疲れさせる）」[10]

という劇中の乞食の台詞のように、子どもに自分が好む未来を

自分で探させるというテーマにあり、服装や化粧はすべて時代

風にしていて、上演者の配置も非常に良い。

桃園市立南崁国民中学の『教室裡的范特西 Fantasy』（教室の中

のファンタジー Fantasy）は、中学生が学校の勉強のプレッシャー

で幻を見る話で、8人の男性と 7人の女性によって上演された。

内容は次の通りである――まず、西欧の地理の授業の時に、1

人の男性生徒が烏に扮して女子生徒を驚かせ、別の 1人の男子

生徒がスーパーマンに扮して烏を倒し、女子生徒を救う。男子
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生徒は女子生徒が可愛くないと批判し、皆をつまらない気分に

させてしまうが、自分の満足する幻とはどのようなものかを皆

が話しはじめる。すると女子生徒も男子生徒が格好悪いと言い、

ピッチリしたズボンを穿いている先輩みたいなのが良いと言い

だした。また女子生徒たちは、いつも親が干渉してきて、何か

というと携帯電話を没収したりするのが嫌でたまらない、とい

う話もしてくる。すると先生が教室に戻ってきて、その日の宿

題を出し、また翌日は試験がたくさんあると言うと、男子生徒

も女子生徒も、そんなにたくさんの試験は嫌だと言ったところ

で、授業終了の鐘が鳴り、すべては現実に戻った。――この劇

の創意工夫は、成長の過程で必ず通過する、青少年の苦悩・幻

想・反逆といった障害を、ミュージカルの形式で表現している

ことである。挿入された歌と踊りは話の展開を助けており、ま

た「機車」（うっとおしい）、「白目」（空気が読めない）、「考北」（ク

ソ）、「翻白眼」（白い眼で見る）といったスラングを多用するこ

とで、面白さを出している。

台北市私立華岡芸術学校の『Baby Shock』（Baby Shock）は、台

湾で深刻な問題となっている堕胎について扱っている。内容は

次の通りである――序幕で 4人の天使が登場し、4人の妊婦が

母親になることを楽しみにしている、と言う。天使 Cは宇昕

の娘に配置されるが、宇昕は妊娠を嫌がっていた。宇昕はセブ

ンイレブンで働いていたが、たくさんの客から態度が悪いとい

うクレームが入っていると、店長に口汚く罵られる。宇昕は否

定したが、結局クビにされてしまう。友だちの玲玲が宇昕を訪

ねて来た時、宇昕は母親から捨てられた過去を告白するが、玲

玲は 6週目に入った赤ちゃんを大事にするよう言う。学校のい

じめっ子が仔猫を袋に入れて捨てようとしたので、宇昕が止

めに入り、玲玲も出てきて宇昕を助け、さらに呉浩もその場に

やって来た。天使 Cは宇昕に寄り添っていたが、宇昕は小さ

い時に母親から捨てられた過去について話し、天使 Cを堕ろ
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したいと言う。天使 Cは宇昕に、過去は忘れよう、世界は美

しいんだよと言い、離れる前に抱っこしてもらい、額にキスを

してもらった。天使 Cが消えると、宇昕は行かないでと言っ

て泣き叫んだ。玲玲は宇昕に、天使 Cはまだお腹の中にいる

よと言って慰めたが、そこに呉浩が現れ、父親に暴力を振るわ

れて家を追い出されたと言う。そこで宇昕は、2人で努力して

子どもを養っていこう、と主張する。最後に、宇昕が子どもの

時に捨てられた場面が再現され、上演が終わる。

高雄市私立中華芸術学校の『明路』（明路）は、台湾の 2つの

家庭の 2つの世代が直面した社会問題を描いている。内容は次

の通りである――話は、合唱隊の 4人のメンバーが国連の「世

界人権宣言」を朗読するところから始まる。ある朝、宜華の家

と昌明の家ではそれぞれ朝食を準備していた。昌明の母親はベ

トナム国籍で、ベトナム料理をたくさん作った。昌明と宜華は、

それぞれ朝ご飯を持って学校に行った。道でクラスメートが昌

明のことをいじめて来て、お前の朝ご飯は臭いと言い、かれの

ベトナム人のお母さんをバカにした。宜華は、いじめは違法行

為だと言って、クラスメートを激しく非難した。うなだれた

昌明が道を歩いていると、麻薬の売人の 3人組に目を付けられ、

一緒に麻薬を吸わないかと誘われる。夜、宜華は昌明が麻薬を

吸っているのを見つけ、違法行為だと言って強く怒った。昌明

の両親が怒鳴り声を聞きつけてやって来て、息子が麻薬を吸っ

ているのを知り、殴りかかるお父さんをお母さんが止める。売

人たちは麻薬が踏みつけられたのを見て昌明父子に暴行を加え、

お母さんが息子を守ろうとして殺される。宜華の両親が警察に

通報し、昌明は後悔したがすでに遅く、最後は昌明が小さい時

にお母さんに抱かれてベトナムの子どもの歌を歌ってもらった

場面が再現される。

台東市国立台東高級商業職業学校の『Nia'a'izang 長・程』

（Nia'a'izang 長・程）は、台東の卑
プユ マ

南族の子どもが誕生して成人に
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なるまでの過程で行われる儀式を描き、劇全体が卑
プユ マ

南族の音

楽・踊り・台詞・歌謡で構成されている。内容は次の通りであ

る――最初に女性たちが男の赤ちゃんを囲んで「可愛い故郷」

の歌をを合唱し、健やかな成長を祈願する。続いて男の子が成

長していく過程で、青色の半ズボンを穿き、狩り・水泳・弓

術・格闘などの競技を学んでいく。祖霊に力を与えてくれるよ

う祈ったあと、1つずつ成長の儀式を執り行い、少女たちが横

でそれを見守る。母親の加護に感謝した後、卑
プユマ

南族の少女たち

が花輪を作る技術を学ぶことが示される。劇が終った後、青年

たちが年長者たちを囲んで卑
プユマ

南族の歌舞を行う場面では、文化

の伝承の意義が示されている。

新北市私立荘敬高級工業家事職業学校の『探母』（探母）は、

台湾の 3つの世代の人々を描いている。内容は次の通りである

――民国 38（1947）年、軍人の建国が大陸から台湾にやって来

て、艋舺で客に騙されていた小春に出会い、何度か文通したあ

と結婚する。建国はよく小春を連れて、宋と遼の戦いを描いた

京劇の名作『四郎探母』を見に行ったが、小春はこれをいたく

気に入り、崇蕭太后・佘太后・鉄鏡公主を尊敬するようになる。

建国は晩年に大陸に戻ることを決め、息子が一緒に武漢に行き、

そこで仕事を始めた。小さい時から祖母の小春に育てられた孫

娘の小安は、小春の話を聞くのが好きだった。小安は高校生に

なった時、クラスメートたちと一緒に『探母』を上演し、大き

な成功を収めた。――この劇の創意工夫は、小安と合唱隊が登

場人物を紹介し、プロットや場所を説明するという変わった叙

述方法を用い、また何人かの登場人物は上演者が掛け持ちで上

演していることである。最後に全国演劇コンテストに進む場面

は山場が多く、観客を魅了する。

五、おわりに

全国学生創作演劇コンテストの決勝大会は、コロナ禍による
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2年間の中止を経て、ようやく開催にこぎ着けた。ただし予選

についてはこの 2年間、各県市での開催は行われてきた。その

ため、今年各県市を勝ち抜いてきた学校は、いずれも大きな盛

り上がりを見せ、決勝に向けた準備を行った。10数日にわた

る競争を経て、61校が入賞の栄誉を果たした。伝統的人形劇

は全部で 19校で、そのうち手遣い人形劇は 9校・影絵人形劇

は 6校・糸操り人形劇は 4校、また近代的人形劇は全部で 26

校で、そのうち手遣い人形劇は 4校・影絵人形劇は 11校・総

合人形劇は 11校、さらに舞台演劇は 16校であった。優れた結

果を出すことができたのは、（1）教育局と学校長の支持、（2）

学外の優秀な芸人による指導、（3）優秀で創意溢れる脚本と上

演、の 3点が理由だと考えている。

（1）教育局と学校長の支持

学校長が演劇コンテストを全力で支持したことは、入賞獲得

の主な原因である。もちろんその背景には、各県市の教育局の

強力な支持も必要である。教育局が予算を確保して優秀な研究

者や専門家を予選の審査に招き、それぞれの上演に改善意見を

してもらった上で、3月に再び研究者や専門家を各学校に招い

て再審査を担当してもらうことで、上演をさらに完璧なものに

していった。この方法に関して全国で最も優れていたのは、桃

園市と台中市の教育局である。

（2）学外の優秀な芸人による指導

学校の中には、芸術や人文関係の教師を招聘したところも

あった。これらの専門家が脚本を書き、上演者を選び、稽古を

行い、舞台・照明・衣裳・化粧をデザインした。もちろんそう

したことを実現するには、保護者たちの支持も欠かせない。例

えば、入賞した宜蘭市文化国民中学は指導教員の賴恩民が影絵

人形劇にエネルギーを注ぎ、また宜蘭市復興国民中学の張綺仁

や、新北市江翠国民中学の方彦婷は、舞台演劇に精通していた。

これらの人々はいずれも台湾芸術大学演劇専攻の修士号を有
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している。このほか、高雄市中華芸術学校の舞台監督の張漢軒

は、高雄師範大学上演芸術専攻の修士課程を卒業している。台

中市葫蘆墩国民小学の雷暁青主任は、演劇が専門ではなかった

が、2008年から脚本製作に従事し、翌年演劇研修に参加する

機会も得て、監督としての研鑽を積んだ。こうした人々が主導

的役割を果たしたことで、優れた結果を出すことができたので

ある。また学外から招聘した指導者は、伝統的人形劇や近代的

人形劇の専門家が多数を占めている。例えば新興閣掌中劇団の

6代目の鍾任樑は、宜蘭市孝威国民小学や新北市の高級中学な

どで長年にわたって指導にあたっている。高雄市錦飛鳳傀儡戯

団の 3代目の薛熒源とその妻の張雪香は、中学校ですでに 10

年あまり糸操り人形劇の指導を行って優れた成果を上げており、

今回の入賞校もうち 4校は薛団長の指導の賜物である。このほ

か、嘉義県蒜頭郷の黃献章は、高級農業職業学校の学歴しか持

たないが、ネット上のコンテンツで糸操り人形劇を勉強し、人

形の顔の喜怒哀楽の表情を強調する方法を作り出して、多くの

学校で指導にあたり、入賞作を 10数回勝ち取っている。桃園

至善高級中学は、台湾芸術大学演劇専攻修士の藍忠文と、台北

芸術大学第 9回優秀学生を受賞した李明沢を招き、近代的人形

劇の指導を依頼して、優れた成績を残した。

（3）優秀で創意に富んだ脚本と上演

入賞した学校は、いずれも脚本と上演の創意工夫が優れてい

たことで、審査を勝ち取ることができた。脚本のテーマは、民

間信仰・善悪の戦い・社会問題・家庭内暴力・郷土史・タイ

ムスリップなど、非常に多彩である。伝統的な手遣い人形劇

は、媽祖が霊験を顕して妖怪を退治するという話が多く、また

『宝蓮灯』を原作とするものもある。伝統的な影絵人形劇は環

境保護や善悪の戦いを扱う作品で、また伝統的な糸操り人形劇

は歴史創作やタイムスリップなどがある。近代的人形劇は、家

庭の温もり・家庭内暴力・校内暴力・原住民反乱・高齢者のロ
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ハス・昔と今の疫病の比較などをテーマにし、医療スタッフを

讃えたり、原住民の成長や儀式を描いたりと、多種多様である。

舞台演劇はさらに豊富で、仲間同士の助け合いを描いたり、中

国と西洋の名作を対照させたり、演劇コンテストの創意工夫を

揶揄したり、メディアの偽ニュースを批判したり、生徒が時間

を守る大切さを説いたり、童話物語やネコとネズミの関係を描

いたりと、様々なものがある。

創意工夫に富んだ上演作は、創意工夫に富んだ脚本を元に、

教員と生徒が一致団結し、全力であたることで、勝利の栄冠を

手にすることができた。今回入賞したチームを祝福しつつ、入

賞を果たせなかったチームには次回はぜひ頑張って欲しいと、

エールを送りたい。
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改革開放初期の江南における	
伝統芸能

――海寧県評弾団殷小虹関連史料の紹介――

佐藤　仁史 *・高　飛 **・陳　明華 ***

解題篇

本稿は、蘇州の著名な評弾芸人である殷小虹（1932-2015）が、

改革開放初期において江南各地での上演に際して各地のクラ

イアントや友人から受け取った葉書 33枚を翻刻したものであ 

る [1]。

近年の歴史学研究においては、エゴ・ドキュメントを利用し

た分析の有用性や可能性に着目されて久しい [2]。本稿が収録

する葉書群は、完全なるエゴ・ドキュメントとは言えない側面

も有しているが、同時に従来の中国現代史研究で広く用いられ

てきた刊行史料や檔案史料とは異なる性質をも有していると思

われる。極めて限定的な史料であり、全面的な検討には殷小虹

が当該時期に所属していた海寧県評弾団の檔案をはじめとする

諸史料の博捜が必要となるが、近年、檔案史料の公開に大きな

制限がかけられていること [3]、COVID-19の流行以降、中国へ

の渡航に多大な不便が存在していることを踏まえると、現段階

において先ずはこれらの原史料を翻刻することが現実的である

と考え、かような形式で公開することにした。

1、殷小虹と海寧評弾団

殷小虹は 1932年に蘇州にて出生した。幼少期より父である

殷剣虹の薫陶を受けて評話『血滴子』を学びはじめ [4]、15才

の時には父の上演時に舞台上で台本を届ける役割を担い、17

才で正式に上演に参加した [5]。上演においては、『血滴子』を



[2] 長谷川貴彦編『エゴ・ドキュ
メントの歴史学』岩波書店、
2020年、1-12頁。

[3] 佐藤仁史「フィールドワーク
と地域社会史研究」飯島渉編
『大国化する中国の歴史と向
き合う』研文出版、2020年、
47-74頁。

[4] 呉宗錫主編『評弾文化詞典』
上海、漢語大詞典出版社、
1996年、169頁。

[5] 呉宗錫前掲『評弾文化詞典』
199頁。

[6] 「蘇州団青年評話演員楊誠拝
殷小虹為師」『評弾票友』第
135期、2012年。

[7] 海塩県志編纂委員会編『海塩
県志』杭州、浙江人民出版社、
1992年、766-767頁。

[8] 海寧市志編纂委員会編『海寧
市志』上海、漢語大詞典出版
社、1995年、970頁。
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構成する『八大剣俠』に独自の改変を加えたという。1959年

に蘇州市火箭評弾団に加入した。1965年に退団して工場で勤

務することとなった。文革終了後、1979年に浙江省嘉興市海

寧県評弾団に加入した。そのスタイルは爽やかで味わい深く、

好評を博したという。蘇州電視台がかつて、書場において彼に

よる『血滴子』の上演を録画して放映したこともその証左であ

る。弟子に王歓中、呉宜虹、朱明飛、楊亜虹がいる [6]。

続いて、海寧県評弾団について概観しておこう。殷小虹がど

のような経緯で蘇州より相当離れた海寧県評弾団に加入するこ

とになったのかは現段階では定かではない。海寧県評弾団は

1963年 4月に成立し、当時は評話を担当する 3つの檔
ペア

と弾詞

を担当する 4つの檔
ペア

がいたという。隣県海塩県の県評弾団は集

団所有制を採ったというから海寧においても同様であったと思

われる [7]。文革が発動されると中国社会は大混乱に陥ったが、

海寧県評弾団も例に漏れず活動を停止し、1969年 12月には解

散した。1973年 7月に再建され、評話檔
ペア

、弾詞檔
ペア

が在籍した。

1984年 9月の省の「評弾会書」（上演会）においては、創作現代

短編『二上新城』が創作三等賞及び優秀青年演員賞を獲得して

いる [8]。本稿で紹介する史料はまさにこの時期の江南各地に

おける上演（「跑碼頭」）に際して交わされたやりとりの一部で

ある。

ところで、評弾の上演場所であったのが書場であった。書場

は一般的には茶館に付設されており、茶館の営業主が兼業して

いた。海寧県における書場の歴史は古く、説書の伝来に伴い、

光緒年間には茶坊において上演が行われるようになった。清末

から民国期にかけては、硤石顧庁書場、袁花書場（ともに宣統 3

年開業）、硤石南湖庁書場（民国 9年）、硤石中和庁書場、長安新

民書場（ともに民国 19年）などが開業し、最盛期には全県で 40

軒あまりの書場があった。しかし、解放前夜には硤石鎮に顧庁

書場、民楽書場、高楽書場、聯友書場の 4軒を残すのみであっ



[9] 『海寧市志』968-969頁。

[10] 『海塩県志』766頁。

[11] 歴史学研究における改革開放
初期史の重要性については、
インタビューにおいて述べた
ことがある。「佐藤仁史教授
訪談錄」『漢学研究通訊』第
40巻第 2期、2021年、26頁。

[12] 佐藤仁史前掲「フィールド
ワークと地域社会史研究」
54-56頁。
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た。1952年に聯友書場は営業を停止し、顧庁書場と民楽書場

とが合併して民楽書場と称するようになった。1962年、民楽

書場と高楽書場とが合併して硤石書場となり、1977年に建物

が建て直された。1990年の段階において海寧市内で営業する

書場は硤石書場のみであった [9]。海寧市中心部の記述に偏っ

ているが、ここからは民国期における書場の隆盛と衰退、社会

主義改造期における整頓、文革期における停滞、改革開放期に

おける復興と衰退の過程が読み取れる。

それでは、県やそれ以下の地域における書場の情況はどう

であったであろうか。詳細が容易に判明する海塩県の情況を

みてみよう。中華民国期の海塩県には武源鎮（県城鎮）に大華

楼と東園という 2つの書場があり、後に珊瑚書場が出来た。ま

た、沈蕩鎮にも常設の沈蕩書場があり、西塘、通元、澉浦など

の鎮においても臨時に書場が設置されることがあった。書場に

おいて専ら上演されたのが評弾であり、鈸子書や独脚戯などの

曲芸が上演されることもあった。1950年後半の社会主義改造

期に入ると、書場は私営から集団企業へと改められた。この時

期、武源鎮の懐徳書場（後の海塩書場）の座席数は約 250席、沈

蕩鎮の座席数は約 200席あり、これらはみな県文教局の管理下

に置かれていた。1966年下半期より書場の営業は停止し、1978

年になって漸く営業が再開された。1978年以降、武源鎮には

県文化館書場と茶店書場とがあったが、1985年の段階では茶

店書場のみが営業していた [10]。江南各地の書場の状況も大同

小異であったと思われるが、後に検討するように、書場の類型、

書場が置かれていた市鎮の規模や性質などによって微細な差異

があったため、各地の情況を網羅的に把握する必要がある。

2、殷小虹宛の葉書について

殷小虹宛葉書の入手経緯は次の通りである。2022年 11月に

高飛が日頃利用していた蘇州市工業園区所在の古書店迪嘉書店

より関連情報が寄せられ、その情報が佐藤に伝えられた。近現



[13] 夏氷（佐藤仁史訳）「民間所蔵
史料」太田出・佐藤仁史『太
湖流域社会の歴史学的研究』
汲古書院、2007年、327-331頁。

[14] https://www.ruralchina.cn/

index.shtml(最終取得日：2023

月 11月 15日 )
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代江南地域社会文化史研究を専門とする佐藤は、かねてより

改革開放初期を対象とする歴史学研究の重要性を認識していた

ため [11]、この史料の重要性を直観し、当該古書店より購入す

るに至った。中国近現代史史料についていえば、図書館や檔案

館、博物館など公的機関に所蔵されている史料以外に、近年で

はフィールドワークを通した様々な民間文献の発掘が進んでい 

る [12]。これらのルート以外に重要なのが、廃品回収業者や古

物商、古書店のルートを通じた収集である。例えば、蘇州市政

協文史委員会の夏氷氏は業務の傍ら長

年に亘って蘇州地域史史料の収集を独

自に行ってきたが、重要な情報源の 1

つが廃品回収業者であった [13]。この

ようにして「救済」された大量の一

次史料を整理して積極的に公開してい

るのが張楽天氏であり、彼の開設し

た「張楽天聯民村数拠庫」というサイ

トでは浙江省嘉興市海寧市塩官鎮の地

方檔案や各種民間文献が公開されてい 

る [14]。なお、孔夫子旧書網で販売さ

れている一次史料は枚挙に暇がない。

さて、葉書群は一見すると比較的崩されずに書かれて

いるため、入手当初はそれほどの困難もなく翻刻できる

と見込んでいたが、実際に作業をはじめてみると、意外

に難易度が高いことが判明した。差出人が全て異なるた

めそれぞれの筆跡に癖があること、またしばしば白字

（当て字）が使われていることなどが原因である。2023年

7月から 8月にかけて高飛が夏氷氏の御助力のもと判読

作業を行い、佐藤仁史と陳明華が確認するという手順で

翻刻を行った。また解題は佐藤が初稿を執筆し、高と陳

の意見を踏まえた上で加筆・修正を加えた。

図 1　殷小虹宛て葉書の一例
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33枚の葉書の大部分は殷小虹本人に宛てて書かれたもので

あるが、そのうち 8枚は彼が所属していた海寧県評弾団団長で

ある邢正祥に宛てて出されたものである。殷小虹本人宛の葉書

と団長宛の葉書がなにゆえにその後殷小虹によって保管される

ようになったのかは不明であるが、団の運営を預かる団長とて

看板芸人である殷小虹の意向を真っ先に打診する必要があった

ため、上演以来の葉書を真っ先に彼に渡したからであると思わ

れる。

葉書から読み取れるのは以下の諸情報である。差出人には上

演の依頼者である書場名や書場の経営者名などが記されてい

る。受取人として、江南各地を回っていた殷小虹や団長の名前

が記されており、また受け取った際に滞在していた場所（殆ど

が各地の書場）がここから判明する。消印も重要な情報源である。

葉書そのものに日時が書かれていない場合もあるため、ここか

ら送信時期を確定でき、また投函された具体的地点を確認でき

る。33枚の葉書の内、やりとりされた年月日が確定乃至推測

できるものが 30枚、特定できないものが 3枚あった。特定で

きるものは 1979年 10月から 1984年 7月までを範囲としてお

り、特定できない 3枚もこの期間にやりとりされたものと見な

してよいと思われる。それではこれらから読み取れる社会文

化史に関する側面について、初歩的な考察を加えてみよう（以

下、葉書からの引用は【10】と表記する。数字は「史料篇」の整理番号を

示す）。

3、改革開放初期における評弾と地域社会

先ず、上演地の特徴について、①地理的な広がりと②上演地

点の市場階層の 2点に即して概観してみよう。

地図は殷小虹が葉書を受け取った場所と葉書が差し出された

場所、及び葉書内に言及された地点であり、ほとんどの場合、

上演を行った書場や工人倶楽部、文化館などが存在する地点で

あった。集中している場所は、殷小虹の自宅があった蘇州市養



[15] これら大鎮の形成過程や機能
については、樊樹志『江南市
鎮――伝統与変革』上海、復
旦大学出版社、2005年、97-

101頁、などをはじめとする
市鎮史研究で明らかにされて
いるところである。県属鎮は
いわゆる建制鎮のことであ
る。滕艶「中国における小城
鎮研究の成果と課題――中国
の国内研究を中心にして」
『地理学評論』第 74巻第 3

号、2001年、163-167頁。
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育巷を除くと、江陰、常熟、無錫、崑山、嘉善、平湖など江南

地方の中でも中心地帯にあった地域であることが分かる。

上演地点の階層構造に着目してさらに具体的に上演地をみて

いくと、大部分が市鎮で営業する書場であり、県城や大都市で

行われた上演は極めて少なかったことに加え、上演したとして

も工人倶楽部（例えば上海呉淞工人俱楽部）や文化館（例えば崇明県

文化館）といった社会教育に関わる活動であったことが特徴で

ある。葉書の情報から判断する限り、書場が開設されていたの

は相当規模の経済力を有する市鎮であった。例えば、双林、濮

院、平望、新市、羅店、大場などがそれに当たり、これらの市

鎮はみな明末以降の経済発展によって生み出された大鎮であり、

1980年代の政府による分類に従えば県属鎮のレベルにある大

鎮であった [15]。すなわち、相当な規模の経済力と人口を擁す

図 2　殷小虹の上演地点



[16] 大都市間の移動に鉄道が利用
された可能性がある以外には、
市鎮への移動は水路を利用し
ていたと思われる。この状況
は民国期と同様であり、上演
地間の移動は文字通り「跑碼
頭」であった。「京劇水路班
座雑憶」夏蘆應ほか編『毗陵
曲壇綴録』（北京、中国戯劇出版
社、1995年）22-28頁。改革開
放初期江南の水運とその衰退
については、張志遠「平望客
運碼頭、那些年的那些事」呉
江通 https://mp.weixin.qq.com/

s/uaZnFkZA03KqlE1rzRaE1g
（最終取得日：2023年 12月 8日）

参照。
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る市鎮こそが、評弾文化を消費する人々と場を擁することがで

きたことの表れでもあった。しかし、殷小虹の出身地であり主

要居住地でもあった蘇州市内について言えば、横涇鎮、東山鎮、

浦庄鎮、渡村鎮などの郊外のそれほど大きな規模ではない地域

においても上演が行われていたことが分かる。

次に、当時の交通状況についてみてみよう。中国社会や人々

の生活に大打撃をもたらした文革が終結して間もない改革開放

初期においては、道路や鉄道網などインフラの整備は農村地帯

にまで及んでいなかったため、上演地点である市鎮間の移動は

もっぱら水路に依存していたようである。例えば、【2】には蘇

州方面から浙江省呉興県双林鎮の移動について、「昨夜は嘉興

の旅舎で一晩を過ごし、本日 6時間あまり汽船によって漸く到

達した」と記されているが如きである。かような状況を反映し

たエピソードも読み取れる。上海南郊の七宝鎮における上演に

対して、「貴兄の七宝行の経路は次の通りです。上海北站で 15

路のトロリーバスに乗り、終点（徐家匯）で 92路（中百六店〔中

国百貨公司上海市第六百貨商店〕の裏手）に乗り換え、終点まで行

けば七宝站です」【12】と鉄道で上海に到着した際に上海北站

から七宝鎮までのバスの乗り換え方法について説明がなされて

いるのは、上海のバス網の複雑さもさることながら、芸人達が

普段バスをあまり利用していなかったことも理由であったと思

われる [16]。

それでは、上演内容はどうであっただろうか。葉書で直接

言及されている演目（書）は多くない。葉書において言及され

る演目は、『七俠五義」【1】、『楊乃武』【2】、『江南八俠』【6】

【29】、『鉄弓縁』【9】、『呂四娘三盗万年青』【19】、『黄金印』

【23】である。大部分の演目に直接言及されていないのは、著

しい重複が無い限りは劇団・芸人に一任されていたであろうこ

とや、劇団が到着してから詳細を詰めたからであると推測され

る。かような情況の中で眼を惹くのが、殷小虹の十八番である
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『血滴子』やその姉妹編である『江南八大剣俠』に関連する演

目への言及が複数有ることである。【6】には、「甪里書場にお

いて肖慧敏が 10回の上演を行いました。『江南八俠』の営業成

績は極めてよかったです。どうやら貴兄の書は既に盗まれて売

られてしまっているようです。もちろん、このことは貴兄の大

局にまったく影響を及ぼしません」とあるように、他の芸人に

「盗まれる」ほどの人気を博する演目であったことが垣間見ら

れる。

続いて、江南各地を回って上演した殷小虹や海寧県評弾団の

上演環境についてみてみよう。まず、観客数は劇団の利益と直

結する問題であったため、手紙のやりとりの中でも最も重要

な話題であった。この点は市鎮で営業していた書場の標準的

な規模が 200席が満席であったことを踏まえると把握しやすい。

「夜場〔夜の部〕は 160人から 180人前後で、上海市内での夜

の部としては良い方の部類に入ります。書場は小さく、220

人で満席になりますが、却って上演はやりやすいです」【32】、

「上演初日は 156人で、この 2日は 200人近くに達していま

す」【13】「〔1982年 3月〕16日は 48人、17日は 115人、18日

は 130人、19日の日場〔昼の部〕はすでに 103人に達してお

り、夜場は 60人と予想されます」【24】、「この地は確かに目

下、上演可能です。大きな上演はないものの、聴衆は 200人か

ら 250人くらいいます。私の上演は目下 200人前後です」【26】

「〔江陰県〕青陽鎮での上演は〔毎日〕平均 242人で、23日に

は〔江陰県〕長涇鎮に行って短期の上演を行いました。ここで

は日場は行わず、夜場のみでしたが、220から 230人の聴衆が

いました。ここ〔崑山県石牌書場〕では初日の昨日は昼と夜と

で 344人おり、2日目の本日は日場が 256人、夜場は 224人で

した。幸運に恵まれました。」【4】「この地の碼頭は陶庄鎮のみ

にあります。最近の聴衆は 250人あまりです」【33】とあるが

如くである。



[17] 書場と芸人とが収益を 6対４
で分け合うのは、1950年代
の習慣を踏襲したものであっ
た。呉琛瑜『晩清以来蘇州評
弾与蘇州社会――以書場為中
心的研究』上海、上海人民出
版社、2010年、123頁。
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上演において実際にどれくらいの収益が上がったのかについ

ては、少ないながらも言及がなされている。「〔1回につき〕大

体およそ 200元の稼ぎです」【8】と直接言及されている場合と、

「此地のチケット代は 0.15元で、折扦〔書場の取り分は〕0.09

元です」【16】「千子〔すなわち折扦〕は 0.072元です」【24】と

書場と芸人の取り分が言及されている場合がある [17]。

書場も芸人を招聘する際に集客能力や設備のよさをアピール

し、客を呼べる著名芸人を惹きつけようとしたことが簡潔なや

りとりの中からも垣間見られる。例えば、崇明県文化館の書場

は「わが書場は新設の書場であり、小さくて精巧です。音響も

よく、また奥に位置しているので雑音に妨害されることもあり

ません。座席は 180席あり、書場の場所も理想的な地点にあり

ます」【29】と小型ながらも新設で設備が良いことがアピール

されている。また、一般的な書場とは異なる施設を有していた

呉淞工人倶楽部では、「私はここでは滬劇団の上演を受けて上

演し（小型劇場には 600人収容可能です）、私の後は越劇団です。上

演では 200人規模の客を集めました。晴れればもっと良くなり

ます。書場は閲覧室とテレビ室の壁を取り払って書場として

400人を収容できます。こうすれば専用の書場とできます。し

かし、これが可能になるのは 3月以降です」【10】とあるよう

に、滬劇や越劇の上演も可能な設備を持ち、閲覧室やテレビ室

を改造して専門の書場を設けることで 400人を収容する予定が

あることも述べられている。しかしこれは、茶館付設型の書場

とは相当異なる状況である。

次に観客との関係についてみてみたい。評弾の大口の聴衆は

農民や農業関係者であったことは、当時の人口構造や上演場所

を考えると容易に想像ができる。したがって上演時期による聴

衆の増減は書場や芸人を最も悩ませた問題であった。このこ

とは、5月下旬の上演が「農繁期は厳しい時期です」【26】と

いう言及や、11月の上演について、「ここ数日は小農繁期であ



[18] 計件制は計件工資制のことで
あると思われる。1978年に
国務院が発布した「関於実行
奨励和計件工資制度的通知」
に示されている。これは企業
に関する通知であるが、農業
生産においても労働時間に応
じて報酬が支払われた工分制
から計件制への移行がなされ
ていたと思われる。

[19] 例えば、【26】でも登場する
宝山県大場鎮の状況をみてみ
よう。新編地方志に拠れば、
「大場影劇院は、元は大場
文化館草棚礼堂であり、1956

年に映画を放映し始めたが、
チケットの座席番号と実際の
座席番号とが一致していな
かった。1966年に解体した。
1971年に再建されて大場影
劇院と称したが、設備は依
然として粗末であった。1985

年に 38万元を投入して大改
装を行い、1008席を擁する
ようになった」とある。上海
市宝山区地方志編纂委員会編
『上海市宝山県志』（上海、上
海人民出版社、1992年）巻 27文
化志、第 4節「電影院、隊」。
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り、昼の部も夜の部も聴衆は 100人程度です。ここでの上演は

ごく平凡ですが、農繁期だからです」【22】と記されているこ

とが示している。このほか、改革開放期初期の農村政策が農民

の生産活動や日常生活に与えた多大な影響が読みとれる情報も

ある。1979年 10月に常熟県董浜鎮における書場から寄せられ

た葉書に拠れば、「今年の常熟東部の農村部では棉花が豊作で

あり、また計件制を採っていることもあり、農村部からの聴衆

が激減しました。したがって、上演業務は異常な状態にありま

す。この様子では 11月に麦を播き終えてから漸く聴衆を増や

すことができるでしょう」【1】とあるように、当時採用された

ばかりである「計件制」（生産物の合格率に基づいた報酬支払いの制

度）による生産体制を採っていた現地の農民が、棉花の収穫・

加工に追われていたため綿花採取作業を行う 10月には書場に

農民が来なかったため、聴衆が「激減」していた [18]。集団化

期とは異なる農民の余暇行動に書場や芸人も対応に苦慮してい

たことが垣間見られよう。

聴衆の増減に大きな影響を与えていたもう 1つの大きな要素

に、他の娯楽との競合があった。特に改革開放期に入って資本

主義諸国からも流入するようになった娯楽映画の吸引力は極め

て大きなものがあったであろう [19]。市鎮レベルの書場の営業

においても近隣における映画の放映は聴衆数に直結する要素で

あったことが、「私の所では 17日の夜場が映画の上映と重なり、

上演業務は好ましくないものでした」【20】、「〔昨日の〕日場と

夜場で 114人でした。本日の早場の聴衆数は上昇しましたが､

夜場は減ると思われます。今日から 3日間映画の上映があるか

らです」【27】という言及からもみてとれる。

また、複製技術の普及も書場における芸人のライブ形式で

の営業に多大な影響をもたらす大きな要素であった。はやく

も 1979年に 10月の葉書に、「説書の技術にも専利権〔特許権〕

を認めるべきです。さもなければ、続けていくことができませ
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ん。現在、偷書〔上演内容の盗用〕や許可を得ない録音などな

んでもありです。また、ラジオからは 1日に何組もの上演が流

れてきます。このような状況が続けば、評弾界にもたらされる

脅威はあまりにも大きなものがあります。貴兄はどのようにお

考えでしょうか」【1】とあるように、上映の録音や上演内容の

記録などの複製が行われていた。ここでいう「偷書」が具体的

にどのような手段によるものであるかは判然としないが、許可

を得ない録音やラジオ局での放送が書場から聴衆を引き離す大

きな脅威となっていたことがわかる。文革前には在地社会にお

いて殆ど存在しなかったテクノロジーやメディアの普及による

農村社会の娯楽には先に挙げた映画館以外にも、歌舞庁や個人

宅でも購入されるようになったテレビもあり、書場や劇場は急

速に市場が縮小していくことになった。

書場を取り巻く別の環境の大変化が起こりつつあったことを

情報が、現段階で判明する限りで最も新しい葉書に明示されて

いる。この葉書は江南地方屈指の交通の要衝である呉江県平望

鎮の書場の経営者より発出されたものである【30】。

われわれ平望書場は営利を目的とする書場です。先に

サービス網の調整のために、書場を菓子工場とすること

を希望する呉江県の領導もいました。平望鎮は〔呉江県

の〕大鎮の 1つなので、鎮政府は書場の廃止を認めませ

んでした。いままで貴兄と業務関係がありませんでした

が、現在も平望書場は存在しており、業務も以前と同じ

く成立しています。われわれ平望書場は 8月後半から 9

月 10日まで上演がありません。上演希望について月ご

とにお知らせください。

この一段が示しているのは、改革開放政策の進展によって不

動産の利用も収益を中心とする経済政策を推進する「領導」が



[20] 張盛満「1949年以后江南村
鎮地区評弾発展状况分析」
『江南社会歴史評論』第 21

期、2023年。

[21] 中共呉江市委宣伝部ほか編
『中国・同里宣巻集』南京、
鳳凰出版社、2010年、2-8頁。
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書場の「有効」活用せんとしていたこと、民衆動員や教化と

いった視点から文化政策からの書場や劇場を利用するイデオロ

ギーの側面が急速に後退したことである。このように文化政策

装置としての書場・劇場や芸能が衰退する一方 [20]、1980年代

の江南農村では廟会をはじめとする民俗の復興に伴って宣巻の

如き芸能が隆盛していくことになる [21]。

以上は、殷小虹関連葉書から得られた限定的な情報に基づく

雑感に過ぎない。本格的な研究には、彭慶鴻『辺縁人的生存之

道――近代以来個体評弾芸人研究』の如く檔案史料を全面的に

利用した分析が不可欠であるが、本稿では取り敢えず関連史料

が広く共有されることを意図してかような形式での公開を行う

ものである。

【附記】

本論の「史料編」に収録した殷小虹関係資料はエゴ・ドキュ

メントに類するものである。しかしながら、これらは彼が上演

を行うに際して書場などの関係者や芸人仲間との間で業務上の

やりとりをしたものであること、殷小虹の家族から転売を前提

として古書店に売られたものであることから、これらの公開が

関係者に不利益が及ぶ可能性はないと判断した。また、現地の

関係者に確認したところ、同様の見解が得られた。以上が、本

稿において書簡の全文を公開する判断に至った根拠である。公

開に際しての一切の責任は筆者が負うものである。

難読文字の判読作業や専門用語の理解においては蘇州市政協

文史委員会の夏氷氏にご助力を賜った。記して謝意を示したい。

なお、本稿は日本学術振興会科学研究費基盤研究 C（課題番

号 20K01019）による研究成果の一部である。

史料篇

【凡例】

・タイトルは日本語、本文は中国語（簡体字）で表記してい
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る。

・タイトルの日時は、書簡における日時が判明する場合に

はそれを、それが不明な場合には消印の日時を採用した

（複数ある場合は早い方を採用した）。

・1-30は内容や消印から古い順に配列した。31-33は日付

が分かる順に配列し、1つは日付も不明である。

・葉書情報は、「收信人地址」（受取人住所）、「收信人姓名」

（受取人氏名）、「寄信人地址姓名」（受取人住所・氏名）、「邮

戳」（消印）を整理適宜整理したものである。「邮戳」は

差し出し地と受け取り地の両方が記されているものにつ

いては両方を、片方のみが記されている場合には片方を

記した。共に不明な場合には本文に記された日時を参考

にした。

・読解の便のために、句読点の一部を変更した。

・判読不能文字は■としてある。

・当て字については〔〕内に正しい文字を記してある。

【本文】

1、1979年 10月 4日、常熟董浜書場花元より蘇州市養育巷殷小

虹宛

收信人地址：苏州市养育巷 124号

收信人姓名：殷小虹同志收

寄信人地址姓名：董浜书场

邮戳：1979年 10月 7日江苏常熟董浜

殷小虹同志：好！

20日来信，本应早日回信，因团务有变动，故拖了几天，

结果过了高桥的日期了。金声伯原拟周泾 21开书，后因顾宏伯

在珍门，故金改为国庆开书，十天，越做二张小书，金开《七侠



[22] すなわち『楊乃武与小白菜』
のことである。楊乃武与小白
菜案に関する報道における物
語化については、五味知子
「近代中国の夫殺し冤罪事件
とメディア――楊乃武と小白
菜案」山本英史編『近代中国
の地域像』山川出版社、2011

年、参照。

[23] 胡鹿鳴は厳雪亭の弟子であ
り、文革終了後初めて『楊乃
武与小白菜』を上演した。万
鳴『書壇至尊――厳雪亭伝』
上海、上海人民出版社、2016

年、457頁。
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五义》，说是 80分，碧溪小邢双档，亦是 10.1开书，今年常熟

东乡棉花丰收，采取计件制，故农村听客骤减，故业务普遍异常，

看来要等十一月种麦以后才能回升。

说书技术应该要有专利权，否则要弄得不成其局，现在偷书，

偷录音什么都有，收音机一日数档书，我说照此下去，评弹界威

胁太大了，你同意这种说法吗？

所托之事，是否与老钱研究过，小俞、小吴他们对您非常信

任，联系结果望赐回音，不久您进常了，再面晤吧！

致

敬礼

     董浜书场

     10.4花元上

     请转演出场所

2、1979年 10月 5日、呉興双林鎮工会書場沈張より江陰青陽鎮

青陽書場殷小虹宛

收信人地址：江苏省江阴县青陽　青陽书场交

收信人姓名：殷小虹同志

寄信人地址姓名：吴兴双林镇工会书场沈张

邮戳：（1）1979.10浙江吴兴双林（支）、（2）1979.10.5江苏江阴

青阳镇（支）

兄：你好！

进场先看到兄来信，令人高兴，知兄渡村满意，高桥之事，

不提也罢，提反而惹气。

这里路程是不便，昨夜在加〔嘉〕兴旅舍过了一宵，今天

乘了六个多钟头轮船方到达。夜 200人还少一个，不过如此了。

《扬》[22]胡鹿鸣 [23]热之刚做过，难免受影响，故而风头全无，

可能做做还会好些。

渡村 12月下期我们进去可好，如同意，合约盼即寄来。

这里打算做十二、三天，然后去石湖荡接玉秋下脚，早进去



[24] 呉醉艶は、徐雲志に師事した
後、名前に「亭」を用いて、
呉醉亭という芸名を用いるよ
うになった。徐雲志の弟子は、
厳雪亭、邢瑞亭、朱建亭、祝
逸亭、華士亭、華佩亭、孫珏
亭などのように、みな「亭」
という字を芸名に用いた。張
延莉『評弾流派的歴史与変遷
――流派機制的上海故事』
上海、上海音楽学院出版社、
2017年、61頁。
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与他叙叙，托老钱带来的电筒已收到，谢谢！盼来信。

祝

好

贵场方代候之   鹃人

3、1979年 10月 18日、江陰青陽鎮青陽書場から呉県横涇書場

殷小虹宛

收信人地址：苏州吴县横泾横泾书场

收信人姓名：殷小虹同志

寄信人地址姓名：江阴青阳书场吴寄

邮戳：（1）79.10.18江苏江阴青阳（支）、（2）79.10.20　江苏吴

县横泾（支）

小虹老弟：

来信收悉

心领，一切感谢，我昨日寄出一信，在信上已详告故不重复

了，我明年 4月以后未定其他已定局了，23号我到长泾。

你下来到什么地方未告我，请你先写信到江阴长泾吧。否则

我无从写信要断信了。

看见老浦告诉他我到长泾做 8天短期，再见吧。

  嘉善评弹团　吴醉亭 /艳 [24]上

  老邹代侯 10.18

4、1979年 11月 3日、崑山石牌書場呉醉亭 /艶から常熟梅里書

場殷小虹宛

收信人地址：常熟梅里书场海宁评弹团交

收信人姓名：殷小虹同志

寄信人地址姓名：昆山石牌书场嘉善评弹团

邮戳：（1）江苏石牌、（2）梅李（支）

小虹老弟，你好：

30返苏，得知你在梅里，因为你横泾来信未曾说明卸何埠，
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故就失联系，回苏知你进无夕〔锡〕，今日知道你在梅里，故特

来片问候。

我八月在此演出，下卸妙乔，长泾金德明说你 80年 1月份

有生意。叫我带信给你，请你去信联系。

青陽业务平均二百四十二客，23到长泾做短期。也是二百

二三十，日场勿开，只夜场，此地昨日第一天日夜三百四十四，

今日第二天日场二百五十六、夜场二百二十四，三笑交运了，青

阳长泾碰来碰去电影夕〔戏〕剧响勿落，现在你年档定何处，可

是苏州你下卸何埠盼告。1月上半月金村，下半月进浙江，我不

去，你近段可有好些吃肉场子介绍，否则这好进浙江。再会吧。

    吴醉亭 /艳上

    11月 3

5、1979年 11月 7日、呉県浦荘書場管麗英より常熟梅李劉園書

場殷小虹宛

收信人地址：常熟梅李龙园书场

收信人姓名：殷小虹收

寄信人地址姓名：吴县浦庄书场（11.7）

邮戳：（1）1979.11.9江苏吴县、（2）1979.11.10江苏常熟梅李

（支）

殷老师：

账单老钱会给我，很好，我们此地大约 12号剪书，还不一

定，下卸尚在联系日期，12月份我们有了，元旦我们未定，倘

有仍代接，为感。

此致

礼

     管丽英 11.7

     陆翠君代侯你

我们做一只接一只的，随便什么日期都行的。



[25] これは『蔣幹討差』や『蔣幹
盜書』の如き曲目だと思われ
る。
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6、1979年 11月 10日、江陰華墅書場周玉秋より常熟梅李龍園

書場殷小虹宛

收信人地址：常熟梅李龙园书场海宁评弹团

收信人姓名：殷小虹同志

寄信人地址姓名：江阴华墅书场周 8/11

邮戳：1979.11.10江苏常熟梅李（支）

小虹兄：

因不悉您无夕〔無錫〕后到何埠，故未能致书，希宥之，今

接来片，聆知梅李佳满，甚慰，《蒋干》[25]之多，出乎意料，舍

下给我信，甪里书场肖慧敏十回，《江南八侠》业务甚佳，看来

兄的已被人偷去在卖了，当然是无损兄的大局，弟就要比您苦

了，书短一些。承关注电影材料，弟还未悉，俟看到后，当设法

充实，最好再设法学一部，然而谈何容易也。璜泾临行，金阿姨

嘱弟寄信您，请您去一信，十八号去，还是开日场，还是开夜场，

又接程浩良同志来信，问我兄在那里，我因不知，故只告他您十

八号到璜泾，他来信叫我告您，罗店业务，请兄去信罗店和程兄

处，程兄下半月到川沙顾路书场，现在上海县莘庄书场，沈张来

信，一月份业务，托弟江阴角，但均满（不满者即不毛之地），故

还是请兄虞角代他们动动脑筋，另接老钱信，要我代夏沈接，十

二月上中两旬 20天业务，弟已托场方，奈何回音已来无巧，故

亦托兄在常熟联系联系，因弟自己力弱，自顾不暇，自己也都未

落实，签了也被人捏脱，翻脱，苦也！我十六到小昆山，这里平

平，因农忙也。

玉秋

7、1979年 11月 13日、呉県浦庄書場陸より常熟梅李龍園書場

殷小虹宛

收信人地址：常熟梅李龙园书场

收信人姓名：殷小虹收

寄信人地址姓名：吴县浦庄书场（11.13）
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邮戳：〔1979．〕11.14江苏常熟梅李（支）

殷老师：

今日收信，立即写回信，我们谈的，今年已过了，〔19〕80

年便有业务，倘有相订，望代为留意。

我们十五号剪书，十六号到无锡南门清名书场，不知你下卸

哪里，可是璜泾吗？

此致

礼

    陆、管〔丽英〕档

    11.13

8、1979年 12月 3日、浙江平湖工人倶楽部書場徐小衡より呉県

東山書場殷小虹宛

收信人地址：吴县东山书场

收信人姓名：殷小虹同志收

寄信人地址姓名：浙江平湖工人俱乐部书场徐

邮戳：（1）1979.12.3浙江平湖、（2）江苏吴县东山（支）

小虹兄：

我上一次一封信就寄到东山，今日知道你先进横泾，后进东

山，吴双档告诉我的，我今日来信告诉你，我此间一号进场，大

约近二百元数，对过平厅友档加〔嘉〕兴南湖团袁马档，重敌档，

我此间大约半月，下卸未定，希请留心为感，我 1月份还未定，

特来片告诉你。

此致

　近好

     弟

     小衡上

9、1979年 12月 9日、呉県渡村書場程浩良より呉県東山書場殷

小虹宛
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收信人地址：本县东山东山书场海宁团

收信人姓名：殷小虹同志

寄信人地址姓名：渡村书场程浩良

邮戳：（1）江苏吴县渡村、（2）1979.12.10吴县东山

小虹兄台您好：

今接来片均悉勿念，此地只开夜场一面，开上来 152人每天

有所增加，昨夜 249人，估计还能升高一些，十六日到浒关文化

站书场，元旦——10日吴淞工人俱乐部书场十一日返县集中开

会休息，希勿断联系，罗店我三日从东山归来就去一信给场方朱

玲宝同志，请重寄合约，给您说明改为都是您们海宁团，阁下

与沈张档《铁弓缘》，朱从不误事，估计这一二天您能收到，是

〔除〕非轮到他休息，迟一二天，不然不会的，玉秋兄下半月到

川沙文化馆，华强十一日到真如。再会吧，祝好。待近剪书可能

再来洗浴一次，再登门拜访，因不妨害您午睡，我浴后再来，祝

好。十二 .九

老唐同志代侯

10、1980年 1月 4日、上海呉淞工人俱楽部程浩良より德清新市

書場殷小虹宛

收信人地址：浙江德清县新市新市书场海宁团

收信人姓名：殷小虹同志

寄信人地址姓名：上海吴淞工人俱乐部

邮戳：1980.1.4.17上海■（支）

小虹兄您好：

刻接大札，知你合约已收到，沈张档在浒关时已去信告他了，

勿念，等任贵地定然烘隆为祝，做到何日，下卸何处，未见写

明，甚念，下次来信请告勿忘，这样才能免失联系，我这里是接

沪剧团枱脚（小型剧场 600客），越剧团接我枱脚，业务近二百之

数，天晴能再好一些，场方准备把阅览室、电视室拆通，改为书
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场，能容四百客，这样能专做书场，做到三月以后能实现，场方

叫刘学洲，为人很上路，江阴影管处，书场都未去信，就是给玉

秋兄一信提及一笔，恐你挂念，特此早复，下卸何地，业务情况，

希告一二为盼，此致

敬礼

      弟程浩良

      80.1.4

11、1980年 2月 19日、崑山陳茂鎮文化書場玉秋より江陰中山

講演書場殷小虹宛

收信人地址：江阴县中山公园书场海宁团

收信人姓名：殷小虹同志

寄信人地址姓名：昆山陈茂镇文化书场

邮戳：1980.2.23江苏昆山成茂（支）

小虹兄：新年好！

来片接悉，七宝确太不近情了，如此无协商余地，倒也鲜见，

现在七宝又来信，说兄已去信通知，仍按原计划，和兄大家半月，

唯华强兄嫂处之大场则要落空 20天，故此弟已去信昆山蓬阆书

场华强兄处，将情况告他们，请其示下，浒关弟也去一片，告老

赵，准 29号到三月一日开日场，江阴闻埠人多，定很热闹，弟

此很静，望代寄语老张同志，上次未及辞别致谢，因为石雄同志

未到文化〔书场〕，故我也无法到公园来告别，请他谅解，勿致

误会，此事拜托吾兄代弟解释一下，为恳。

此致

敬礼

      弟玉秋

      初四日

12、1980年 2月 21日、崑山盛茂鎮文化書場玉秋より江陰中山

講演書場殷小虹宛

收信人地址：江阴县中山公园书场海宁团
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收信人姓名：殷小虹同志

寄信人地址姓名：昆山成〔陈〕茂文化书场

邮戳：（1）1980.2.22江苏昆山成茂（支）、（2）1980.2.23江苏江

阴

小虹兄好：

弟刚发出一片，又接兄来函，前于无锡准请兄协助调度，弟

先做八月上半月，兄做下半月可也！华强兄嫂不知有信给兄否。

我处还未来信，所以大场业务，未悉他们兄嫂作何按排，深念，

兄到七宝路线：上海北站乘 15路电车到底（徐家汇）再转 92路

（中百六店后面）乘到底七宝站。

恐念再复，祝

愉快

弟玉秋上　初六日

老张同志代候好

刚欲发信，又接兄函，准遵兄嘱，弟现空

①六月上半月②九月下半月③十二月中下旬 20天

请兄按排无夕〔無錫〕可也，或其他亦可。

13、1980年 6月 6日、平湖林埭書場呉双档より常熟南門孔雀書

場殷小虹宛

收信人地址：常熟南门孔雀书场交

收信人姓名：殷小虹同志

寄信人地址姓名：平湖林埭书场吴双档

邮戳：1980.6.7浙江平湖　林家埭

小虹好友：

来片收悉，勿念那日怡园见面，不及详谈，因你难得与各位

道中见面，故大家都与您在叙谈，我不便打断你的谈话，知你下

午去吕紫霞家，真是不忘旧友，但我在家等你，当你要来，想谈
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谈杭州情况。

今来片知你业务佳满甚慰，你做到几时，何日结束，有便盼

告。

此地田忙支农故日场停演，只演夜场尚可，开上来一百五十

六，这二天近双百之数，大概决定明后天要开日场了，此地小书

面子上二档朱汉文、张文荫，一落千丈。

我昨日去平湖，马龙生在船埠等我，热情非凡，拾多年未见

面了，请我吃点心，留我吃饭，我跑过，跑勿脱，弄得真难为情。

原本我们也是有交情，他不忘旧情，也出我意料之外，真是难得，

我 15号到加〔嘉〕善大云书场，7月震泽与黎里，特此告大概 6

月 27、28返苏公休，你倘回苏，大家苏州见面吧。

     吴醉亭 /艳上

     6.6

14、1981年 1月 26日、青浦章練塘書場沈寄鵑人より常熟董浜

添智塘書場殷小虹宛

收信人地址：江苏省常熟县董浜附近（？
ママ

）添智塘书场海宁评弹

团

收信人姓名：殷小虹同志

寄信人地址姓名：青浦章练塘书场沈寄（1.25）

邮戳：（1）1981.1.26.17上海青浦（县）、（2）1981.1.27江苏常熟

董浜（所）

小虹兄：你好！

在虞谅必满意，弟廿二日来此，打算做七八天，去申逗留一

二夜，然后去陈坊桥，一号开书。

不知兄年档在何处，盼毋断音为盼，四月上兄自已去干窑，

不知芦墟兄怎样安排，我们的四月下期会否有变，上次在石雄弟

忘记问兄，请兄早作定局，免临时仓促，中旬干窑我们不去则不

妨，可在蓉湖接书连下去的。芦墟若变，弟尚需另动脑筋，盼兄

复信陈坊桥吧。
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此致

祝

好

弟鹃人

又：昨天玉秋兄来此白相，言及芦墟上半月是他们去。这样就不

妨了。

鹃人 26日

15、1981年 1月 31日、常熟春来書場何諒より蘇州市养育巷殷

小虹宛

收信人地址：苏州市养育巷 124号

收信人姓名：殷小虹同志

寄信人地址姓名：常熟春来书场何寄

邮戳：（1）1981.1.31.19江苏、（2）1981.2.2.92（支）

殷小虹同志：

你从添智堂寄来的合约、信都已收到，我在前些天寄到你家

的信，可能你已看到，关于二月下半月的事，在上次信中我已写

明，你看着决定，希望你接到这信后，就给我一封回信，以免误

事。致

礼

     何谅

     元月卅一日

师桥、太仓、海宁、常熟、望亭

16、1981年 3月 14日、桐郷濮院書場楊毅華より常熟春来書場

殷小虹宛

收信人地址：常熟　春来书场转海宁评弹团

收信人姓名：殷小虹同志收（转：梅李公社　十四大队　殷小虹同志

收）

寄信人地址姓名：濮院书场 3.14
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邮戳：1981.3.17江苏常熟　梅李（支）

殷小虹老师：您好

请你演出，业务定胜佳，来信收悉，我场 82年春节已定，

未知 82年下半年有意进否，我非常欢迎你前来，我们也是老宾

主了，已 17、8年未见，甚念，目前书场仍由我负责，此地票价

0.15，折扦 0.09，今年业务尚可，3-400，82年下半年有意者（时

间：10月之后）演期多少请注明，便于按排，“本县桐乡，梧桐书

场新开书场，老朱欢迎你进去一叙”请便回音给我，以便早日落

实，欢迎你。

此致

敬礼　　祝好

      杨敬华

      3.14

17、1981年 6月 2日、蘇州市旧学前鄒才良より無錫容湖庄書場

邢振祥宛

收信人地址：无锡市容湖庄书场

收信人姓名：邢振祥收

寄信人地址姓名：苏州旧学前 26号

邮戳：1981.6.21.9江苏苏州

邢兄：

你好！弟知你 16号荣就贵场，一切顺利，甚为念念，我顾

山 15号结束，本当做一月，但因他们已另有小书，弟为了场团

关系，让出半月，因时间不及，所以下脚脱空，我昨天去木渎小

凤处，小凤告诉我，说你们两人介绍我进你团，害你们两人吃了

不少话，弟心中一切有数，今后会报答，今特来信向你问好，天

气热了，请身体保全。

此致

祝好
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我 26号集中开会

弟邹才良 6-20

7月 1日我进吴江，不知你 1号下卸何地。

18、1981年 6月 25日、江陰南閘書場君丹より無錫解放橋蓉湖

書場邢振祥宛

收信人地址：无夕〔锡〕市解放乔〔桥〕蓉湖书场

收信人姓名：邢振祥同志收

寄信人地址姓名：江阴县南闸书场

邮戳：（1）1981.6.25江阴南闸、（2）江苏无锡

老兄：如见！

来信收悉，多蒙关心，七月一日之事，拜托吾兄，弟 30号

结束。等兄来函，返苏后代向嫂嫂等代候！一切保重，余言后叙，

场方代候，恐盼特复，这里 81年业务全满。

祝

近佳

     弟君丹敬上

     81.6.25

19、1981年 6月 26日、上海莘庄書場韓峰より蘇州市養育巷殷

小虹宛

收信人地址：苏州市养育巷 124号

收信人姓名：殷小虹同志收

寄信人地址姓名：上海县莘庄书场韩寄

邮戳：（1) 1981.6.27.10上海■（县）、（2）1981.6.28.9江苏苏州

2（支）

殷老师：您好！

来信悉，您我七宝曾见过一面，您能回忆起来的。所提几个

月我只有七月份有空，就安排在七月份吧！书目〈吕四娘三盗万

年青〉但不知此书有几回，据说有一排，到底有多少，请来信，
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即可确定具体日期，接您信后商定，我即将合约寄给您。

别无他言，祝同里业务丰满。

致

大礼！

      韩峰笔

      81.6.26

20、1981年 7月 17日、太倉老閘書場趙友伯より無錫湖浜書場

邢振祥宛

收信人地址：无夕〔锡〕市湖滨书场

收信人姓名：邢振祥同志

寄信人地址姓名：太仓县老闸书场

邮戳：（1）1981.7.18江苏太仓老闸、（2）1981.7.19江苏省无锡

市

祥兄：

您处情况定好，我处 17夜场碰头电影，业务欠佳，我 10月

份未定，我们互相关心。兄枫乔〔桥〕信可去否？不要脱空。一

切等兄回信。速覆

祝安

      赵友伯

      7.17

21、1981年 10月 25日、常州天寧書場丁振亜より宝山羅店書場

殷小虹宛

收信人地址：浙江省海宁县　县评弹团

收信人姓名：殷小虹同志

  转宝山县罗店书场　海宁评弹团　殷小虹同志收

寄信人地址姓名：常州市天宁书场

邮戳：（1）1981.10.26江苏常州、（2）1981.10.28.13浙江海宁硖
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石、（3）1981.10.29上海宝山 908（支）

殷小虹同志：好！

自从接到你八月十三号的来信后，我们计划一下后，在九月

二号就寄出上海西园书场一封信，根据你给我的空档，我们欲请

你在明年八月下半月来书场。

最近在整理计划时，才发现你近来给我答复，因此请你决定

一下，明年八月下半月如肯来，我当奉上合约签订。

务请回信。

致

礼

      丁振亚

      10.25

22、1981年 11月 20日、武進焦溪鎮書場徐小衡より呉県横涇鎮

書場殷小虹宛

收信人地址：吴县横泾镇书场交

收信人姓名：殷小虹同志收

寄信人地址姓名：武进县焦溪镇书场交

邮戳：（1）1981.11.20常州焦溪（支）、（2）1981.11.21.8苏州横

泾（支）

小虹兄：

在苏一别，弟 16号到场开书，这几天小农忙，日夜近百之

数，此间做 13天，下脚未定，请兄能否介绍横泾业务，还有常

熟天主堂，今年倘排勿进，请代安排明年业务，请兄大力，近有

书看完后交还我到苏州面谈。

此致

敬礼

      弟小衡

      场方代候
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      81.11.20

23、1982年 2月 1日、嘉善大通書場鄔建偉より常熟徐市書場殷

小虹宛

收信人地址：江苏省常熟县　徐市书场　海宁评弹团

收信人姓名：殷小虹同志收

寄信人地址姓名：浙江加〔嘉〕善县大通书场邬缄

邮戳：1982.2.1■■大通（代）

老殷同志，新年好！

首先向您致亲切的问候。谅必年档演出顺利吧。我年档在

“加〔嘉〕善县大通书场”半月至 2月 8日。下卸至今尚未定妥，

望请百忙抽空，代为关心，倘有则来信通知。

书目“黄金印”，时间 2月 11日——25日半月。关于下手

问题，我取慎重态度。要拼者，则久长而适当。望您也代为物色

介绍为盼。反正暂借、联合、试用、培养，均可。

常信不断联系。

致

礼

   邬建伟初七于

   加〔嘉〕善县大通书场

场方同志：

如殷同志已离场，则烦请转寄下只码头。　谢谢。

24、1982年 3月 19日、平湖新倉工農書場陳継良より常熟珍門

廟書場邢振祥宛

收信人地址：江苏常熟县珍门庙书场

收信人姓名：邢振祥收

寄信人地址姓名：平湖新仓工农书场陈（3.19）

邮戳：（1）1982.3.19浙江平湖新仓（支）、（2）1982．3．22江

苏常熟珍门
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振祥兄：来信悉，此地业务情况告你，16日 48人，17日 115人，

18日 130，19日场已到 103人，夜场估计 60人，府场子文化站

是女平档施琴韵一坍苦水，千子 0.072，一无津贴，从苏州到此

整整一天时间，黄埭你去信说明一下，我已是桐乡团了，浒关

回绝你真笑话，赵友伯 15进场演出了，此地我过几天和场方谈。

早复。

陈继良

如人不在请转

25、1982年 5月 1日、蘇州市曹胡徐巷徐宏達より宜興張渚鎮鶴

陽楼書場邢振祥宛

收信人地址：宜兴县张诸〔渚〕镇　鹤阳楼书场交

收信人姓名：邢团长振祥同志收

寄信人地址姓名：苏州市曹胡徐巷 40号徐

邮戳：1982.5.1江苏苏州

振祥团长您好：

知您劳动节进贵场很好，今日定业务烘隆为祝，我在苏州休

息，年老了休息也是要的，祥麟要我进太仓三市，我不进去，宜

兴角比较为可，关于丁山、下珠街、官林等地为请联系一下，我

要进来的，我见到友伯他问起珍门 5月 11号到月底何人进去，

不要王〔忘〕孙启华同志在何地演出，来信时写明，可能联系，

您处业务如何，来信吧。

再见。此致

敬礼

宏达 5.1

孙瑞华同志代候

26、1982年 5月 28日、嘉興珊鳳書場汪小泉より宝山大場書場

殷小虹宛

收信人地址：上海宝山县　大场书场
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收信人姓名：殷小虹同志

寄信人地址姓名：加〔嘉〕兴市珊凤书场汪陈（5.28）

邮戳：1982.5.29上海宝山

小虹：前奉一信谅收，此地目前确是可以做做，大花头没有，

200至 250之多，我目前 200出进之数，应 31号终，六一卸松

江县甪吊湾，农忙阶段是一滩苦水。六指头是要你做的，但他目

前的宗旨，做一档接一档或二档，过远不接，因一：怕惶。二：

公益不知何日开，所以你所约之期他不敢，你不妨约个今年日期

给他，如已定，明年可通讯他。他是欢迎你之至，你如双林有变，

请来信甪吊湾。

此致

敬礼

汪小泉

27、1982年 8月 2日、江陰月城鎮書場徐宏達より富陽長安鎮書

場邢振祥宛

收信人地址：浙江省沪杭线　长安镇书场烦交

收信人姓名：邢团长振祥同志收启

寄信人地址姓名：江阴县月城镇书场徐寄

邮戳：1982.8？？？江苏江阴

邢团长您好：

在苏一别，一号我这里开早场，日夜 114人，今天早场上升

些，夜场看上去要跌，今明连三天电影。关于我十一号下来到宜

兴开会，与您碰头，这里王继雯双档来接我，是否妥当，请来信

指示，王继雯住井冈山路 176号，我还没有与他通信。或者你直

接与他通信，谅您进贵场业务烘隆，一切顺利。盼您回信，再见。

此致

敬礼

宏达 8.2
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承同志等您按排出书双档来速来回信吧

场方代候 :

继雯我与他谈妥来此，我要等您回信，其他双档可有再好以免多

生枝节，您看吧。

28、1982年 12月 31日、蘇州市曹胡徐巷徐宏達より常熟福山鎮

書場邢振祥宛

收信人地址：常熟县福山镇书场

收信人姓名：邢振祥团长收

寄信人地址姓名：苏州市曹胡徐巷 40号徐寄

邮戳：1982.12.31.16江苏苏州

振祥团长同志，您好：

这次我在苏州不出去演出，因 5号场中要开退休会议，故我

等开会了，关与吴江县北厍书场场方来苏他到您家，不知可有见

到您。如果没有碰头我将北厍的事情告诉您，他场给您年档合约，

您尚未去信，他场很急，要您在 6号前给他信定下来，要双档进

场，大书勿要，您决定吧，谢俊良进武进东，请小衡来进北厍。

进江阴赤岸，北厍陆云舫、郑蔚雯进场的，其与您都知道了，接

到我信来回信吧，继良江阴月城再见。此致

敬礼

宏达上 12.31

场方等到 6号如勿给回信，他要到别处联系的，场方代候

29、1983年、宜興徐舍茶店書場より崇明県文化館書場邢正祥宛

收信人地址：上海市崇明县文化馆书场

收信人姓名：邢正祥同志收

寄信人地址姓名：宜兴县徐舍茶店书场

邮戳：茶舍（支）

正祥老师：您好！

自去岁分别，很是想念，不觉已近年余矣！光阴似流水，岁
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月永无情。人生相遇，机会难得。我们在短短的相处时间中，老

师对我留有极深影响，并且艺术水平高超，一致听众评价极高。

本场新辟书场，小巧玲珑，音量好，又在后进，无杂音干扰，座

位一百八十，地点适中。

今有宏达老师在本场业务较可，提及老兄，所以很想相约老

师四月十六号来本场复档，因日场“江南八侠”没有开过，故而

可以来开，如愿意相叙的话，请速来信联系而决定。专此相邀，

并祝近好。

30、1984年 7月 28日、呉江平望書場凌麗華より嘉定黄渡書場

殷小虹宛

收信人地址：加〔嘉〕定县黄渡黄渡书场

收信人姓名：殷小虹收

寄信人地址姓名：吴江县平望书场凌寄

邮戳：（1）1984.7.28 江苏吴江平望（支）、（2）1984.7.30.9上海

嘉定 804（支）

殷老师：

您的来信我已收到，承蒙为我场业务深表感谢。

我们平望书场是商业书场，在前阶段由于网点调整，吴江领

导想把书场改为糕点工场，因为平望是大镇之一，所以镇政府不

同意把书场出掉，因此未曾与您建立业务关系，现在平望书场还

是存在的，所以说业务仍旧建立的，我们平望书场八月下半月起

到 9月 10月都是空场，请您逐月安排。

殷老师：

不过还有一点要说明，我们平望对于女单档是不吃。冯月仙、

王楚人来过，业务很不好，最后请您安排业务时要证明具全的。

祝

安好

凌丽华启
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31、2月 2日、嘉興南門書場金石声より常熟徐市鎮徐市書場殷

小虹宛

收信人地址：江苏常熟县徐市镇　徐市书场烦交

收信人姓名：殷小虹同志收

寄信人地址姓名：加〔嘉〕兴市南门书场金缄

邮戳：■ .2.3，浙江嘉兴市

小虹兄，你好！

来信已悉！希请勿念！我们久未通信，能够今后加强联系，

万分高兴！我年 2档进西塘工会书场，接朱传鸣下脚！

此处新园是赵玉昆，栅凤是庞志英，加兴总的业务情况并不

理想，本则南门书场独霸一方，从去年下半年起也不续了！今年

年档还好，但场方不愿开书场，决定我下来是石雄演掉就“关

门”！ 3月起停了！

此处是饭店，旅馆附设书场，是兼营的，负责业务是加

〔嘉〕兴团杨强儿经手。

你年 2档进何处？信上未提到，请告西塘是 10号进去，我

喉咙失音，要休息几天，场方不肯放，真正在买老命。

你书筹得多，有机会向你学习学习，不多写了，此致

敬礼

     金石声

     2月 2日下午

32、2月 20日、上海新閘路鳳鳴台書場朱伝鳴より金山亭林鎮

書場殷小虹宛

收信人地址：金山县亭林镇书场交

收信人姓名：殷小虹同志

寄信人地址姓名：上海新闸路 248号凤鸣台书场朱

邮戳：（1）19??.2.20 上海（支）；（2）2.21上海金山（支）

小虹兄：
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来片悉，勿念，我处业务可以，日场满。夜场 160到 180

左右，在上海市内此地夜场算好做的，虽然书场小，220人满

座，到也蛮好做。我三月一日彭浦书场开青龙，不知是青龙还是

白虎？好坏难料，三月十六日，常熟春来接你下脚，希不断连系，

相互关怀！你谈的事，我也有此意，我们相互留意。

祝

春安

    弟朱传鸣 2.20

    陈小雯附笔

33、12月 21日、嘉善文化書場銭より呉県東山書場殷小虹宛

收信人地址：江苏吴县　东山书场

收信人姓名：殷小虹同志

寄信人地址姓名：加〔嘉〕善文化书场老钱 12.21

  上海安远路 213弄 5号严鹤亭转

殷老师：

本则卸无夕〔锡〕，因突变化，所以给您电报，实因时间局

促，回电都不及了，后来上海业务组介绍此地文化书场，所以

20号下午决定 21进此。

此地有只码头陶庄，现有 250多人，一月扫脚，11—13日

已经与场方谈妥，叫李念君、戴梅丽去，因他们托过，现在不知

卸何处，所以写信给您，听小李上信可能到您处，故请殷老师转

告小李并请速覆！

致

康健

石泉园珠 12.21



※ 本稿は日本学術振興会科学研
究費補助金「近現代中華圏に
おける芸能文化の伝播・流
通・変容」（令和 2～ 5年度、基

盤研究 (B)、課題番号：20H01240、

研究代表者：山下一夫）による成
果の一部である。
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台湾皮影戯『崔文瑞』と
海陸豊地区の『張四姐下凡』

山下　一夫

一、はじめに

筆者はここ数年、台湾の伝統的影絵人形劇――台湾皮影戯に

ついて、その歴史や特徴について検討を行ってきた。そして台

湾皮影戯は、広東省潮州（潮汕地区・海陸豊地区）に分布し、一

定の音楽・歌詞・物語を共有する、正字戯・白字戯・潮劇・陸

豊皮影戯といった演劇群と共通の祖先を持ち、台湾に伝来した

あと独自の展開を遂げたものであることを明らかにしてきた。

またその中で、正字戯と白字戯が合流し潮劇を形成した潮汕地

区よりも、両者が分化したままの海陸豊地区の方に類似点があ

ることも指摘した（山下一夫 2016、山下一夫 2017、山下一夫 2018、山

下一夫 2019、山下一夫 2021、山下一夫 2022-1、山下一夫 2022-2）。しか

しこの問題をさらに検討し、具体的な様相を解明するには、海

陸豊地区の演劇群の演目と台湾皮影戯の演目の比較作業をもう

少し進めていく必要がある。

そこで本稿では、海陸豊地区に相似形となる演目が存在する

台湾皮影戯『崔文瑞』を取り上げ、両者を比較検討することで、

潮州演劇の中での台湾皮影戯の位相をより詳しく分析していき

たい。

二、台湾皮影戯『崔文瑞』

台湾皮影戯『崔文瑞』は、現在すでに上演は行われなくなっ

ているが、管見の及んだ限りでは以下の抄本や活字本が存在す

る。
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①『崔文瑞』高雄歴史博物館皮影戯館所蔵抄本

②『崔文瑞』高雄歴史博物館皮影戯館所蔵蔡竜渓抄本（石

光生 2000：281）

③『崔文瑞』石光生点校本（高雄歴史博物館皮影戯館所蔵蔡竜

渓抄本に基づく活字本、石光生 2000：62-91）

④『崔文瑞』クリストファー・シッペール所蔵抄本

AS.ML.I-1-070（施博爾 1981：63）

⑤『崔文瑞』クリストファー・シッペール所蔵抄本

AS.ML.I-1-071（施博爾 1981：63）

⑥『崔文瑞』クリストファー・シッペール所蔵抄本（残

本）AS.ML.I-1-072（施博爾 1981：63）

⑦『崔文瑞全本』東華皮影劇団所蔵張徳成 1969年 11月 22

日抄本（李婉淳 2013：331）

⑧『崔文瑞全本』東華皮影劇団所蔵旧抄本（李婉淳 2013：

332）

台湾皮影戯は大きく分けて、高雄市弥陀区の海岸地域のグ

ループと、高雄市大社区の山間部地域のグループがあり、両者

で音楽や演目に相違が存在することもあるが、①～⑥は前者、

⑦～⑧は後者に属するため、『崔文瑞』は両方のグループで行

われている演目であることが分かる。

比較的内容が揃っている①を元に内容を纏めると、おおむね

次の通りとなる（括弧内は齣題）。

宋代のこと。秀才の崔文瑞は家が貧しく、対聯を売って

お金を稼ぎ、親を養っていた（崔文瑞登台）。崔文瑞の親

孝行ぶりを見た玉皇上帝は張四姐を下界に遣わす（四姐

下凡）。街まで対聯を売りに来た崔文瑞は張四姐に求婚

され、妖怪だと思い一度は逃げ出すものの、結局家に

連れて帰って母親に結婚の可否を尋ねることにする（崔
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文瑞売詩対）。崔文瑞は母親に張四姐との結婚を許され

る（回家見母）。王欽が崔文瑞のもとを訪ねると、崔文瑞

は張四姐が持ってきた揺銭樹から落ちてくるお金で大

金持ちになっていた（王欽出遊）。王欽は張四姐の美しさ

を見て、崔文瑞を宴に呼び出して罠にかける計画を立

てる（王欽設計）。崔文瑞は王欽に招待されたことを張四

姐に告げる（文瑞被禍）。王欽は宴の席で崔文瑞を泥棒だ

と言う（請酒中計）。王欽の訴えを受けて知府の張英が崔

文瑞を裁判にかける（勘問文瑞）。崔文瑞が捕まったと聞

き、張四姐は助けに行くことを決める（四姐聞報）。その

頃、崔文瑞は獄吏から残虐な拷問を受けていた（拷打文

瑞）。張四姐が雲に乗って監獄に押し入り、牢屋を壊し

て崔文瑞を助け出す（四姐救瑞）。獄吏は張英に張四姐が

崔文瑞を攫っていったと訴える（禁止回監）。張四姐が王

欽を殺す（王欽被殺）。張四姐は崔文瑞に、知府の張英が

自分たちを捕らえに来ると告げる（報知文瑞）。張英は張

四姐を捕らえにやって来るが、張四姐に返り討ちにされ

る（張英被迷）。張英が包公に張四姐を捕らえるよう訴え

出る（張英見包）。包公は朝廷に張四姐を捕らえるよう奏

上する（包公上奏）。朝廷の命を受けて楊文広が出陣する

（楊文広出陣）。楊文広は張四姐と戦うが、張四姐の瓢箪

の中に吸い込まれてしまう（四姐聞報）。続いて楊文広の

娘の楊蘭花が張四姐を捕らえにやって来るが、張四姐の

綑仙索に捕まってしまう（蘭花出陣）。張四姐は楊文広と

楊蘭花を引き合わせ、楊蘭花を崔文瑞に嫁がせるよう言

う（父子相会）。包公は収妖宝剣と照妖玉鏡で張四姐を捕

らえようとするが失敗する（回報文拯）。包公は魂を天界

に飛ばして玉帝に上奏し、張四姐が下界に降りた七夕皇

姑だと知る（文拯上天庭）。斉天大聖が張四姐の討伐に来

るが、戦った末に負ける（斉天下凡）。張四姐の六人の姉



[1] 其名曰《擺花張四姐思凡》。

出於鼓詞，荒唐幻妄，然鋪

設人物兵馬、旗幟戈甲、戰 

擊刺之狀，洞心駴目，可喜

可愕，亦有足觀者。段成式

〈諾皋記〉云：「天翁，姓張名

堅，字刺渴，漁陽人。」然則

謂天女姓張，固非無因也。

大略云：「張女四姐，玉皇之

女，王母所生。（王母若指西王

母，則不在天宮。此蓋因玉皇而稱

王母耳。）姊妹共七人，居斗牛

宮中。宋仁宗時，東京崔文瑞

者，貧士也，奉母居破廟中。

女與崔有仙緣，故下嫁之。崔

一旦巨富，金珠寳貨，不可算

數。富人王員外誣崔為盜，張

指揮納其賄，酷刑拷崔。女乃

入獄救崔出，盡縱獄囚，殺王

員外。指揮奏于朝，遣包拯捕

女，又為所擒，已而釋還。

奏請用楊家將討之。（此又參用

《楊家將演義》。）楊文廣、呼延

慶與戰，皆為收入攝魂瓶中。
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のようにある（董康 1959：1859-1860）[1]。

『擺花張四姐思凡』とも称する。鼓詞がもとで、内容は

荒唐無稽であるが、人物や兵馬、旗・矛・鎧などの武具、

戦いの場面の立ち回りの様子は目を見張るものがあり、

起伏に富む内容は見るに値する。段成式の「諾皋記」

に言う [2]、「天翁は、姓を張、名を堅、字を刺渴といい、

漁陽の人である。」これによれば、天女の姓が張だとい

うのは、理由がないわけではないことになる。劇のあら

すじは次の通りである。「張四姐は玉皇の娘で、王母が

生んだ。（この王母が西王母を指すのなら、天宮にいるはずはな

い。ここは玉皇と対で王母と称しているだけである。）姉妹は全

部で 7人で、斗牛宮に住んでいる。宋の仁宗の時、開封

に崔文瑞というものがいた。家は貧しく、母を養いなが

ら壊れた廟に住んでいた。張四姐が崔文瑞と仙縁がある

ため、これに嫁いだ。崔文瑞は一夜にして大金持ちとな

図一　『崔文瑞』高雄歴史博物館皮影戯館所蔵抄本

妹がやって来て、天界に戻る

よう張四姐を説得する（四姐下

凡）。張四姐は天界に戻る時が

来たと言い、崔文瑞に別れを

告げる（夫妻分別）。崔文瑞は張

四姐からもらった揺銭樹・瑠

璃杯・穿天帽・入地鞋を献上

して状元を賜る（進宝受封）。崔

文瑞は楊蘭花を娶る（高中回家）。

三、弋陽腔『天縁記』

台湾皮影戯『崔文瑞』の張四姐故

事の元は伝奇『天縁記』である。『曲

海総目提要』巻四十「天縁記」に次



復用楊家女將木桂英、李三

娘、查查公主、藍峰小姐、賽

花小姐五人，皆能駕霧騰雲，

飛沙走石，交戰時各顯神通，

復盡被收入攝魂瓶。包拯入地

府，又往佛國徧察之，皆不得

其根底。乃至南天門謁老君，

引奏玉皇，查點斗牛宮，始知

其下界三日。乃命火龍、哪

吒、齊天大聖三天將同往，令

取還天宮，及交戰復皆大敗。

訴於王母，令其姊妹六仙女共

說之，令謁玉皇，復還天上，

乃呼崔母及文瑞同昇，俱証仙

果。其所盜用天上三寳，一曰

鑽天帽，戴之則三十三天任其

獨往獨來；一曰入地鞋，履之

則十八層地府任其自出自入；

一曰攝魂瓶，用之則天神天

將皆為所攝。」其說頗仿《西

游記》、《封神演義》，各齣皆

仙女當場，戎裝武飾，他劇

所無也。（按劇指張四姐為織女，

雖甚誕妄。然《太平廣記》所載：

「唐人郭翰，乘夜臥庭中，空中有人

冉冉而下，鳳冠瓊履，曰：吾天上

織女也，仰慕 風，願託神契。如是

者凡一年。」劇蓋本此。又：「韋安

道遇后土夫人，天后以為魅物，令

正諫大夫明崇儼，用太乙符籙法治

之，不效。因致壇醮之籙，使徵八

極厚地、山川河瀆、丘墟水木，主

職鬼神之屬，其數無闕。又徵人世

上天累部八極之神，具數無闕，崇

儼請自見而索之。忽若為物所擊，

奄然斥倒，稱罪請命。其後安道隨

與俱去。夫人被法服，居大殿，奇

容異人。來朝皆華冠長劍，被朱紫

之服。」此記言：張氏靈通，包拯徧

察，不能知其根柢，天神與戰，亦

皆不勝，鋪敘點染，彷彿近之。）

[2] 段成式『酉陽雜俎』巻十四
「諾皋記上」（《酉陽雜俎校箋》，
北京：中華書局，pp.990-991，2015）

84	 中国都市芸能研究　第二十二輯

り、数え切れないほどの金銀財宝を手にした。富豪の王

員外が崔文瑞を泥棒だと誣告し、張指揮使に賄賂を贈っ

て崔文瑞に残虐な拷問を加えさせたが、張四姐が監獄に

押し入って崔文瑞を救い出し、囚人をすべて逃がした

上で、王員外を殺した。指揮使が朝廷に奏上し、張四姐

を捕らえるため包拯を派遣してもらったが、逆に捕まっ

てしまった。釈放されたあと再び奏上して、今度は楊家

将に討伐してもらうことにした。（ここで『楊家将演義』を

使っている。）楊文広と呼延慶が出陣したが、攝魂瓶の中

に吸い込まれてしまった。そこでさらに楊家女将の木
ママ

桂

英・李三娘・査査公主・藍峰小姐・賽花小姐に出陣させ

た。5人は風を喚び霧に乗り、嵐を呼び起こす神通力を

駆使して戦ったが、やはり攝魂瓶の中に吸い込まれてし

まった。包拯が地獄や仏国を見て回ったが、張四姐の正

体を突き止めることができなかった。そこで南天門に

行って老君に会い、その紹介で玉皇に奏上して斗牛宮を

調べさせたところ、張四姐が下界に降りて 3日になるこ

とが分かった。そこで張四姐を天宮に連れ戻すため火

竜・哪吒・斉天大聖の 3天将が討伐に赴いたが、戦った

末に負けてしまった。そのため王母に直訴し、のこりの

6人の姉妹を説得した上に玉皇にも謁見し、張四姐を天

界に戻してもらうことにした。崔文瑞とその母も一緒に

天界に昇り、いずれも仙人となった。張四姐は天上の 3

つの宝を盗んだ。1つを鑽天帽と言い、これを被ると三

十三天を自由に往来できるようになる。1つを入地鞋と

言い、これを履くと十八層地府を自由に出入りできる

ようになる。1つを攝魂瓶と言い、これを使うと天神や

天将もみな吸い込むことができる。」内容は『西游記』

や『封神演義』から多くを真似ており、どの幕でも軍装

の仙女が登場するのは他の劇に見られないことである。



[3] 『太平広記』巻六十八「女仙
十三・郭翰」（《太平廣記》，北
京：中華書局，pp.420-421，1961）

[4] 『太平広記』巻二百九十九
「神九・韋安道」（《太平廣
記》，北京：中華書局，pp.2375-2379，

1961）

[5] 南戯『朱文』を元に作られた
台湾皮影戯『朱文走鬼』には
羽衣説話の要素が混入してお
り（Piet van der Loon1979、Piet van 

der Loon1992：83-89）、『崔文瑞』
はこの演目とも影響関係があ
る可能性があるが、今回はこ
の問題については取り上げな
い。
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（作中では張四姐を織女としており、荒唐無稽も甚だしいが、しか

し『太平広記』には次のようにある [3]。「唐の郭翰が夜に庭で横

になっていると、空から鳳の冠を被り美しい靴を履いた人が降り

てきて、『私は天上の織女です。あなたの高潔な人柄に惹かれ、契

りを交わしたく思います』と言い、その後 2人は 1年の間ともに

暮らした。」劇はこれを元にしているのだろう。また『太平広記』

にはこうもある [4]。「韋安道が后土夫人に出会って契りを結んだ。

則天武后は后土夫人を妖怪だと思い、正諫大夫の明崇儼に命じ太

乙符籙で退治させようとしたが、うまくいかなかった。そこで壇

醮の籙によって八極厚地・山川河瀆・丘墟水木を司る鬼神に命じ

て退治させようとしたが、うまくいかなかった。さらに地上と天

上の八極の神に命じて退治しようとしたが、やはりうまくいかな

かった。そこで明崇儼が自ら退治に赴いたが、急に何物かに攻撃

されたようになって倒れ、自分が悪かったと言って命乞いをした。

その後后土夫人は、韋安道と一緒に朝廷まで拝謁にやって来た。

后土夫人は法に則った服を着ており、高殿に住み、容貌は普通の

人間と異なっていた。皆が煌びやかな冠を被り、長剣を帯び、赤

紫の服を身にまとっていた。」『天縁記』に出てくる、張氏の神通

力や、包拯が見て回っても正体が分からなかったこと、天の神が

戦っても勝てなかったことの描写は、これとよく似ている。）

『天縁記』は、台湾皮影戯『崔文瑞』にあった羽衣説話の要

素がなくなっているほか、細部が幾つか異なっているが、大筋

は一致している。『天縁記』のテキストは現存しておらず、ま

た作者や成立年代も不明である [5]。明・程万里選、明・朱鼎

臣集の散齣集『大明春』（『鼎鍥徽池雅調南北官腔楽府点板曲響大明

春』六巻、尊経閣文庫蔵明福建金氏刊本）の巻二上段に、『天縁記・

曠野奇逢』と題する一齣が収録されており（王秋桂 1984：52-62）、

男女の出会いの場面を描いていて、これが張四姐故事の『天縁

機』冒頭の崔文瑞と張四姐が出会う部分であれば、『天縁記』



[6] 王阮亭奉命祭江瀆，方伯熊

公設宴餞之，弋陽腔演《擺

花張四姐》。問所本，阮亭默

然。公語人曰：「誰謂王阮亭

博雅，今日為我難倒。」
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伝奇の成立年代は明末以前ということになる。しかし一方で、

この散齣は登場人物の名前が瑞蓮となっており、同名異作であ

る可能性もあって、確定は難しい。

清・焦循『劇説』巻四に次のような『擺花張四姐』について

の記事があり、『曲海総目提要』で『天縁記』の別名としてい

る『擺花張四姐思凡』のことだと思われる [6]。

王士禎が朝廷の命で江瀆を祀りに行く際、布政使の熊公

が送別の宴席を設け、弋陽腔の『擺花張四姐』が上演さ

れた。物語の典拠を尋ねたところ、王士禎はおし黙っ

てしまった。熊公は人に言った。「王士禎は博覧強記だ

などと誰が言ったのだ。今日わしはやり込めてやった

ぞ。」（千田大介ほか 2021：第 2冊 134-136）

ここで『擺花張四姐』を弋陽腔としていることが重要である。

弋陽腔の系統にある川劇高腔には、『張四姐揺銭樹』という清

伝奇『天縁記』や台湾皮影戯『崔文瑞』と同じ張四姐故事の

演目がある（四川省川剧艺术研究院ほか 1999：534-535）。また『揺銭

樹』と題する伝奇が現存し（全 36齣中 15齣のみ残る清抄本と、8齣

のみ残る清道光 8（1828）年春生堂抄本）、やはり張四姐故事に題材

を採っている（李修生 1997：646）。同名の演目は、やはり弋陽腔

の系統にある饒河高腔と長沙高腔の常演演目の「江湖十八本」

の中に見いだされる（白海英 2006）。

饒河高腔：『蔵孤出関』『合珍珠』『潘葛思妻』『全十義』

『古城会』『定天山』『売金貂』『三元坊』『送衣哭城』『清

風亭』『断瓦盆』『白蛇記』『揺銭樹』『下海投文』『瘋僧

掃秦』『拷打吉平』『竜鳳剣』『売水記』

長沙高腔：『八義記』『珍珠記』『鸚鵡記』『十義記』『古

城会』『定天山』『金貂記』『三元記』『長城記』『清風



[7] 宋时，秀才崔文瑞家境清贫，

卖诗奉亲，孝义感动天庭。玉

帝命四仙姑临凡，下嫁文瑞。

其友王钦见张四姐花容月貌，

做东招饮，诬文瑞为盗，贿赂

知府张英，酷刑逼罪，监禁狱

中。张四姐以赃官非法害民，

驾云入狱，毁坏监牢，救出文

瑞，惩办贪官。张英上表报奏

妖妇作乱，帝召大将杨文广领

兵征剿， 张四姐用仙法擒捉文

广。杨女兰花与之斗法，亦战

败被擒。 龙图阁学士包公摄

理阴阳，以妖妇法力高强，亲

往视察，知张四姐乃仙女下凡，

乃魂游天庭，上奏玉帝。帝以

仙缘已满，命神将及众神姑召

回四姐。张四姐与文瑞情爱缠

绵，不忍分离。至是，劝杨兰

花与文瑞联婚，自回天府而去。

崔文瑞进献四姐所赠“琉璃

杯”，赐封状元，并将张英及

王钦分别治罪。
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亭』『烏盆記』『白蛇記』『揺銭樹』『青梅会』『風波亭』

『洛陽橋』『竜鳳剣』『売水記』

張四姐故事は弋陽腔諸腔以外でも行われており、京劇『揺銭

樹』・河北梆子『端花』・桂劇『四仙姑下凡』（李修生 1997：646）・

蒲劇『四仙姑下凡』（山西省戏剧研究所ほか 1991：344）などの梆子

腔・皮黄腔のほか、宝巻『張四姐大鬧東京』（山本範子 2004）の

ような説唱もあり、また先に引いた『曲海総目提要』では鼓詞

の存在も示されている。しかし以前言及したように（山下一夫

2019：85-89）、台湾皮影戯の常演演目が弋陽腔「江湖十八本」と

重なる部分があることを考えると、『崔文瑞』もまた弋陽腔の

広東省潮州への伝播によって成立し、台湾に伝来したものと推

測される。

四、陸豊皮影戯と海豊白字戯の『張四姐下凡』

広東省潮州の側の演劇には『張四姐下凡』と題する演目が

ある。まず、潮汕地区の潮劇に『張四姐下凡』があり、『潮劇

劇目匯考』に 1930年代の上演内容が記されている（林淳钧ほか

1999：中冊 848）[7]。

宋代のこと。秀才の崔文瑞は家が貧しく、対聯を売って

お金を稼ぎ、親を養っていた。その親孝行ぶりに天が感

じ入り、玉帝は仙姑を下界に遣わして、崔文瑞に嫁がせ

た。崔文瑞の友人の王欽は、張四姐の美しさを見て、崔

文瑞を宴に呼び出した上で泥棒だと誣告し、知府の張英

に賄賂を贈って崔文瑞に残虐な拷問を加えさせ、獄中に

監禁させた。張四姐は腐敗した役人が法を破り民を害す

るのを見て、雲に乗って監獄に押し入り、牢屋を壊して

崔文瑞を助け出し、腐敗した役人を懲らしめた。張英は

妖婦が乱を起こしたと奏上したため、帝が大将の楊文広



[8] いずれも鄭守治氏より提供を
いただいた。ここに記して感
謝申し上げる。
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を召し出して討伐に赴かせたが、張四姐は仙法で楊文広

を捕らえてしまった。楊蘭花もこれと神通力で戦ったが、

やはり負けて捕らえられた。竜図閣学士の包公は陰陽の

道理を学んでおり、強い法力を持つ妖婦を自ら視察しに

行き、張四姐が下界に降りてきた仙女であることを知っ

て、魂を天界に飛ばし玉帝に上奏した。玉帝は仙縁が満

ちたとして、神将や仙女たちに命じ張四姐を天界に帰ら

せようとした。しかし張四姐と崔文瑞は愛情で結びつ

いており、別れるのが忍びなかったが、ここに至って楊

蘭花と崔文瑞に結婚するよう言い、自分は天界に帰った。

崔文瑞は張四姐からもらった「瑠璃杯」を献上して状元

を賜り、張英と王欽は処罰された。

上記内容を見る限り、伝奇『天縁記』よりも台湾皮影戯『崔

文瑞』の内容に近いと言えるが、テキストは未見である。一方、

海陸豊地区に関しては、以下 2件の演目のテキストを見ること

ができた [8]。

• 海豊白字戯『張四姐下凡』1956年 12月 17日海豊県民芸

白字劇団印

• 陸豊皮影戯『張四姐下凡』残抄本

いずれも台湾皮影戯『崔文瑞』とおおむね同内容で、特に以

下の部分は字句がよく似ている。

台湾皮影戯『崔文瑞』

（生白）子兒往街上，發賣詩對，遇著一位小娘子，苦苦愛共

子兒結締，子兒不敢主意，正來問過母親。

（夫白）做年呾，夭有一位小娘子，要共子兒結親？

（生白）正是。

（夫白）誰人為媒？
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（生白）無人為媒。

（夫白）乜人主婚？

（生白）無人主婚。

（夫白）亂呾，買賣憑中，嫁娶憑媒，無人為媒，無人主婚，

結髮乜親，今在何處？

［日本語訳］

（生）私が街で対聯を売っていたところ、1人の娘に出会い、

私と結婚したいと言ってきたのですが、私だけでは決め

られず、母上にご意見を伺おうと思いました。

（夫）そのように言うということは、つまりお前は 1人の

娘と遇い、お前と結婚したい、ということか。

（生）そうです。

（夫）誰が媒酌人をするのだ。

（生）媒酌人はいません。

（夫）誰が取り仕切るのだ。

（生）取り仕切る人はいません。

（夫）でたらめを言うな。商売は仲介人によって行うよう

に、結婚は媒酌人によって行うものだ。媒酌人もおらず、

取り仕切る人もいないで、何が結婚だ。（その娘は）今ど

こにいるのだ。

海豊白字戯『張四姐下凡』

崔文瑞：（白）告稟母親得知，子兒眠早密街賣詩，遇逢一

個娘子，要共子兒結親，母親如何主意？

張氏：（白）唉喂，亞母有著想，想你這高這大，無對親給

你。我子豈有人做媒無？

崔文瑞：（白）無人為媒。

張氏：（白）豈有人主婚無？

崔文瑞：（白）無人主婚。

張氏：（白）哼，無人為媒，就好去請。無人主婚，結乜親

麼？
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崔文瑞：（白）唉，母親，子兒一時之錯，帶著門外了。

［日本語訳］

崔文瑞：母上に申し上げます。私は朝、街に対聯を売り

に行ったところ、1人の娘に出会い、私と結婚したいと

言ってきたのですが、母上のご意見はいかがでしょうか。

張氏：おお、お前はこんなに大きくなったのに、伴侶がい

ないことを、母は心配していたのだ。我が子よ、媒酌人

はいるのか。

崔文瑞：媒酌人はいません。

張氏：取り仕切る人はいるのか。

崔文瑞：取り仕切る人はいません。

張氏：ふん、媒酌人がいないなら探せばよい。取り仕切る

人がいないで、何が結婚だ。

崔文瑞：ああ、母上、私が間違っていました。（その娘は）

門の外まで連れてきています。

陸豊皮影戯『張四姐下凡』

母白：噯噲，亞瑞我子噲，亞母就一夜睡著有惦記想，想你

食到這高這大，想愛個人給你。…（略）…亞瑞噲，娘仔

有人主婚無？

生白：母親，無人主婚。

母白：有人媒無？

生白：無人為媒。

母白：愛悽慘噲，無人主婚，無人為媒，去結你骨頭親，文

瑞你真真不孝呀。

［日本語訳］

母：ああ、我が子文瑞よ、お前はこんなに大きくなったの

に、伴侶がいないことを、母は夜寝ている間もずっと心

配していたのだ。…（略）…文瑞よ、娘と取り仕切る人

はいるのか。

生：母上、取り仕切る人はいません。



[9] 陆丰皮影多了一句诙谐道白
（划横线处），其余文字和台湾

皮影的大多相同。
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母：媒酌人はいるのか。

生：媒酌人はいません。

母：なんとひどい話だ、取り仕切る人がいず、媒酌人もい

ないのに、結婚をしようと言うのか。文瑞、おまえは

まったくひどい親不孝者だよ。

なお鄭守治もこの部分を挙げ、次のように述べている（郑守

治 2010：182）[9]。

陸豊皮影戯はおどけた台詞を 1つ増やしているが（傍線

部）、それ以外の文字は台湾皮影戯とおおむね同じであ

る。

ただし鄭守治は陸豊皮影戯『張四姐下凡』のテキストは挙げ

ず、海豊白字戯『張四姐下凡』のテキストを「陸豊皮影戯のも

の」として引用し、これのみを台湾皮影戯『崔文瑞』と比べて

いる。「傍線部」と言っているのも、海豊白字戯『張四姐下凡』

のテキストの「唉喂，亞母有著想，想你這高這大，無對親給你。

（おお、お前はこんなに大きくなったのに、伴侶がいないことを、母は心

配していたのだ。）」の部分である。陸豊皮影戯でも海豊白字戯の

テキストを上演できるからということかも知れないが、資料自

体に「海豊県民芸白字劇団印」と書かれている以上、これを陸

豊皮影戯のものとみなすことはできないだろう。なお海豊県民

芸白字劇団は、1950年に葉本南や卓孝智が中心となって組織

された人戯の白字戯の劇団で、後の海豊県白字戯劇団の前身で

ある（中国戏曲志编辑委员会ほか 1993：385-386）。

また鄭守治の口ぶりでは、他の部分も文字が共通しているか

のように取れるが、プロットは似通っているものの、文字の共

通は少ない。例えば張四姐が登場する場面の唱詞は次の通りで

ある。
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台湾皮影戯『崔文瑞』

旦唱：離了天宮，諸般寶貝藏在身。下凡來締結，偕老稱我

心，都是前生只以今世。伊人行孝感動天地，匹配三月完

婚期，奉命依舊返歸天。

［日本語訳］

（旦唱う）天宮を離れたが、さまざまな宝は身につけて持っ

ている。下界に降りて私の心にかなう方に嫁ぐのは、前

世が今生に報いるから。あの方は親孝行で天を感じ入ら

せたので、三月の間だけ連れ添って結婚を終わらせ、そ

の後は命を受けて元通り天に戻る。

海豊白字戯『張四姐下凡』

張四姐：（唱）離了蓬萊下凡，引惹天仙下凡來。今日下凡

來締結，霎時相會密街中。

［日本語訳］

（張四姐唱う）蓬萊を離れて下界に降り、天仙が招かれて下

界にやって来た。今日下界であの方に嫁ぐ、もうすぐ街

の中で出会うはず。

陸豊皮影戯『張四姐下凡』

張曲：（唱）離了蓬萊下凡，天仙感動行孝人。今日下凡來

持結，妾身相會木街中。

［日本語訳］

（張唱う）蓬萊を離れて下界に降り、天仙は親孝行者に感じ

入る。今日下界であの方に嫁ぐ、私は街の中で出会うは

ず。

一見して分かるように、海豊白字戯『張四姐下凡』と陸豊皮

影戯『張四姐下凡』は文字の共通が多い上に、各句の字数も同

じであるのに対し、台湾皮影戯『崔文瑞』は一部文字が共通し

てはいるものの、各句の字数が異なっていて、曲牌自体が異な

る可能性がある。
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とはいえ、海豊白字戯『張四姐下凡』と陸豊皮影戯『張四姐

下凡』は、台湾皮影戯『崔文瑞』と比べた場合には似ていると

いうことができても、両者の間にはかなりの相違がある。例と

して崔文瑞と張四姐が出会う場面を比較すると次の通りとなる。

台湾皮影戯『崔文瑞』

生白：今那是天上呂洞賓來趕我，亦袂著子。

旦白：呂洞賓未到，何仙姑來了。

生白：呀，小娘子，我看許大路人馬儕儕，被人看見不便，

我正從小路而來，娘子爾做乜向快就來？

旦白：君子爾識古人呾？

生白：古人做年呾？

旦白：有緣千里來相見。

［日本語訳］

生：これで天上の呂洞賓であっても、私に追いつくことは

できないだろう。

旦：呂洞賓が来る前に、何仙姑がやって来ましたよ。

生：やや、娘さん、あの大通りは人や馬がたくさんいるの

で、人に見られるとまずいと思い、小道からやって来た

のに、お前はどうしてそんなにはやく来れたのだ。

旦：貴方は昔の人がこう言ってるのをご存じないのでしょ

うか。

生：昔の人はどのように言っているのだ。

旦：縁があれば千里の先からでも会いに来る、と言ってい

ます。

海豊白字戯『張四姐下凡』

崔文瑞：（白）呂洞賓都趕我不著。

張四姐：（白）許呂洞賓都無，何仙姑就有個著此。

崔文瑞：（白）呵呵，妖怪，妖怪。

張四姐：（白）君子，我是人。

崔文瑞：（白）是人，我不信你。
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  …（略）…

張四姐：（白）君子噲，既然不信，人呾：“人行路有影，妖

怪行路無影”，我行兩步給你看。

崔文瑞：（白）要行，行到向堤畔去，勿行到小生面頭前。

張四姐：（白）君子噲，今有影無？

崔文瑞：（白）有影亦唔相信你。

［日本語訳］

崔文瑞：これで呂洞賓であっても、私に追いつくことはで

きないだろう。

張四姐：かの呂洞賓はおりませんが、何仙姑ならここにい

ますよ。

崔文瑞：やや、妖怪め、妖怪め。

張四姐：貴方、私は人間ですよ。

崔文瑞：人間だと、お前のことは信じないぞ。

  …（略）…

張四姐：貴方、信じないと言うのなら、人間が歩くと影が

できますが、妖怪が歩くと影はできない、と申します。

私が 2歩歩いてごらんに入れましょう。

崔文瑞：歩くと言うなら、あの堤の畔まで行ってくれ、私

の前まで歩いて来るな。

張四姐：貴方、いま影はあるかしら。

崔文瑞：影があってもお前のことは信じない。

陸豊皮影戯『張四姐下凡』

生白：夭頂個呂洞賓仙無趕我著。

旦白：呂洞賓仙是無，何仙姑有個在這。

生白：你是鬼。

旦白：我是人。

生白：你四人阮這棚搭外人。

旦白：你不信，人行路有影，鬼行路無影，待我行二步給你

看，君子噲，有影無影？
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生白：有影無影我都不信，俺平平是紙影。

［日本語訳］

生：さすがの呂洞賓であっても、私に追いつくことはでき

ないだろう。

旦：呂洞賓はおりませんが、何仙姑ならここにいますよ。

生：お前は幽霊だ。

旦：私は人間です。

生：お前たち 4人は、私のこの戯棚に別の人を出すのだろ

う。

旦：信じないと言うのなら、人間が歩くと影ができますが、

妖怪が歩くと影はできません。私が 2歩歩いてごらんに

入れましょう。貴方、影はありますか、それとも影はあ

りませんか。

図二　陸豊皮影戯『張四姐下凡』
生：影があっても影がなくても、

私は信じない。私は良くも悪く

も影絵だ。

海豊白字戯『張四姐下凡』と陸豊皮

影戯『張四姐下凡』は、両方とも「人

行路有影，妖怪［鬼］行路無影（人間

が歩くと影ができますが、妖怪が歩くと影は

できません）」というフレーズを使って

おり、またどちらにも現れる「有影」

という表現は、「影がある」という意

味のほか、閩南語で「本当である」と

いう意味があり、両者を重ねることで

面白みを出している。しかし台湾皮影

戯『崔文瑞』はどちらも無く、内容が

大きく異なっている。

ただ一方で、陸豊皮影戯『張四姐下
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凡』は、海豊白字戯『張四姐下凡』にない表現がある。まず、

「有影」の影という字から、「紙影（影絵）」という表現を引きだ

しており、また「平平（良くも悪くも）」という表現を、平面の

影絵人形の意味に重ねている。すなわち、陸豊皮影戯『張四姐

下凡』はここで、影絵人形劇であることに絡めたメタな台詞を

展開しているのである。ここから陸豊皮影戯『張四姐下凡』は、

ある段階から人形劇に特化した内容を発展させ、海豊白字戯

『張四姐下凡』と異なる台詞を作り上げていったことが推測さ

れる。

五、おわりに

前稿で述べたように、台湾皮影戯や広東省潮州の正字戯・白

字戯・潮劇・陸豊皮影戯には、説唱である潮州歌冊に由来する

演目が一定数存在する（山下一夫 2022-2：63）。しかし潮州歌冊に

張四姐故事を演じるものは見当たらないため、台湾皮影戯『崔

文瑞』・潮劇『張四姐下凡』・海豊白字戯『張四姐下凡』・陸豊

皮影戯『張四姐下凡』は、純粋に弋陽腔に由来する演目という

ことになるだろう。この問題に関連して、筆者は前稿で次のよ

うに述べている。

鄭守治が台湾皮影戯の演目を、「由来」に基づく「正字

戯由来の演目」「潮州歌冊由来の演目」と、陸豊皮影戯

にもあるかどうかで考える「陸豊皮影戯と共通する演

目」に分けたことは、整合性という点で問題があること

を先に述べた。ある演目がどの劇種で行われているかは、

潮劇の例を見ても「はやり廃り」が関わっており、それ

は陸豊皮影戯も同様である。もちろん鄭守治もその点は

認識した上でこうした分類を行ってはいるのだろうが、

そうすると今度は「潮調布袋戯と共通する演目」という

カテゴリーも必要になることになる。しかしそう考える
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と、やはり他劇種との共通という軸を設定するのは好ま

しくなく、分類の上では「正字戯由来の演目」と「潮州

歌冊由来の演目」という軸だけを採用した上で、それ以

外にどのような由来を持つ演目が存在しているのかを、

同根の白字戯や潮調皮影戯の状況も検討しながら分析す

るのが、今後台湾皮影戯の成立を考えてゆくのには有効

だろう。（山下一夫 2022-2：74-75）

台湾皮影戯『崔文瑞』は、内容が陸豊皮影戯『張四姐下凡』

と共通してはいるものの、一方で潮劇『張四姐下凡』・海豊白

字戯『張四姐下凡』の存在を考えると、上に引用した「正字戯

由来の演目」と「陸豊皮影戯と共通する演目」を分けるのは妥

当ではないという話はここでも成り立つことになる。そうする

と台湾皮影戯『崔文瑞』は、「正字戯由来の演目」と「潮州歌

冊由来の演目」の二分法のもとで、潮劇『張四姐下凡』・海豊

白字戯『張四姐下凡』・陸豊皮影戯『張四姐下凡』とともに前

者に属するもの、とすべきだろう。

また今回の検討によって、（一）陸豊皮影戯『張四姐下凡』

は同じ影絵人形劇である台湾皮影戯『崔文瑞』よりも海豊白

字戯『張四姐下凡』とテキストが近いこと、（二）陸豊皮影

戯『張四姐下凡』は影絵人形劇特有の台詞を発展させているが、

台湾皮影戯『崔文瑞』にはそうした要素がないこと、の 2点が

確認された。ここからは、海豊白字戯と陸豊皮影戯はある段階

まで共通の祖先を持っていたのが、後者は人形劇として分化し

たのに対し、台湾皮影戯はかなり早い段階でこれらから分かれ

つつも、台本の上では人形劇としての特性を発展させていない

可能性が推測される。そしてそれは、広東省潮州から台湾に移

民した人々が台湾で人戯を形成できなかったため人形劇で代替

したという（山下一夫 2018）、前稿で展開した説を補強するもの

としても考えることができるだろう。
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清代北京における岳飛故事戯曲

千田　大介

1. はじめに

明代、戯曲・芸能で育まれた虚構のエピソードの間を通俗歴

史書で埋めつつ構成する形で作られた講史小説は、清代初・中

期に至って、英雄個人の事績に重きを置き、歴史書に頼るこ

となく書き上げられた一連の通俗的な歴史小説、いわゆる英

雄伝奇小説へと発展していく。『説唐』とその続編、『飛竜全

伝』、『五虎平西・平南』といったこれら英雄伝奇小説の影響力

は、伝統劇や伝統芸能にそれらに見えるキャラクターやストー

リーを描くものが多いことからも明らかである。

この英雄伝奇小説と伝統劇の関係について、従来は後者が前

者に基づいて作られたと考えられており、伝統劇の劇目辞典の

類では、大半がそのように記述されている。しかし、伝統劇目

の内容を子細に検討すると、小説とかけ離れているものも少な

くない。筆者はさきに、清代北京で行われた内府本伝奇『西

唐伝』・京腔通俗伝奇『三皇宝剣』や北京皮影戯台本への検討

を通じて、三休樊梨花故事が京腔通俗伝奇を通じて育まれ小

説『説唐三伝』の成立に影響を与えた蓋然性が高いとの結論を

得るとともに、京劇などの伝統劇に京腔の影響が残っているこ

とが小説との差異を生じた原因であることを明らかにした [1]。

しかるに通俗歴史故事は、扱う朝代ごとに形成や受容のされ方

が異なると思われるので、樊梨花故事の事例をただちに一般化

することは躊躇われる。

そこで本稿では、清代北京で行われた岳飛故事戯、すなわち

岳飛故事に取材した劇を取り上げる。岳飛は抗金の英雄である



[2] 千田大介 1997。

[3] 上田望 2000参照。

[4] 『説岳全伝』は序に見える
「甲子」を、康熙二十三
（1684）年・乾隆九（1744）年
のいずれと取るか、見解が分
かれている。この件について
は、本稿の趣旨とは外れるの
で、踏み込まないこととする。
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ため、金朝と同じ女真族の王朝である清代の北京において、岳

飛故事も禁止されないまでも、手放しで歓迎されるものでな

かったことは自明である。従って、京腔通俗伝奇の影響が極め

て小さく、小説と戯曲との関係も樊梨花故事とは大きく様相が

異なると考えられる。北京における岳飛故事戯への検討を通じ

て、英雄伝奇小説と伝統戯曲との関係、さらには京劇レパート

リーの重層性についても、些か考えてみたい。

2. 岳飛故事の雑劇・伝奇

筆者はかつて岳飛故事の変遷について検討し、元明代の戯

曲・小説で岳飛の殺害と鎮魂に興味が注がれていたのが、明末

になってようやくその武功に主眼が置かれるようになったこ

とを明らかにした [2]。すなわち、『東窓事犯』雑劇、『精忠記』

伝奇は岳飛没後の秦檜の因果応報を主に描き、明代の小説『中

興演義志伝』・『武穆精忠伝』なども、それら戯曲にも描かれる

部分を除くと概ね史実通りの叙述に終始しており、通俗歴史書

からの引用も多く [3]、虚構としての岳飛の英雄譚は未発達で

ある。明末清初になると、『牛頭山』・『如是観』・『奪秋魁』な

どの岳飛の武功に主眼を置いた伝奇が、主に蘇州派の戯曲作家

によって作られ、それらを総合する形で清代に銭彩の小説『説

岳全伝』が登場する [4]。

以下では、まず主要な岳飛故事戯について、概要を紹介する。

2.1.『東窓事犯』雑劇

元の孔文卿撰、『元刊雑劇三十種』本が現存するが、明代の

雑劇選集等には収録されない。現存する岳飛故事の通俗文学テ

キストとしては、最も古い。

楔子：朱仙鎮にて金軍と対陣する岳飛は朝廷に召還される。

第一折：謀反の罪に問われた岳飛は無罪を主張するが受け

入れられず、岳雲・張憲とともに処刑される。
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第二折：地蔵が呆行者に姿を変え、杭州郊外の名刹・霊隠

寺に詣でた秦檜の悪事を揶揄する。

楔子：何宗立は、呆行者を捉えるべく東南第一山に赴いて

地蔵王に遭い、地獄に送られる秦檜を見る。

第三折：岳飛らの霊魂は、高宗の夢枕に立って冤罪を訴え

る。

第四折：20年を経て何宗立は孝宗に復命し、秦檜が地獄

に落とされたことを報告する。

「東窓事犯」は、秦檜が夫人と東窓の下で岳飛殺害の謀議を

凝らしたことを指す。この故事は元代の『湖海新聞夷堅續志』

前集巻二「警戒門」にも収録されており、当時、広く行われて

いたことがわかる。

2.2.『精忠記』伝奇

無名氏撰、『六十種曲』本は三十五齣、富春堂本（『岳飛破虜

東窓記』）は四十齣。『永楽大典』「戯文十五」に『秦太師東窓事

犯』が著録され、徐渭『南詞舒録』「宋元旧編」には「秦檜東

窓事犯」が著録される。宋元南戯に起源し、改編を重ねて現在

のテキストに至ったと考えられている。

物語内容は『東窓事犯』雑劇と大差ない。すなわち、岳飛の

武功を描くのは第三～八齣のみで、第九～二十二齣は秦檜の岳

飛召還から殺害に至るまでを描き、第二十三～三十五齣で秦檜

の因果応報が扱われている。

2.3.『牛頭山』伝奇

李玉撰、全二十五齣、清抄本が『古本戯曲叢刊三集』に収録

される。李玉は明末清初の戯曲作家で、実演向けの崑曲伝奇を

多数製作し、蘇州派の領袖に位置づけられる。

岳飛が東京留守を解任されたのを機に、兀朮（完顔宗

弼）は宋に侵攻し東京を占領する。康王は行宮から逃れ、
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湖広界まで逃げ延びる。岳飛は高宗を救援し、牛頭山に

立てこもる。岳雲は夢に九天神女から錘術を授かり牛頭

山を目指すが、誤って浦州解良の牛頭山に到り、叛臣・

杜充を討ち取り、女将・鞏金定と婚約する。岳雲は湖広

の牛頭山に急行し、父を助けて金軍を退ける。

歴史上、牛頭山は南京の南に位置し、黄天蕩で韓世忠に敗れ

老鵲河から逃走する金の兀朮を、岳飛が追撃した戦場である。

2.4.『奪秋魁』伝奇

朱佐朝撰、『古本戯曲叢刊三集』所収の雍正間平妖堂抄本は

二十二齣、『岳飛故事戯曲説唱集』所収の清初永慶堂抄弋陽腔

改編本（中国芸術研究院戯曲研究所蔵）は二十四齣、天理図書館蔵

本（以下、天理本）は三十二齣。

朱佐朝は清初の戯曲作家で、李玉らと交流があった。

緑林の好漢牛皐・王貴は、岳飛を訪い兄弟のちぎりを

結ぶ。岳母は岳飛の背に「精忠報国」の四字を入れ墨し

て、応試を促す。岳飛は小梁王・柴貴を撲殺し武状元と

なるも、死罪に問われるが、理刑の張世麟により放免さ

れる。さきに崔縱は金に使いして節を屈せず死んだが、

秦檜は彼を誣告する。流刑に処せられた崔の娘・蓮姑は、

牛皐に救われる。岳飛らは楊么を平定し、岳飛は張世麟

の娘と、牛皐は崔蓮姑と結婚する。

2.4.1.『奪秋魁』天理本について

『奪秋魁』諸本のうち天理本は、黄仕忠 2010によってその

内容が紹介された。結末部分の八齣で岳飛・牛皐の結婚と金と

の戦いを描いているが、これらの内容は『古本戯曲叢刊』本・

永慶堂本に見えない。

これについて、黄仕忠 2010は以下のように述べる。



[5] 「其中《哭君》、《飛報》、《促

程》、《對陣》、《虜遁》五出，

均屬反金、抗金情節，叢刊

本當因違礙而刪。又《議婚》、

《遣冲》、《迎娶》三出，演岳

飛、牛皐娶妻事，或因原劇枝

蔓而刪。」（p.165）

[6] 『奪秋魁』諸本については、
羅旭舟 2016上編第二節「《夺
秋魁》辨析」が詳細に論じて
いる。
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そのうち、「哭君」・「飛報」・「促程」・「対陣」・「虜遁」

の五齣は、いずれも反金の内容で、金に抵抗する話であ

り、『叢刊』本ではタブーに触れるため削除されたのだ

ろう。また「議婚」・「遣冲」・「迎娶」の三齣は、岳飛・

牛皐が妻を娶ることを演じており、あるいは元の劇が煩

瑣であるために削られたのかもしれない。[5]

天理本では、第二十五齣「哭君」の後、第二十六齣「飛報」

で、兀朮が攻め寄せ牛頭山に布陣したとの報が届き、宗沢は

張・崔二人の岳飛・牛皐への嫁入りを急がせる。第二十七齣

「遣冲」・齣二十八齣「迎娶」で、岳飛・岳母は、張小姐の七煞

凶曜を解くため、牛皐に賊に扮して嫁入り行列を襲わせ、二十

九齣「促程」で二人の花嫁を迎え入れるや、岳飛・牛皐らは慌

ただしく出陣する。敵が目前に迫りながらも嫁入りを優先する

のは緊張感を欠いており、牛皐の猿芝居が喜劇的な趣向である

ことと相俟って、確かに煩瑣な感を受ける。

第三十齣「対陣」・第三十一齣「虜遁」で、岳飛は兀朮を打

ち破り、第三十二齣「団円」で凱旋した岳飛らが昇進する。こ

こで注目されるのが、天理本の兀朮は丑によって演じられる点

である。『精忠記』等の他の伝奇、更には現代の京劇や地方劇

でも、一般に兀朮を演ずるのは浄であるので、通例を破って道

化役である丑とする天理本からは、女真の金をことさらに貶め

る意図を読み取ることもできる。

以上から黄仕忠の見解は妥当であり、天理本が『奪秋魁』の

本来の姿を留めていると考えられている [6]。

2.5.『如是観』伝奇

 別名『倒精忠』。清・張大復撰、全三十齣で、『古本戯曲叢

刊三集』に康熙五十三年抄本が収録される。
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秦檜・岳飛が文武状元になってまもなく、靖康の変が

おこる。秦檜の妻・王氏は兀朮を誘惑してとり入り、夫

婦で臨安に戻って間者となる。岳飛は宗沢から北伐の遺

嘱を受け、母により「精忠報国」と入れ墨され、たびた

び金を破る。秦檜は岳飛を召喚して害そうとするが、岳

飛は計略を看破して兵を引かず、兀朮を撃破、五国城よ

り徽宗・欽宗を救出し、秦檜夫婦は凌遅に処せられる。

別題の『倒精忠』は、『精忠記』の悲劇的結末を顛倒させて

いることに基づく。

3. 清代北京の岳飛故事戯

3.1. 京腔（崑曲・弋陽腔）

清代の北京では崑曲と弋陽腔を兼ねて演ずる「京腔」（北方崑

曲）が主流であった。京劇は、一般に 1790年、乾隆帝の 80歳

祝賀の際に徽劇の劇団が北京に進出した、いわゆる「四大徽班

晋京」に起源するとされるが、当初は吹腔が用いられるなど後

の京劇とは様相が大きく異なっており、京腔が主流である状況

が長らく続いていた。漢劇の北京進出を経て皮黄腔のスタイ

ルが確立し、北京梨園における圧倒的地位を獲得するのは、い

わゆる「同光十三絶」が活躍した 19世紀末以降の晩清時期に

なってからである。

京腔を構成する崑曲と弋陽腔は、いずれも南曲系の声腔であ

り、台本にはある程度の互換性があった。『新定十二律京腔譜』

に、同じ伝奇の崑曲・弋陽腔の曲譜を重ねて収録している例が

散見されるので、明清伝奇はいずれも北京で上演された可能性

がある。従って、ある戯曲が北京で上演されたか否かは、北京

における上演記録が存在する、北京で用いられた台本が現存す

る、といったコンテクストから判断する必要がある。

台本の来歴から北京で上演されたことが確実であるのは、清
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朝宮廷に由来する、いわゆる内府（南府・昇平署）本、北京の王

府から流出したとされる清蒙古車王府曲本、それと北京で形成

された京劇の台本ということになる。

内府本は宮廷演劇の台本であるが、民間で演じられていた劇

を取り入れ改編したものが多数を占めるので、北京における上

演状況が記録されたタイムカプセル的な資料としての側面を持

つ。ただし、台本には必ずしも年代が明記されず、また宮廷で

の上演に合わせて整理・改編されていることが多いので、注意

が必要である。

このほか『俗文学叢刊』に収録される台湾中央研究院所蔵の

戯曲・俗曲コレクションも、京劇・崑曲などは多くが民国時期

の北京で収集されたものである。

清代北京で演じられていたと思われる京腔系の岳飛故事戯に

は、以下のものがある。

3.1.1.内府本

『故宮珍本叢刊』

• 崑腔単出戯

「掃秦」

• 崑腔単出戯曲譜

「刺字」、「秦本」、「奪秋魁」（光緒 28年）

『中国国家図書館蔵清宮昇平署檔案集成』

「刺字」（咸豊 2年）二本

3.1.2.『俗文学叢刊』

•  崑曲

「交印」、「刺字」、「牛頭山」

3.1.3.車王府曲本

• 崑曲

「掃秦」、「謗閻」

いずれも折子戯か、長くて四・五齣程度の長さのものに限ら



[7] 陸萼庭 2002第四章「折子戲
的光芒」参照。

[8] 『欽定台規』巻二十五「五城
七」第一・二葉に「京師內城，
不許開設戲館，永行禁止。城

外戲館，如有惡棍借端生事，

該司坊官查拿」と見える。
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れる。明末清初以降、崑曲の上演が全本上演から折子戯中心に

変化していったことは夙に指摘されているが [7]、康熙年間に

既に常設の屋内上演施設である「戯館」が複数存在していた北

京ではなおのこと [8]、2～ 4時間程度の上演時間に収まり、商

業上演に適した折子戯上演が中心であった。

年代が記される内府本は、いずれも咸豊・光緒など清代後期

のものである。この時期は、宦官による上演のほか、民間の俳

優に宮中で上演させる、いわゆる「内廷供奉」が行われていた

時期である。このため、これら内府本は、乾隆年間以前の古い

台本を継承したものとも、清代後期に内府に持ち込まれたもの

とも、いずれとも解釈できる。

3.2. 花部・京劇

いわゆる四大徽班晋京後、北京に定着した徽班は、京腔の雅

部に対して花部と呼ばれ、その声腔は乱弾とも称された。それ

が変革を重ねて最終的に皮黄腔を用いる京劇へと変化すること

になる。

3.2.4.花部・京劇の劇目

比較的早い時期の花部の劇目リストとしては、『春台班戯目』

と『慶昇平班戯目』が知られる。

『春台班戯目』は、四大徽班の一つである春台班のレパート

リーのリストで、顔長珂 2013に影印が収録される。封面には

「乾隆三十九年巧月立」と大書されるが、余三勝・王九齢らに

言及することから、原本の成立が乾隆年間に遡る可能性は残る

ものの、実際には道光二十年代頃、19世紀中葉の状況を反映

していると考えられる。顔長珂 2013は方国祥の手になるもの

と推測している。

『慶昇平班戯目』は、周明泰『道咸以来梨園繋年小録』の

「公暦一八二四年道光四年甲申」項に収録され、以下のように

説明される。



[9] 「退奄居士藏舊戲目一冊，系

道 光 四 年 慶 升 平 班 領 班 人

沈 翠 香 所 有 之 物。 戲 目 共

二百二十七出，封面寫道光

十二載閏二月嵇永林嵇永年。」
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私、退奄居士は古い戯目を一冊蔵している。道光四年の

慶昇平班を率いた沈翠香の所有物であった。戯目は計二

百二十七の劇を収めており、封面には「道光十二載閏二

月、嵇永林・嵇永年」と記されている [9]。

『春台班戯目』と同様に、道光年間の状況を反映している。

これら二種の劇目一覧は、京劇の発展過程を考察する上で欠

かせない資料である。一方、京劇の劇目については、『京劇劇

目辞典』が清代から中華人民共和国成立後まで、上演資料や刊

行物・現存台本などを元に網羅的に収集している。

花部・京劇の台本としては、内府本・車王府曲本・『俗文学

叢刊』本が比較的古い。

3.2.1.内府本（『故宮珍本叢刊』）

• 乱弾単齣戯

「岳家荘」、「朱仙鎮」、「八大錘」、「牛頭山」、「胡迪謗閻」

• 各種題綱

「岳家荘」、「鎮潭州」、「朱仙鎮」

3.2.2.車王府曲本

• 乱弾

「岳家荘」、「岳侯訓子」、「挑華車」、「鎮潭州」、「洞庭湖」、

「八大錘」、「罵閻」、「遊地府」

3.2.3.『俗文学叢刊』

•  京劇

「挑華車」、「岳家荘」、「鎮壇州」、「洞庭湖」、「八大錘」、

「現銅橋」、「請宋霊」

3.2.3.その他の京劇の台本

京劇の台本については、個別の唱本の類が清末以降、大量

に刊行されているが、台本を網羅的に収集したものとしては、

『戯考』が最も早い。『戯考』は王大錯編、1915年から 1925年

にかけて全四十冊が刊行され、台本約 600種を収録する。



[10] 「正要尋個弋腔好教習，學成

送去，無奈遍處求訪，總再沒

有好的。今蒙皇恩特著葉國楨

前來教導，此等事都是力量做

不來的。」（朱家溍、丁汝芹 2007 

p.9）
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以上の岳飛故事の折子戯について、各目録の収録状況、現存

テキスト、また各種伝奇および散齣集『綴白裘』の収録状況、

小説『説岳全伝』の該当回などをまとめたのが、次ページの表

である。

4. 岳飛故事戯の特徴

4.1. 京腔（崑曲・弋陽腔）の劇目

表で「崑」とあるのは、内府本や『俗文学叢刊』で崑曲に

分類されるものである。弋陽腔（高腔）のものは見あたらな

い。またそれら折子戯の大半が『綴白裘』にも収録されている。

『綴白裘』は乾隆年間の蘇州の人である銭徳蒼が編纂・刊行し

たもので、当時の蘇州梨園の状況を反映していると考えられる。

蘇州織造の李𪹕の「弋陽腔教習葉国楨到蘇州折」（康熙三十二

（1693）年）に以下のように見える。

弋陽腔の良い教師を探して、学び終えたものを送ろうと

思いましたが、いかんせんどこを探しても良い教師が見

当たりません。今、かたじけなくも葉国楨を教導にお使

わしいただきましたが、これらの事は我が力では成し遂

げられませんでした。[10]

蘇州織造は蘇州の梨園を管轄しており、俳優を養成・選抜し

て北京の内府に送っていたが、弋陽腔の上演を教えられる人材

が見つからず、内府からの派遣を請うている。ここから蘇州で

は清初の段階で、少なくとも知識層の鑑賞に耐えうる水準の弋

陽腔が途絶えていたことがわかる。

従って、北京で行われていた岳飛故事の崑曲折子戯と、『綴

白裘』所収折子戯が重なるのは、それらが南北を問わず、崑曲

でしばしば演じられるレパートリーであったことを示している。

それらの大半は、清初の『牛頭山』・『如是観』（『倒精忠』）・
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折子戯題目 別称 春台班
戯目

慶昇平
班戯目 雑劇・伝奇 綴白裘 内府 車王府 俗文学

叢刊 戯考 京劇劇
目辞典 説岳全伝

槍挑小梁王 ◯ 12-13

潞安州 ◯ ◯ ◯ ◯ 15-16

雄州関 ◯ ◯ ◯ 16

両狼関 ◯ ◯ ◯ 17

泥馬渡康王 ◯ ◯ 19-20

交印 如是観 8 倒精忠 崑

岳母刺字 奪秋魁
如是観 9 倒精忠 崑 崑 ◯ ◯ 22

愛華山 ◯ 25-28

棲梧山 ◯ 35-36

挑華車 牛頭山 ◯ 乱 乱 乱 ◯ 39

岳家荘 ◯ 乱 乱 乱 ◯ ◯ 40

牛頭山 牛頭山 崑
錘震金蟬子 ◯ 41-42

娘子軍 ◯ ◯ 双烈記 43-44

収再興 鎮潭州
九竜山 ◯ ◯ 乱 乱 乱 ◯ ◯ 47-48

金蘭会 ◯ ◯ ◯ 48

安営点将 洞庭湖
拿楊么 ◯ ◯ 梆子腔 乱 乱 ◯ 48-53

牛皐水戦 碧雲山
蔵金窟 梆子腔 ◯ 51

奪秋魁 奪秋魁 16-19 崑
五方陣 ◯ ◯ 52-53

小商河 ◯ 53

八大錘 朱仙鎮 ◯ ◯ 乱 乱 乱 ◯ ◯ 55-57

草地 如是観 24 倒精忠
敗金 如是観 26 倒精忠
現銅橋 献金橋 如是観 26 倒精忠 乱 58-59

請宋霊 双請霊 ◯ 乱 ◯ ◯
岳侯訓子 乱 ◯
秦本 精忠記 崑
風波亭 ◯ ◯ 59-61

瘋僧掃秦 掃秦 東窓事犯
精忠記 28 精忠記 崑 崑 ◯ ◯ 70

遊地府 乱 71

罵閻羅 胡迪罵閻
罵閻 ◯ ◯ 乱 乱 ◯ ◯ 73

＊数字は齣数・回数。
＊『綴白裘』は、標記されている本戯の名称を掲げた。「梆子腔」は原文ママ。
＊「崑」は崑曲、「乱」は乱弾であることを示す。
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『奪秋魁』に由来しているが、数は決して多くなく、三国・隋

唐・北宋など他の時代の歴史故事において、内府の連台本を含

む多種多様な台本が残っていることと好対照である。花部進出

以前の北京で岳飛故事戯があまり演じられず、京腔の新作劇が

作られなかったかったことを窺わせる。『奪秋魁』永慶堂本は、

弋陽腔改編本であるため、北京で上演された可能性があるが、

いずれにせよ影響力は大きくなかったことになる。

折子戯で最も多いのが『如是観』に由来するものである。た

だし、その後半部分、岳飛が金を破る仮想部分を扱う折子戯は

見えない。次いで多いのが『奪秋魁』であるが、洞庭湖の水

賊・楊么の征討が中心となっている。

『牛頭山』伝奇については、『俗文学叢刊』が収録する「牛

頭山」二齣が残る。岳雲の結婚と岳飛救援を描いており、『古

本戯曲叢刊三集』本第十七齣から第十九齣に相当するが、字句

のみならず使用されている曲牌も全く異なっている。

『精忠記』を演ずるのは車王府本「掃秦」のみであり、他の

「掃秦」は『東窓事犯』雑劇に由来する（後述）。なお、内府本

がある「秦本」を、『綴白裘』は『精忠記』とするが、六十種

曲本・富春堂本には見えず、清代に付け加えられた齣だと思わ

れる。

4.2. 花部・京劇の劇目

京腔に比べて、花部そして京劇の岳飛故事戯は豊富である

が、従来の伝奇を改編したものは少なく、大半が小説『説岳全

伝』に基づくもので、『説岳全伝』以前の戯曲等に見えない陸

登・陸文竜・狄雷・関鈴などのキャラクター、「潞安州」・「挑

華車」・「八大錘」などのエピソードが扱われている。

宋の将軍が武勇を発揮して活躍するが力尽きて破れる、とい

うストーリーの武戯が多いことは注目に値しよう。「潞安州」・

「両狼関」・「挑華車」・「小商河」・「八大錘」などが該当し、と

りわけ「挑華車」と「小商河」は劇の構成までも酷似している。



[11] 「華車」は鉄の車で、坂の上
から転げ落として敵を圧死さ
せる架空の兵器。京劇ではし
ばしば「滑車」に作る。
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恐らく、金軍が大敗する場面を描きにくいという、清朝への忖

度を反映したものであろう。また、武戯は徽劇以来、花部の一

つの特徴であったので、そのレパートリーを増やすために『説

岳全伝』に取材した劇が多く作られたものと推測される。

さて、京劇の岳飛故事戯には、字句レベルでも『説岳全伝』

との共通が見出せる。以下、いくつかの例を挙げる。

4.2.1.「挑華車」

「挑華車」は、牛頭山の岳飛軍に加わった北宋開国の名将・

高懐徳の末裔である高寵が、軍令を破って金軍に単騎攻め込む

が、兀朮が両狼関で鹵獲した華車 [11]を使ってこれを討ち取る、

という内容で、現在でも非常に上演頻度の高い武戯である。

以下は、劇の前半で対陣した兀朮と岳飛の会話である。

• 京劇（『戯考大全』本）

（兀白）你國山東、山西、湖廣、江西，俱歸孤家掌握之

中。以孤相勸。馬前歸順。得了宋室天下。與你平分疆土。

（生白）以本帥相勸。早早獻出二帝。兩國罷兵。以免生靈

途炭。（兀白）想你二帝。在我國青衣侍酒。俺家狼主。好

不洒落人也。（生白）一派胡言。放馬過來。

• 『説岳全伝』第 40回

只見金陣內旗門開處，兀朮出馬，叫聲：“岳飛，如今天

下山東、山西、湖廣、江西皆屬某家所管；爾君臣兵不滿

十余萬，今被某家困住此山，量爾糧草不足，如爸中之魚。

何不將康王獻出，歸順某家，不失封王之位。你意下如

何？”岳元帥大喝道：“兀朮，你等不識人倫：囚天子于

沙漠，追吾主于湖廣。本帥兵雖少而將勇，若不殺盡爾等，

誓不回師。”

会話の流ればかりか、山東・山西・湖広・江西という地名を

挙げる順序も完全に一致している。
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4.2.2.「鎮潭州」

次に「鎮潭州」の例を挙げる。楊幺麾下の将軍で楊家将の末

裔である楊再興と岳飛との会話になる。

• 京劇（『戯考大全』本）

來者敢是楊將軍。別來無恙。（武生白）俺與你夙昧生平。

何言別來撫恙。（生白）你我在汴梁小校場一別。直到如今。

難道將軍。就忘懷了。（武生白）你敢麼就是在汴梁小校揚。

鎗挑小梁王的岳飛麼。（生白）然。（武生白）岳元帥。你看

今日。當今懦弱。奸臣專權。殘害忠良。以俺相勸。你我

合兵一處。反上臨安。得了宋室天下。我與你平分疆土。

（生冷笑介）你意如何。（生白）楊將軍。此言差矣。想你楊

家。歷代忠良。世受國恩。將軍為何違背祖訓。落草為寇。

以本帥相勸。棄暗投明。歸順吾主。少不得封侯之位。

• 『説岳全伝』第 47回

岳元帥拍馬上前道：“楊將軍，別來無恙？”楊再興聽了，

便道：＂岳飛，休得扯謊！我和你在何處會過，今日在此

講這鬼話？”岳爺道：“將軍難道忘記了麼？曾在汴京小

校場中，與將軍會過一次！”楊再興想了一想道：＂嚇！

你可就是那槍挑小梁王的岳飛麼？”元帥道：”然也！我

有一言奉告：將軍乃將門之后，武藝超群，為何失身于綠

林？豈不有站祖宗，萬年遺臭！況將軍負此文武全才，何

不歸順朝廷，與國家出力，掃平金虜，迎還二聖？那時名

垂竹帛，豈不美哉？”

挨拶の言葉、かつて武科挙を共に受験していたことへの言及、

楊再興への帰順の働き掛けという流れは同じであり、下線部の

表現が一致している。

4.2.3. 「八大錘」

「八大錘」は、陸登の遺児で兀朮に養育された陸文竜を、岳
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飛配下の岳雲ら四人の双錘を使う将軍が車輪戦で迎え撃つとい

う内容である。陸文竜を演ずる武生の腿功戯で、現在でもしば

しば上演される。以下は、車輪大戦の後、片腕を切り落として

金軍に身を投じた王佐が、陸文竜の帰順を促すために楊家将故

事を語る場面である。

• 京劇（『戯考大全』本）

（佐）哦 . 愛忠的 . 現有一部忠心義胆的書 . 名為驊騮思

鄉 .（小生）哦．名為驊騮思鄉 . 苦人兒你慢慢的講來

（佐）遵命。（嗽介拍案）就講我朝大宋皇帝駕前 . 有一家忠

良 .（小生）忠良是誰。（佐）姓楊名延昭。（小生云）哦 .楊

延昭。（佐）麾下有一偏將。（小生）偏將是誰。（佐）名喚

孟佩蒼。（小生）哦。叫作孟佩蒼。（佐 ）此人能說六國番

語。其時蕭邦。欲奪宋室社稷。被楊元帥。殺得他落花流

水。那蕭后勾通我朝一個奸臣．（小生）奸佞是誰。（佐）

名叫王欽若。（小生）哦。王欽若。後來怎樣。（佐）他就

暗害楊家。讒奏宋主。說道蕭邦有騎賓馬。眼如日月。四

蹄生焰。逼體白毛。此馬日行千里。夜行八伯。名為日月

霄霜馬。宋主爺命楊延昭去到番邦貢馬。此就是王欽若陷

害忠良之奸謀。那延昭回歸帳中。悶悶不悅。（小生）乳娘。

實在好聽。（老旦）好聽吓。（佐）其時孟良在傍。問起情

由。討下將令。前往番邦。這一日兩兩日三。他竟混入番

邦。況且無人知其是宋朝人物。後來一日三三日九。竟

被他將那寶馬盜回中原。（小生）哦。這孟良竟是將馬盜回

來了。（佐）是吓。（小生）哈哈哈。好的。真乃是員虎將。

往下講。（佐）那楊延昭得了此馬。申奏天子。天子大喜。

不料那馬到了宋朝。七日七夜不吃草料。望着北番。大叫

三聲。竟是餓死了。（小生）這却為何。（佐）那畜生也有

思鄉之心吓。（小生）哦。這畜生尙有思郷之意。咳。乳娘。

何況人乎。（佐老旦仝）是吓。（佐）為人若沒思鄉之念。真
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不如畜類也。

• 『説岳全伝』第 55回

王佐道：“我再講一個‘驊騮向北’的故事罷。”陸文龍

道：“怎叫做‘驊騮向北’?”王佐道：“這個故事卻不遠。

就是這宋朝第二代君王，是太祖高皇帝之弟太宗之子真宗

皇帝在位之時，朝中出了一個奸臣，名字叫做王欽若。其

時有那楊家將俱是一門忠義之人，故此王欽若每每要害他。

便哄騙真宗出獵打圍，在駕前謊奏：‘中國坐騎，俱是平

常劣馬；惟有蕭邦天慶梁王坐的一匹寶駒，名為“日月驌

驦馬”，方是名馬。只消主公傳一道旨意下去，命楊元帥

前去要此寶馬來乘坐。'”陸文龍道：“那楊元帥他怎么要

得他的來？“王佐道：“那楊景守在雍州關上，他手下有

一員勇將，名叫孟良。他本是殺人放火為生的主兒，被楊

元帥收伏在麾下。那孟良能說六國三川的番話，就扮做外

國人，竟往蕭邦，也虧他千方百計把那匹馬騙回本國。”

陸文龍道：“這個人好本事！”王佐道：“那匹‘驌驦馬’

送至京都，果然好馬。只是一件：那馬向北而嘶，一些草

料也不肯吃，餓了七日，竟自死了。”陸文龍道：“好匹義

馬！”王佐道：“這就是‘驊騮向北’的故事。”

ここも、王佐の語る内容はほぼ一致している。

以上から、花部・京劇の岳飛故事戯が、小説『説岳全伝』に

直接取材して作られていることは明白である。

5. 京腔系劇目について

5.1.「刺字」の変遷

岳飛の母が岳飛の背に「精忠報国」と入れ墨するエピソード

を扱う「刺字」あるいは「岳母刺字」は、現在の京劇舞台にも

しばしば掛かる老旦戯であるが、表から分かるように、『春台

班戯目』・『慶昇平班戯目』に見えず、内府本や『俗文学叢刊』



116	 中国都市芸能研究　第二十二輯

に崑曲版が収録されている。ここから、もともと京腔の折子戯

として行われており、皮黄腔を用いるようになったのは比較的

遅いことが窺える。

伝奇では『奪秋魁』・『如是観』が「刺字」を扱っているが、

京腔で演じられたのは『如是観』本である。以下、『奪秋魁』・

『如是観』と京腔の「刺字」の套曲を比較してみよう。

5.1.1.套曲比較

• 『奪秋魁』第四齣「慈母刺背」

【菊花新】【漁家傲】【剔銀燈】【攤破地錦花】【麻婆子】

【紅繡鞋】【六么令】【前腔】【前腔】

• 『如是観』第九齣

【引】【引】【粉孩兒】【福馬郎】【紅芍藥】【耍孩兒】【會

河陽】【縷縷金】【越恁好】【紅繡鞋】【尾】

• 『俗文学叢刊』本「刺字（岳飛）」

【引】【福馬郎】【紅芍薬】【耍孩兒】【越恁好】【紅繡鞋】

• 『俗文学叢刊』本「刺字」

【一剪梅】【引】【引】【粉孩兒】【福馬郎】【紅芍藥】【耍

孩兒】【越恁好】【縷縷金】【越恁好】【紅繡鞋】【尾】

• 『故宮珍本叢刊』本「刺字」

【一剪梅】【引】【引】【粉孩兒】【福馬郎】【紅芍藥】【耍

孩兒】【會河陽】【縷縷金】【越恁好】【剔滋幃】【紅繡

鞋】【尾聲】

• 『清宮昇平署檔案集成』「刺字」

【一剪梅】【引】【引】【粉孩兒】【福馬郎】【紅芍藥】【耍

孩兒】【會河陽】【縷縷金】【越恁好】【紅繡鞋】【尾聲】

• 『清宮昇平署檔案集成』「刺字（総本　另有一本）」（巻末：咸

豊二年十月初九日响排八刻五分）

【一剪梅】【引】【引】【粉孩兒】【福馬郎】【紅芍藥】【耍

孩兒】【會河陽】【縷縷金】【越恁好】【紅繡鞋】【尾聲】
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このように、清代北京の京腔では、『如是観』の「刺字」が

演じられていた。「刺字」は『綴白裘』にも収録されているの

で、清代中期の崑曲の一般的なレパートリーだったのだろう。

花部で「刺字」が演じられていなかったのは、崑曲版の「刺

字」が広く行われていたためであると思われる。

5.1.2.京劇の「刺字」

『戯考』第三十二冊に「別母刺背」が収録される。

• 『戯考』本「別母刺背」

（老旦上引）而（兩）鬢蒼然。喜的是。子孝孫賢。老身李

氏。不幸丈夫。中年裘命。所生一男。一女。吾兒岳飛習

文習武。幸中武科狀元。官拜江南游擊。現在宗老元帥營

中聽用。只是多日未見書信。回來。到叫老身。常常挂念

他。

岳飛が、宗沢の二帝奪還の遺嘱を受けたことをきっかけに帰

郷し、岳飛の母の叱咤激励を受けるという流れは、『如是観』

と同じである。更に、岳飛の母を李氏とするが、『説岳全伝』

は姚氏であり、これも『如是観』と共通する。

以上から、『戯考』本「別母刺背」は、崑曲・京腔で演じら

れていた『如是観』を、皮黄腔に改めたものであると思われる。

現在の京劇で演じられる「岳母刺字」は、1950年代の改編本

である。以下は、1953年から 1955年にかけて刊行された中華

人民共和国成立後初の京劇台本の一大全集である『京劇叢刊』

に収録される「岳母刺字」である。

• 『京劇叢刊』本「岳母刺字」

岳母：（念引）兩鬢蒼然，願得見，光復江山。

（念詩） 憶昔洪濤灌湯陰，夫君不幸命捐生；

  有兒報國全忠孝，未負劬勞一片心。
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 老身姚氏。世居湯陰，只因當年洪水為災，夫君喪

命，我與岳飛孩兒，幸得不死。是我孤燈獨守，將他

教養成人；又蒙周侗老師，傳授兵法武藝。且喜他文

武兼全，今在宗澤元帥帳下為將，抗金殺敵，屢建奇

功，甚得宗老元帥見重。吾兒壯志得酬，好不教人欣

喜。正是：

  有兒能報國，教子喜成名！

（略）

岳母：我兒此去，必多險阻，如今刀兵四起，心志若不堅

如鐵石，焉能為國盡忠，名標青史。為娘風燭殘年，

焉能跟兒一世，因此有意在兒背上刺字，使兒永記娘

言，這一生一世長懐報國之心，為娘縦死，也含笑九

泉了。

岳飛の母は『如是観』で李氏だったが、「岳母刺字」では

『説岳全伝』と同じ姚氏になっており、岳飛の妻も同様に、張

氏から李氏に『説岳全伝』と同じに改められている。『説岳全

伝』と似かよった表現も見られる。

• 『説岳全伝』22回

安人道：“做娘的見你不受叛賊之聘，甘守清貧，不貪濁

富，是極好的了。但恐我死之後，又有那些不肖之徒，前

來勾引，倘我兒一時失志，做出些不忠之事，豈不把半世

芳名喪于一旦？故我今日祝告天地祖宗，要在你背上刺下

‘精忠報國’四字。但愿你做個忠臣，我做娘的死後，那

些來來往往的人道：‘好個安人，教子成名，盡忠報國。’

豈不流芳百世！我就含笑于九泉矣。”

下線部「含笑九泉」という表現が共通している。一方、冒頭

の岳飛の科白に以下のように見える。



[12] 「京劇中，這個戲的原本有好
幾種，情節並不一樣，但均不
流行，內容都很粗糟。這次整
理的本子，基本上是根據 “ 交
印刺字 ” 的情節，並參考了河
北梆子和川戲 “ 岳母刺字 ” 而
重新改編的。……本劇由中國
京劇團演員李金泉，和本院編
輯處范鈞宏、吳少岳集體改編，
並由范、吳兩同志執筆寫定
的。」
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不幸元帥為國憂憤，竟自嘔血而死！元帥死後，朝廷派杜

充接任，不想此人剛愎自用，不納忠言，是俺有志難酬，

中心悒鬱！

岳飛が宋沢の死をきっかけに帰郷しているのは、『如是観』

と共通する。『京劇叢刊』本「岳母刺字」に付せられた「前記」

に以下のように見える。

京劇の中で、この劇の原本は何種類もあり、ストーリー

もさまざまであるが、どれも流行しておらず、内容もな

べて粗雑である。今回整理した台本は、基本的に「交印

刺字」のストーリーに基づき、あわせて河北梆子と川戯

の「岳母刺字」を参考に、改めて改編したものである。

……本劇は中国京劇団の俳優・李金泉と、同院編集処の

范鈞宏・吳少岳が集団で改編し、あわせて范・吳両同志

によって執筆された。[12]

「交印刺字」、すなわち『如是観』第八・九齣に基づいて整

理されたものであり、人名等の設定は『説岳全伝』に寄せられ

たものの、場面設定に京腔の影響が残ったのであろう。

以上のように「刺字」は、北京では『如是観』に基づく折子

戯が行われており、それを清末民初に皮黄化したのが『戯考』

本、更に『説岳全伝』等を参照して整理・改編されたのが『京

劇叢刊』本、ということになる。

5.2.「掃秦」

『東窓事犯』雑劇第二齣、『精忠記』伝奇『六十種曲』本第

二十八齣「誅心」は、いずれも地蔵の化身である瘋僧が、霊隠

寺に詣でた秦檜を揶揄する、という内容を扱っている。明清代

の散齣集からは、雑劇と南戯伝奇が同時に行われていた状況が
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見て取れる。

すなわち、明天啓年間刊の『万壑清音』巻之六『精忠記』

「瘋魔化奸」、清の乾隆年間の『綴白裘』第五集『精忠記』「掃

秦」、おなじく乾隆年間の『納書楹曲譜』正集巻二『東窓事犯』

「掃秦」は、『精忠記』と題しているのは正しくなく、いずれ

も『東窓事犯』雑劇第二齣である。一方、『群音類選』諸腔巻

二『東窓記』「風和尚罵秦檜」は、『精忠記』伝奇第二十八齣と

なっている。

この齣は、折子戯「掃秦」あるいは「瘋僧掃秦」として、清

代の北京でも演じられており、内府本など数種のテキストが現

存しているが、明清代の散齣集と同様に、元雑劇系のものと南

戯伝奇系のものが混在している。

5.2.1.套曲比較

清代北京で行われた「掃秦」諸本の套曲を、『精忠記』・『東

窓事犯』と比較してみよう。『精忠記』系のものとしては、『清

蒙古車王府曲本』本の「掃秦」がある。

• 『精忠記』第二十八齣「誅心」

【光光乍】【出隊子】【忒忒令】【園林好】【嘉慶子】【尹

令】【品令】【豆葉黃】【月上海棠】【五韻美】【六么令】

【玉交枝】【江兒水】【川撥棹】

• 車王府本「掃秦」

【出隊子】【催拍】【解三醒】〖園林好〗【忒忒令】〖無牌 

名〗【嘉慶子】【玉交枝】〖江兒水〗

〖〗で括った曲牌は、原文に標記されていないものを、『精

忠記』に基づいて補ったものである。車王府本は曲牌の数がだ

いぶん減じているが、『精忠記』系であることが了解されよう。

『東窓事犯』雑劇系のものとしては、内府本「掃秦」、『戯

考』第十五冊に収録される「瘋僧掃秦」、および『京劇叢刊』
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本「瘋僧掃秦」がある。参考のために、『綴白裘』本も併記す

る。

• 『東窓事犯』第二折

【粉蝶兒】【醉春風】【迎仙客】【石榴花】【鬭鵪鶉】【紅繡

鞋】【十二月】【堯民歌】【滿庭芳】【快活三】【鮑老兒】

【耍孩兒】【三煞】【二煞】【收尾】

• 『綴白裘』

【出隊子】【粉蝶兒】【醉春風】【迎仙客】【石榴花】【鬭鵪

鶉】【紅繡鞋】【十二月】【快活三】【朝天子】【尾】

• 内府本「掃秦」

【出隊子】【粉蝶兒】【醉春風】【迎仙客】【石榴花】【鬭鵪

鶉】【紅繡鞋】【十二月】【堯民歌】【快活三】【十二月】

【堯民歌】【快活三】【朝天子】【尾声】

• 『戯考』本「瘋僧掃秦」

【出隊子】【粉蝶兒】【醉春風】【迎仙客】【石榴花】【鬭鵪

鶉】【紅繡鞋】【十二月】【堯民歌】【快活三】【朝天子】

【煞尾】

•	『京劇叢刊』本「瘋僧掃秦」

【出隊子】【粉蝶兒】【醉春風】【迎仙客】【石榴花】【鬭鵪

鶉】【紅繡鞋】【十二月】【堯民歌】【快活三】【朝天子】

【煞尾】

こちらも、『東窓事犯』雑劇の流れを汲むことが一目瞭然で

ある。

5.2.2.【出隊子】について

『東窓事犯』雑劇系の「掃秦」は、いずれも冒頭に【出隊

子】を配するが、これは『東窓事犯』雑劇に見えず、『精忠記』

伝奇から移植したものである。以下、『六十種曲』本と『綴白

裘』の曲辞を比較する（他本の曲辞も『綴白裘』本と大差ない）。
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• 『六十種曲』本

【出隊子】三公之位。三公之位。自小登科占上魁。只因

前日殺岳飛。使我心中如醉癡。靈隱寺修齋懺悔。

• 『綴白裘』

【出隊子】三公之位，自小塋科占大魁。只因前日殺岳飛，

使我心中如痴醉。靈嗯寺修齋，特來城海。

多少の異同はあるが、同一の曲であることがわかる。

5.2.3.【粉蝶児】の比較

次に『東窓事犯』に由来する曲牌の曲辞を比較してみよう。

以下は、北中呂宮の套曲の冒頭にあたる「粉蝶児」である。

比較の都合上、曲中の夾白・科介は削除した（以下同）。

• 『東窓事犯』

【中呂粉蝶兒】休笑我垢面風癡。恁參不透我本心主意。

子為世人愚不解禪機。鬅鬙著短頭髮，跨著個破執帶，就

裡敢包羅天地。我將這吹火筒卻離了香積。我泄天機故臨

凡世。

• 『綴白裘』

【粉蝶兒】休笑俺垢面疽痴，恁可也參不透我的本來主意。

只為那世人痴不解我的禪機。休笑俺髮蓬鬆。掛著這破織

袋，我這裡倒包藏著天地。我拿著這吹火筒恰離了這香積。

今日個洩天機故臨來這凡世。

• 内府本

【中呂粉蝶兒】休笑我垢面風癡。恁可也參不透。我的本

心主意。我笑那世人癡。也不解我的禪機。休笑俺髮蓬鬆。

我掛著這破執帶。這裡面倒包包藏著天地。我拿著這吹火

筒。恰離了這香積。今日個泄天機故來臨凡世。

• 『戯考』本
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（唱粉蝶兒）休笑俺垢面瘋痴．恁可也參不透我的本來主意。

我笑那世人痴。不解我的禪機。休笑俺髮蓬鬆。掛著這破

執帶。我拿著這吹火筒。恰離了這香積。今日個洩天機。

故來臨凡世。

• 『京劇叢刊』本

（唱 “粉蠑兒 ”）

休笑俺垢面瘋癡，

恁可也參不透我的本來主意．

我笑那秕人癡，

不解我的禪機。

我拿著這吹火筒，

却離了這香積。

今日個洩天機，

故來臨凡世。

多少の字句の出入りはあるものの、曲辞の流れは完全に一致

し、「主意」・「禅機」・「天地」・「香積」・「凡世」などの句末の

韻字部分も一致しているので、明らかに同一の曲である。

5.2.4.【紅繍鞋】の比較

次に【紅繍鞋】を比較してみよう。

• 『東窓事犯』

【紅繡鞋】他本是個君子人、則待挾權倚勢。吹一吹、登

時交人煙滅灰飛。則為他節外生枝、交人落便宜。為甚不

廚中放，常向我手中攜。敢起煙塵傾了社稷。

• 『綴白裘』

【紅繡鞋】君子人只怕當權倚勢，俺待說這呵客得他一家

兒恰便是湮滅灰飛，恁待要節外生技可也落什麼便宜。我

為甚不在恁那廚房中放，常在我這手中持？呵呀火筒兒這

其間引狼煙傾了他的社稷。
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• 内府本

【紅繡鞋】君子人只怕當權倚勢。俺待吹著火。害的他一

家兒。恰便似湮滅灰飛。恁待要節外生技。可便落甚麼便

宜。我為甚不在恁那廚房中放。常只在我這手中持。這其

間引狼煙。傾了他的社稷。

• 『戯考』本

（唱紅繡鞋）君子人只怕當稽椅勢。俺待說著呵害得他一家

兒．恰便似湮滅灰飛。恁待要節外生技。可便落甚麼便宜。

我為甚不在恁那廚房中。放常則在我這手中持。這其間引

狼煙。傾了他的社稷。

• 『京劇叢刊』本

（唱“紅繡鞋”）

君子人只怕當權倚勢。

俺待說著呵，

害得他一家兒恰便似煙滅灰飛。

恁待要節外生枝，

可便落甚麼便宜。

俺為甚不在恁那廚房中放，

常則在我這手中持？

啊呀，火筒兒啊，

這其間引狼煙傾了他的社稷。

こちらも【粉蝶児】と同様、火吹き竹を手に秦檜を揶揄する

流れ、「倚勢」・「灰飛」・「便宜」・「社稷」といった句末の語が

いずれも一致している。

套曲の構成、曲辞、いずれからも、京腔や京劇の「掃秦」が

『東窓事犯』雑劇の流れを汲むことが了解されよう。

5.2.5.継承される『東窓事犯』雑劇本「掃秦」

「掃秦」については、『説岳全伝』も『東窓事犯』・『精忠記』

とほぼ同じ内容であるため、元明の雑劇・伝奇をそのまま演じ



[13] 精忠廟については、楊連啓
2012参照。
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ても、他の『説岳全伝』系劇目との齟齬は生じない。これが、

『東窓事犯』系「掃秦」が演じ継がれてきた所以であろう。

京劇は京腔で演じられた「掃秦」をそのまま継承している

が、「掃秦」は『春台班戯目』・『慶昇平班戯目』に見えないの

で、19世紀後半以降、京劇が全盛期を迎える中で、京腔の崑

曲を取り込んだものと思われる。

また、前述のように『東窓事犯』雑劇は元刊雑劇『元刊雑劇

三十種』本のみが現存しているが、これは日本に伝来したもの

であり、また明清代の版本が残っていないため、テキストとし

ての流通は明清代に途絶えていたものと思われるが、実際には

梨園で演じ継がれていたことになる。

6. おわりに

6.1. 清代北京の岳飛故事戯曲の特色

清代、雍正七（1729）年に教坊司が廃止され、宮中の演劇を

所管する和声署とともに、北京市中の劇壇・俳優を所管する管

理精忠廟事務衙門が設けられた。この名称は、衙門が精忠廟に

置かれたことにちなんでいる。精忠廟は東珠市口の南を南北に

走る胡同・東暁市の西側、天壇の北西に位置していたが、1950

年代に取り壊されている。その名称からわかるように、岳飛父

子を祀る廟であった。同廟には梨園の祖師爺である老郞君を祀

る喜神殿（老郞廟）が付設され、後には北京の俳優の組合的組

織である梨園公会も置かれており、北京の梨園と岳飛とは密接

な関係にあった [13]。

それとは裏腹に、京腔（崑曲）の岳飛故事を演ずる劇は、同

時代の『綴白裘』に見える崑曲のレパートリーの枠内に概ね収

まっており、清代の北京で抗金の英雄たる岳飛故事の人気が高

くなかった、あるいは演ずるのに差し障りがあったことを裏付

けている。これはまた、岳飛故事が京腔通俗伝奇の題材となら

なかったことを意味する。



[14] 『京劇劇目辞典』p.741参照。
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花部・京劇の岳飛故事は、京劇台本と小説『説岳全伝』との

間に字句の一致が多々見られ、明らかに小説に取材して作られ

ている。樊梨花故事が京腔で発展してむしろ小説の形成に影響

を与え、京劇で今も小説に見えないエピソードが演じられてい

るのと異なり、岳飛故事を演ずる京腔伝奇がなかったからこそ、

小説『説岳全伝』そのままの内容を持つ、花部・京劇の岳飛故

事が北京に定着し得たのだと思われる。

だが、花部・京劇の岳飛故事戯には、「潞安州」・「両狼関」・

「挑華車」・「小商河」・「八大錘」など、宋将が英雄的活躍をし

た挙げ句に敗れる武戯が多い。「八大錘」に続く「王佐断臂」

など、金が敗北する劇もあるが、決定的敗北には至っていない。

『説岳全伝』の末尾、岳飛の遺児・岳雷らが金を打ち破る、い

わゆる「岳家小将」部分についても、演じられた形跡がない。

現代の京劇舞台では、岳飛の子の岳雷を主人公とする喜劇「櫃

中縁」が演じられるが、これは呉素秋が 1956年に河北梆子か

ら移植した新編劇である [14]。ここから花部・京劇においても、

清朝・満洲族への忖度が働いていたものと考えられる。

また、「掃秦」・「刺字」など、崑曲や京腔に定番となる折子

戯が存在したものは、花部のレパートリーに入ってこない。こ

れは、雅部・京腔の演目が花部・京劇よりも尊重されていたこ

とを示している。それらは、清末以降、最盛期を迎えた京劇に

取り込まれ、「刺字」は皮黄腔版が作られたが、「掃秦」は崑曲

をそのまま吸収している。

6.2. 京劇レパートリーの重層性

徐珂『清稗類鈔』戯劇類「情節」に以下のように見える。

徽戯の情節はおよそ歴史を重視しているが、残念なこと

に本当の歴史ではない。…（中略）…また、『綴白裘』の

中の崑曲も、いささか改められて今の劇になっているが、

意は往事によって人を感動させることにある。…（中



[15] 「徽戲情節，凡所注重者在歷

史，而惜非真歷史也。……再

以《綴白裘》中之崑戲，稍事

變通，亦成今劇，意在以往事

動人興感。……轉不如秦腔各

劇，注意家庭，猥瑣之中，卻

有令觀者入神之妙。蓋皮黄偏

重忠孝二義，秦腔則推而廣

之。」（p.5029）
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略）…これは秦腔の各劇が、家庭に注意して、猥瑣な中

に、却って見るものを引きつける妙があるのに及ばない。

皮黄は忠と孝に偏重しており、秦腔はそれに輪を掛けて

いるのだろう [15]。

京劇で演じられる劇について、その来歴の差異に着目し、ス

トーリーの傾向と特性を指摘しているが、岳飛故事の事例と合

わせると、それぞれの性格がより明確になる。すなわち、『清

稗類鈔』にいう「徽戯」は、岳飛故事の花部戯目所載劇目に相

当し、史実からの乖離の大きい英雄伝奇小説『説岳全伝』に

基づいている。伝奇・雑劇に由来する「刺字」・「掃秦」など

は、『綴白裘』の崑曲とも重なっており、最終的に『清稗類鈔』

のいう「今の劇」、すなわち京劇に吸収されている。なお秦腔、

すなわち梆子腔については、京劇の岳飛故事に該当する演目が

見当たらない。

京劇の形成過程を考えれば、その伝統劇目がかかる重層性を

有することは当然であるが、従来、京劇劇目の物語内容に言及

する際、このことは必ずしも意識されていなかったと思われる。

こうした点に留意しつつ検討することで、京劇の個々の劇目に

ついて、その物語内容・演出などの特性がいっそう明確になる

だろうし、また小説と戯曲との関係――物語内容の継承関係や、

受容の観点から見た相補性など――を具体的に解明することが

可能になると思われる。
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地指導層と地域社会』（研文出版、2013年）、

『嘉定県事── 14至 20世紀初江南地域社会

史研究』（共著、広東人民出版社、2014年）、 

”Oral History and the Study of  Local Social 

History in China: The Case of  the Rural Society 

in Taihu Lake Basin Area”, in Cahiers dʼExtrême-

Asie,31（2023）
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2023年 5月 14日

2023 年度春季大会

会場

• 慶應義塾大学日吉キャンパス　来往舎小会

議室

内容

• 各種議事

• 研究発表

 ◦川浩二（立命館大学）「姜詩故事伝奇の形

成と発展」

	◦佐藤仁史（一橋大学）「江南民俗文化にみ

る伝統と現代――蘇州郊外の女性進香組

織に着目して」

2023年 12月 16日

2023 年度冬季大会

会場

• 立命館大学衣笠キャンパス　学而館 2階　

研究会室１（Zoomとのハイブリッド開催）

内容

• 各種議事

• 研究発表

 ◦佐藤仁史（一橋大学）・高飛（一橋大学）・陳

明華（杭州師範大学）「改革開放初期の江南

における伝統芸能――海寧評弾団殷小虹

関連史料の紹介」

 ◦千田大介（慶應義塾大学）「清代北京におけ

る岳飛故事戯曲」

中国都市芸能研究会 2023 年度活動記録

千田　大介（ちだ　だいすけ）

【生年】1968年

【最終学歴】早稲田大学大学院文学研究科中国文学専

攻博士課程中退

【現職】慶應義塾大学経済学部教授

【論著】「北京皮影戯西唐故事考―「大罵城」と『三

皇宝剣』伝奇を軸に―」（『中国都市芸能

研究』第 17輯、2020年）、「粉戯と陣前招親

―西唐故事の形成と展開をめぐる仮説」

（『中国都市芸能研究』第 18輯、2020年）、

『デジタル時代の中国学リファレンスマニュ

アル』（共著、好文出版、2021年）

山下　一夫（やました　かずお）

【生年】1971年

【最終学歴】慶應義塾大学大学院文学研究科中国文学

専攻博士課程単位取得退学

【現職】慶應義塾大学理工学部教授

【論著】『台灣戲曲唱本資料彙編』（共著、博揚文化、

2020年）、「明清时期三清形象的转变与发展

―以《西游记》等小说之插图为例」（『《西游记》

新论集』、广西师范大学出版社、2022年）『外

国語教育を変えるために』（共著、三修社、

2022年）  




